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　べつに来たくて来たわけじゃない。

　ただ、精せい霊れい王おうの祝福が与えられ、欲しくもない力に目覚めさせられてしまったから来ただけ。

　不ふ可か視しの精霊達と心を通わせられるようになった人間は、どんな身分だろうと、どんな場所にいようと、全てを捨てて一人の精霊術士として聖せい地ちパンディアに来なくてはいけない。

　それがこの大陸に生きる人間の絶対の掟おきてであり、行けないというなら死ぬだけだ。

　パンディアに行かない精霊術士を国は生かしておかない。それはリトの故こ国こくオルティスだけでなく、他の三大国でも同じこと。

　なぜなら、パンディアの意向に逆らうことは国の滅めつ亡ぼうを意味しているからだ。




「リト、お前もうちょっと愛あい想そよくしろよ」

　だから仕方なく来ただけだというのに、唯ゆい一いつ仲良くしている友人は呆あきれたように言った。

　春とは思えないほど冷ややかな風が吹く、白い山の麓ふもと。

　そこには、古代の城じよう塞さいのような石造りの建物が置かれている。

　山を背にした扇せん状じようの台地は二段から成り、上段に建つのが主しゆ塔とうを頂くパンディアの中ちゆう枢すう、官かん人じん達の集まる〈精霊庁〉。

　そして、下段で精霊庁を守るように半円形に広がる五つの棟が、大陸中から集められた精霊術士のための学園だった。

　学園の西側は裾すそ野のの村へ通じており、蛇だ行こうする坂道は馬車が通れるよう敷しき石いしで舗ほ装そうされている。

　そんな曲がりくねった道の柵さく沿ぞいを歩き、リトは紺こん碧ぺきの瞳ひとみを伏せて虚うつろにつぶやいた。

「……だって、鬱うつ陶とうしいよ」

　リトは自分が黙っていれば、無ぶ愛あい想そな少年を通り越し、冷たそうな青年と見られることをよく知っている。

　それでも、どうしてもにこやかに同級生と話す気になれない。

「なんで用もないのにこんなに近づいてくるんだろう……。もう放っておいてほしい。俺は誰とも関わらず、静かに卒業まで過ごしたいだけなのに」

「そりゃ無理に決まってる。お前はとにかく目立つんだから」

「…………」

　黙り込むと、二歳年上の友人は深々とため息をついた。

「なんでお前がそこまでやさぐれるのか分からんが、このままじゃお前の印象は『無愛想で冷たい』になってしまうぞ？　入学早々誤解されたら腹が立つだろ？」

「別に立たないよ。それで周りが離れるならその方がいいと思う」

「お前なぁ……。まあとにかく、これから五年間はこの二十七人で一緒に過ごすんだ。無駄に敵を作るな。ここでの交友関係は卒業後の仕事にも響ひびいてくる」

　最後の方は、ほぼ独ひとり言ごとのようなささやき声だった。

　入学前からの付き合いであるこの友人は正しいことを言うが、とても打だ算さん的てきだと思う。

　不ふ貞て腐くされてそっぽを向いたとき、前を歩く同級生が振り返った。

「クローウェル君」

　珍しいものでも見つけたかのように忙せわしなく手招きし、リトを呼ぶ。

　特に行きたくもなかったが進行方向なので近づけば、何がおかしいのか、薄うすら笑いを浮かべながら柵の下を指差した。

「クローウェル君、君は天才だからあの上級生に気をつけた方がいいよ」

「上級生？」

　名前もさっぱり覚えていない級友が示す下の道には、二人の女子生徒が仲良く長なが椅い子すに腰かけ昼食を取っている。小さな村に続く石畳の道は見晴らしがよく、ところどころに憩いこいのための腰掛けが置かれているのだ。

　上にいるリトから見えるのは頭と背中だけだったが、一人はほっそりとした身体からだつきに長い黒髪、もう一人は小柄で金きん髪ぱつの少女だった。

　陽光のように淡あわい色の髪を肩辺りで二つに結い、黒髪の女友達と楽しそうに笑っている。その明るい声に、リトは無意識に耳を澄すませた。

　思わず聞き入ってしまうほど高く澄んだ、女の子らしい声だ。精霊術士として学園に入学する年齢は人それぞれのため、上級生といっても年下かもしれない。

　級友達は少女を見下ろすリトの周りに集まり、次々に口を開いた。

「ああ、あの金髪の。三年のエリル・レヴィスだろう？　俺も先せん輩ぱいから聞いたよ」

「私も寮りようで噂うわさを聞いたわ。四属性のどの術も馬鹿みたいに弱いって」

「連れん禱とうの練習相手になってくれって頼みに来るんだろ？　弱すぎて誰にも相手にされてないのにな」

　そう言って、示し合わせたように声を上げて笑いだす。

　聞こえるような距離で声こわ高だかに話す内容ではない。不ふ快かいさにリトが注意しようとしたとき、上級生の少女、エリル・レヴィスがふいに腰掛けから立ち上がった。

　聞こえてしまった！　と焦あせったリトだが、すぐに別の意味でドキリとした。

　エリルが、くるりと軽かろやかな足取りでこちらを振ふり仰あおいだからだ。

（──！）

　瞬間、リトの胸がどくんと大きく鳴った。

　焦あせりや驚きとは違う動きで心臓が跳はね、鼓こ動どうが急速に強さと速さを増していく。

　それは、こちらを見上げたエリル・レヴィスが予想以上に可か愛わいらしかったせいかもしれない。

　突然騒さわぎだした体内に途と惑まどうリトに向けられたのは、怒りとは無む縁えんの綺き麗れいな青空色の瞳ひとみだった。

　小作りな顔に印象的な大きな瞳。幼いと言ってもいいほど愛らしい顔で、エリルは緊張に強こわ張ばったリト達一年生を見上げ────。




　にっこり、と屈くつ託たくなく笑って右手を振ったのだ。




（──────────────っっ!?）

　驚いたのはリトだけではない。

　その場にいた新入生全員が慌あわてて柵から手を離し、一いつ斉せいに後ずさった。

　下から見えない位置まで退さがり、誰もがおどおどと顔を見合わせ口ごもる。聞こえることぐらい分かっていたはずなのに、いざ反応されると気まずいことこの上ない。

　だが、つられて隠れてしまったリトはあることに気づき愕がく然ぜんとした。

（ちょっと待った……！　俺も皆と一緒に馬鹿にするようなこと言ったと思われたんじゃ……!?）

　状況を鑑かんがみれば当然だろう。というよりそれ以外にありえない。

　あの先輩に誤解された、と思うと心臓が攀ねじれたように痛み、おかしなほど動揺してしまった。今すぐ駆け下りていって「俺が言ったんじゃありません！」と釈しやく明めいしたい。

（い、今なら間に合うかも！）

　まだ下にいるはずだ。

　衝しよう動どうのまま走りだそうとリトが身じろいだとき、近くから忌いま々いましそうな声が聞こえた。

「……さすがに堂どう々どうとしてるな、前ぜん代だい未み聞もんの落ちこぼれさんは。一応精霊術士だから退学させることはできないらしいけど、どうせ連れん術じゆつ士しの資格はもらえないんだ。在ざい籍せきしてても意味ないだろう」

　内容に引っかかり足を止めたリトの目に、不ふ愉ゆ快かいそうな級友の姿が映る。

　格下の相手に驚かされたことを恥はじるような、悔くやしさに歪ゆがんだ顔だった。

　しかし、他の一年生達が「どういうこと？」「何か知ってるの？」と群むらがれば、その顔は一いつ転てんして得意げになる。

「君達はまだ知らないのか？　エリル・レヴィスが誰からも相手にされないのは、力が弱すぎるからじゃないよ」

　眉まゆをひそめ言葉を待つリトに、級友は唇くちびるの端を吊つり上あげる。

　そして、勝ち誇ほこったように言い放った。




「────あの先輩は、誰とも連れん禱とうすることができないんだよ！」
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　一人で泣くのはよくあること。




　授業を終えた放課後、午後三時。

　いつものように足場の悪い岩場の上まで登り、エリルは青い空を見上げた。

　崩れた崖がけが形成する立ち入り禁止区域の岩場からは、澄すんだ空を背景に、剣の切っ先のように尖とがった白い嶺みねが見える。

　空に突き刺さるように聳そびえるのは、霊れい峰ほうパンディア。

　どんな人間なら到達できるのか分からない険しい頂いただきは万年雪が積もり、特別な者以外は登とう頂ちようが禁じられた聖なる山だ。

　夏でも冷たい風の吹く麓ふもとから頂上を見上げ、エリルは静かに語りかけた。

「精せい霊れい王おう様。今日も来てしまいました」

　少し強い風に結った金色の髪が揺ゆれ、晴れた空のような瞳ひとみがしっかりと切り立つ頂を捉とらえる。

　短いスカートの裾すそから腿ももがのぞくのもかまわず、エリルは力強く岩に片足をかけ────




「笑われたっ!!　今日も笑われました────ッ!!」




　噓うそか真まことか、三百年前から山頂に幽ゆう隠いんしているというパンディア国王──通称〝精霊王〟に向かって絶ぜつ叫きようした。

　わらわれましたぁぁぁ──ましたぁぁ────ましたぁぁぁ、たぁぁぁ…………。

　内容に反して可か愛わいらしい声は、眼がん下かに広がる森と山肌に反はん響きようしてこだましながら消えていく。

　無人の岩場にモヤモヤをぶちまけすっきりとしたエリルは、一息つくなり盛せい大だいにまくし立てた。

「聞いてください、精霊王様！　今日の午前は専攻科主しゆ任にんのフィロ先生が特別授業をしてくださったんです。知ってます？　フィロ先生って。オルティス王国で二十年間連れん術じゆつ士し協会長として仕事して、今年からパンディアに帰ってきたすっごい偉そうな人！　実際偉えらいのかもしれませんけど、授業が嫌いやみッたらしいんです！　私が誰とも連れん禱とうできないって知ってるはずなのに、みんなと組ませてできないところを指さして笑ったり！」

　朝っぱらから行われた不快な授業を思い出せば、どうしようもない怒りが全身に漲みなぎってくる。

「ターニアがぶち切れして『その程度の連禱、あたしなら一人で相そう殺さいできますけど？　オルティスの協会長ってたいしたことないんですね』って言ってくれてものすごくスッキリしました！　しかもターニアの態度が悪いって散さん々ざん叱しかったあとで、学園長の孫まご娘むすめだって気づいて青くなってたんですよ!?　学園長の孫だからって慌あわてるなら最初から言わなきゃいいんじゃないですか──────ッ!?」

　かああぁぁぁああ、かあぁぁぁ──、かぁぁ────…………

　思う存分叫び倒し、肩で息をしたエリルは気持ちを静めるために大きく深呼吸した。

　聖山パンディアの麓を取り囲むように、半円形に造られた学園の端も端。

　村に繫つながる西側と違って、エリルのいる東側は巨大な階段状の岩が連なり、滑かつ落らくすれば深い森しかないという立ち入り禁止区域だ。多少叫んだところで人が来るわけでもなし、広い訓練場を挟んでいるので学舎にいる人間にも聞こえない。

　こだまが消えれば、荒れた岩場に再び静せい寂じやくが訪れる。虚むなしくなったエリルは力なくつぶやいた。

「……私だって、できるものなら連禱がしたいんです」

　したくなくてしないわけじゃない。ひとしきり叫べば、怒りで紛まぎらわせたはずの涙が滲にじんできた。

　泣かないために叫んでいるのに、ちっとも上う手まくいかない。目を瞬まばたかせて涙を追い払うと、エリルは精霊王の眠る白い頂を見上げた。

「精霊王様。どうして私だけ誰とも力を合わせることができないんでしょうか」

　みんながエリルを馬鹿にする気持ちも分かる。

　地・水・火・風という自然界にある四つの元げん素その力を借り、人じん肉にくを喰くらう魔物と戦う精霊術士。

　精霊術士として力に目覚めた人間は、不ふ可か視しの精霊達を讃たたえ呼びかける〈祝しゆく詩し〉によって炎ほのおを生み出し、水を生み出し、大地を揺らし、突とつ風ぷうを引き起こす。

　さらに決められた祝詩を二人で交互に詠えい唱しようする──〝連れん禱とう〟によって力は混ざり合い、炎は火か焰えんの嵐となり、水は洪こう水ずいとなり、地は大地を割り、風は竜たつ巻まきとなるのだ。

　ここ、パンディア国こく立りつ連れん術じゆつ士し学がく園えんはそんな連禱を学ぶ精霊術士のための学園であり、卒業することで連術士の資格を得て、魔物と戦うために世界へ旅立つことができる。

　しかしエリルはこの学園でただ一人、誰とも連禱ができなかった。

（……ううん、学園だけじゃない。過去にもそんな精霊術士の話は聞いたことがないわ）

　加えて、エリルは地水火風どの属ぞく性せいの力も話にならないほど弱い。精霊術士は基本的に四属性全てを扱あつかえるが、いずれかの属性が抜きんでていることが多く、人はそれを〝精霊王の祝福〟と呼んでいた。

　エリルはその祝福すら与えられておらず、炎の術は指先に小さな火が灯ともるだけ。水の術は「雨でも降ってきたかな？」という程度の水すい滴てきを散らし、風は誰かの服の裾すそを揺らすことがせいぜい。地にいたってはミミズが出るような穴を開けるぐらいだ。

　精霊術は術を掛け合わせる連禱で倍の効果を生み出すものなのに、エリルと組んだ術士は例外なく力を弱めた。弱まるどころか術を全く出せなくなった相手すらいた。

　連禱のできない精霊術士などエリル以外に存在しないし、全ての属性の力も弱いならいったい自分に何ができるのか分からない。

「どうして私に精霊術士としての力を与えてくださったんですか？　こんなに何もかも弱い……。本当は力を持つはずのない人間だったんでしょうか」

　エリルは空を見上げ、静かにささやいた。

「あきらめないといけないのは分かっています。でも──」

　なぜ自分だけが異い質しつなのか。ただ、その理由が知りたい。

　悲しみを忘れてしまわないように。辛つらいことがあってもくじけないように。

　何があっても連術士になるのだ、と決意してこのパンディアへ来たのに────。

　そっと目を伏せた、そのとき。

「ここなら誰も来ないだろう」

「!?」

　だしぬけに男の声が聞こえ、エリルはその場で飛び上がってしまった。

　慌てて周囲を見渡すが、荒こう涼りようとした岩場に人の姿はない。

（なに!?　空そら耳みみ!?　ここは立ち入り禁止区域よ!?）

　自分のことは棚に上げ、エリルは声の主ぬしを探す。

　先ほどの叫びも聞かれていたのでは、と思うと恥ずかしさのあまり顔から火が出そうだ。

（いったい誰が──）

「悪いな、お前をへこませるのに人ひと目めについたら厄やつ介かいだからな」

　またしてもニヤニヤと嘲あざ笑わらうような声が聞こえ、エリルは岩いわ陰かげから足元に目線を移した。

　エリルが立っているのは聖山の東とう壁へきに繫がる岩場の最上部だ。慎重に身を乗り出して見下ろしてみれば、すぐ下の比較的平らで広い場所に三人の男子生徒が集まっていた。

　いや、二人と一人が距離を置いて対たい峙じしていると言うべきか。

　いったい何をしているのだと目を凝こらし、エリルは眉まゆを寄せた。

（制服が違う……。上級生だわ）

　二人は三年生のエリルが着る黒とは違って、白を基調とした上着を着ている。つまり三年間の基き礎そ科かを卒業し、専せん攻こう科かに進んだ四年生か五年生ということだ。

　さらに二人と向き合う少年の横顔を眺ながめ、エリルはあっと口くち許もとを押さえた。

（あの子、一年生の……）

　襟えり足あしにかかるほどの黒い髪とはっきりとした紺こん碧ぺきの瞳。背が高く大人おとなびたたたずまいだが、十六歳でエリルの二歳年下だ。

　現在、パンディアで一番注目されていると言っても過か言ごんではない一年生。

　地水火風、全ての属性の術を桁けた外はずれの力で操あやつり、学園始まって以来の天才といわれるリト・クローウェルだった。

　リトは面めん倒どうそうに青い目を伏せ、投げやりな口調で返事をする。

「なんですか、話って。理由もなく痛めつけられるなら抵てい抗こうぐらいしますよ」

「まあそうだろうな。お前がやり返すって分かってるから、俺達はこうして二人で来たんだよ──」

　茶色い髪と赤髪の上級生二人は小さく目配せを交わし、リトに向かって息を吸すい込んだ。

「───四よ方もに渡り　嵐の如ごとき　吹きすさぶ時！」

「皆みな人ひと　恵み求めて　集つどい来る！」

　一人の祝詩詠唱に続き、もう一人の上級生が応こたえるように叫ぶ。

　前まえ触ぶれもなく始まった二人の詠唱が何であるかに気づき、エリルは驚きよう愕がくに身を強こわ張ばらせた。

（まさか、連禱!?）

　連禱祝詩は概おおむね四行から八行の詩の形を取り、上級生達が唱となえたものはその序じよ詞しだ。二人は何のためらいもなく次々と交互に祝詩を紡つむいでいく。

「御み詞ことば聞かんと　何処いずこにいくか　この道みち行ゆき！」

「我わが手を取りて　寄より添そいて！」

（連禱九十一番、風──！）

　詩し句くはまともにぶつかれば怪け我がは免まぬかれない中位術であり、下へ手たをすれば命に関わる。

（ありえないわ、人間に対して連禱を使うなんて！）

　学園内において私用で精霊術を使うことは禁止されているし、人に対して連禱を放つのは重い懲ちよう罰ばつ対象になる。よほどリト・クローウェルの反はん撃げきを警けい戒かいしているのだろうが、人々を守る連術士の卵がすることではない。

　黙って見ていることはできず、エリルは一いち目もく散さんに岩場を駆かけ下りリト・クローウェルの側に飛び込んだ。

　突然現れたエリルに上級生達は目を剝むいたが、詠唱を止めるようなことはしない。不ふ測そくの事態があっても、深ふか手でを負おっても死にかけていても連禱を繫げるのは精霊術士の基本中の基本だからだ。

　威い力りよくも範囲も敵かなわない連禱術に、単たん独どくで詠唱する祝詩が唯ゆい一いつ勝るもの。

　────それは素早さだ。

　上級生達が結むすびの句くを口にする前に、エリルは結界の祝詩を叫んでいた。

「汝なんじ　災さい厄やくを遠ざけ　大だい地ち空くう界かいを鎮しずめませ！」

「──　疾しつ風ぷうを伴ともない　来たれ　神々の旗き手しゆよ　────！」

　ほぼ同時。連禱が完成する間かん一いつ髪ぱつのところで、エリルが創つくり出した光の障しよう壁へきに実体を持った風の刃やいばが次々とぶつかる。

　目に見えるほど凝こごった風は重い唸うなりを上げ、結界の激しい振動を感じ取ったエリルは恐怖にすくみ上がった。

（ひいいいい！）

　自分の結界はある程度の連禱なら耐たえられる。自信があった。確信していた。

　しかし訓練で魔物と戦ったり基き礎その連禱を受けることはあっても、中位以上はない。威力が強すぎて危険だからだ。教師に「お前の攻こう撃げき術は何の意味もないが、結界だけは中位の連禱も防ふせげるほど強い」と太たい鼓こ判ばんを押されていたが、実際に術を受け止めるのは初めてだった。

　結界で防ぎきれない風圧に顔を背そむければ、エリルと同じく単身で対抗しようとしていたのか、あ然と口を開いたままのリト・クローウェルと目が合う。唱えようとした祝詩が途中で止まってしまったらしい。

「なんだと……!?」

「おいッ、一人で来たんじゃないのか！」

　連禱を耐え切ったエリルの結界を見て、上級生達が目に見えて狼ろう狽ばいする。その隙すきにエリルは突っ立ったままのリトの腕を引いた。

「逃げるわよ！　こんなのまともに相手しなくていい！」

　喧けん嘩かで人間に向けて中位の連禱を放つなど、懲罰どころか退たい学がく処しよ分ぶんものだ。

　まだ混乱しているらしいリトは青い目を何度も瞬き、「え？　え!?」と転びそうな足取りでエリルのあとを追う。

　わけが分からなかろうが何だろうが、とりあえずあの二人から離れることが先決だ。強引にリトを引っ張り岩場を駆け下りるが、背後から嬉き々きとした叫びが聞こえた。

「おい、やるぞ！　相手は落ちこぼれのエリル・レヴィスだ！」

　しまった、と思ったがもう遅い。

　エリルは悪い意味で有名人だった。特に上級生でエリルの顔を知らない者はいない。

　学園に入学したエリルは、精霊術士として力を与えられたなら自動的に連術士になれると思い込んでいた。

　事実、エリル以外の人間はそうだろう。

　だから連禱のできない自分が信じられなくて、どこかに一人ぐらい組める人がいるはずだと在校生に練習をお願いして回ったのだ。

　学園の教員や、すでに卒業した生徒。学園長の口くち添ぞえで相手をしてくれた国の行ぎよう政せい機き関かん〈精霊庁〉の連術士。そして、定期的に他国から戻ってくる各国在中の連術士協会員達。

　二年間、五百人以上の精霊術士に協力してもらい試し続けたが、誰一人としてエリルと連禱できた者はいなかった。

　当然そのことを知っている上級生の動きは速い。

「あいつの結界が防げるのは中位の連禱までだ！　それ以上なら壊せるぞ！

　────一いつ切さいを動かし　矢のごとく貫つらぬけ！　其そは神しん気きを発し　大地を凌りよう駕がせり！」

「空を蔽おおい　いざ　鳴りどよめきて吹き渡れ！」

　すぐさま始まった詠唱にエリルはぎくりと凍こおりつく。

（二百八十一番、風の上位術──！）

　エリルの結界を吹き飛ばす気だ。

　上位術にはエリルの結界も、いくら天才とはいえリトも単たん身しんでは敵かなわない。

（どうする!?　連禱が完成する前にクローウェル君に戦ってもらって──！）

　連禱は唱えるごとに術者を守る壁を造り上げていく。リトが単身でそれを破れるかどうかにかかってくるが、完成した上位術をエリルが結界で受け止めるよりはましだ。

　そう判断した瞬間、突然力強く手を引かれた。

「俺と連禱してください！　相殺します！」

　驚いて振り返れば、やっと事じ態たいを吞のみ込んだのかリト・クローウェルが真剣な顔でエリルを見つめていた。

　先ほど上級生が叫んだ名前か顔、そのどちらかでエリルが連禱のできない三年生だと気づいたはずだ。

　それなのに気き迫はくのこもった瞳で押し返すリトに、エリルはぎょっとして首を振った。

「駄だ目めよ！　だって私は連禱が──！」

「大丈夫です、やってください！　絶対俺が守ります！」

　年下とは思えない大きな掌てのひらが、エリルの震ふるえる手を包つつみ込んだ。そこから広がるように、じんわりと全身が温かくなっていく。錯さつ覚かくでもなんでもない。確かな熱と勢いきおいを増した炎の気の流れを感じ、エリルは目を見開いた。

（も、もしかして……！）

　学園始まって以来と言われた〝天才少年〟。

　──この子となら連禱できるかもしれない……！

　それがたとえ、誰一人として合わせられなかったエリルとでも────！

「連禱十二番！」

　連禱するなど思ってもいなかったため、祝詞の主しゆ導どう者しやとなるリトは宣せん誓せいを上げる。何番の詠唱か序詞で判はん断だんすることもできるが、とっさの連禱は意思の疎そ通つうなくして成功はない。

「天をしろしめす日にち輪りんよ！」

　まったく怖れることなく堂々と始まったリトの連禱に、覚悟を決めて副ふく奏そう者しやであるエリルが応じる。

「汝の輝きは一切を照らし　蒼そう穹きゆうを渡る！」

（足を引っ張ってはいけない！）

　これに全身全ぜん霊れい、全てを懸かけるつもりで────！

「彼方かなたより現れ　此方こなたへと消え！」

「不死の御み手て持つ光こう彩さいの君！」

　連禱は韻律リズムと速度テンポ。詠唱の合いの手のようなもの。

　必然的に詩句の長くなる中位術と違い、リトが選んだ連禱は簡かん潔けつな火の基礎だ。詠唱を始めたのは上級生の方が早かったはずなのに、リトとエリルは流れるように追い抜き先へと進む。

「並ぶ者なき　暁あかつきの主あるじよ！」

「帳とばりを開き　全ての空くう隙げきを埋うめて進め────！」

　まるで一人が全てを謳うたうように。

　途切れなく滑なめらかに祝詩を紡つむぎ、エリルとリトは手を重ね合わせ、ありったけの力を放出するように全身で叫んだ。

「────　我は賛さん歌かを捧げたり！　尊とうとき道筋　示せ光よ　────！」

　呼吸を合わせることなど、何もしなかった。

　それでも二人の言葉は、寸すん分ぶん違たがわずぴったりと重なったのだ。

　しかし。

「────────────────！」

　最後の句を言い切った途と端たん、凄すさまじい熱がエリルに襲おそいかかってきた。

　太陽に近づいてしまったかのような熱ねつ波ぱが全身を覆おおい、悲鳴を上げたがあまりの衝撃に声にならない。

　体中が燃え上がるような暴ぼう力りよく的てきなまでの熱さに、辺りがどうなっているのか目を開くこともできなかった。全身がバラバラになってしまいそうで、自分を繫ぎとめるので精一杯だ。

　このまま死んでしまうのではないか────。

　そんな不安が頭をよぎった瞬間、ふいにその苦痛が不思議な昂こう揚よう感かんへと変わった。

　何かの一線を越えたかのように呼吸が楽になり、頭の中が真っ白になる。身体が浮き上がるような感覚に襲われ、エリルは大きく目を見開いた。

（すごい────！）

　まるで魂たましいごと持っていかれそうだ。

　リトと自分の力が混ざり合い、一つの術へと昇しよう華かされていくのを感じる。

（誰かと連禱するって、こんなにすごいんだ……！）

　身体が輪りん郭かくを失なくし、そのまま空気に溶とけていくような気がした。

　このまま気を失うしなえれば気持ちいいだろう。そんな誘ゆう惑わくに負けて目ま蓋ぶたが落ちそうになったが、ふと辺りが真っ赤に染まっていることに気づき仰ぎよう天てんした。

（な、何この炎──!?）

　リトが選んだ祝詩は、一年生が最初に習う基礎中の基礎。

　一番威力が低いと言ってもいい連禱術であり、風の上位術に対するには明らかに弱い。

　それなのにリトとエリルの全身は激はげしく渦うず巻まく真しん紅くの炎に取り巻かれ、それらが生き物のように上級生達に向かって奔はしっていたのだ。

「空へッ!!」

　上級生の術を相殺するどころではない。確実に命まで奪うような強さに危機を感じたリトが叫び、我に返ったエリルも上空へ視線と手を掲かかげた。

　リトの声に従したがい、上級生達を吞み込もうとしていた炎の嵐は凄まじい勢いで方向を変え、轟ごう音おんと共に空へ駆け上がる。

　世界を真紅に染めて岩場からまっすぐに屹きつ立りつしたそれは、空を穿うがつ火ひ柱ばしらだった。

　炎は火の粉こをまき散らしながら聖山パンディアを超えていき、あとには不思議な、硝子ガラスの破は片へんのような輝く透とう明めいの欠片かけらが降ふり注そそいでくる。

　言葉もなく見上げる四人の目に映るのは、美しい青い空。

　そして、まるでその青空に穴が開いたかのように、ある一部分を通るときだけわずかにずれて映る白い雲──────。




　空は〝破れて〟いた。




「うわああああああっっ！」

　へたり込んでいた上級生達が悲鳴を上げ、我先にと岩場から逃げていく。

　あ然と炎の行方と砕くだけた空を見上げていたリトは、繫いでいた小さな手から力が抜けるのを感じハッと視線を落とした。

　するりと華きや奢しやな指が離れそうになり、慌てて摑つかみ直す。

　糸が切れたように気き絶ぜつしたエリルがくずおれ、リトは素早くその背を受け止めた。

　無人となった静かな岩場に一人立ち、意識を失った少女をまじまじと見つめる。

　腕の中にすっぽり納まりそうなほど小こ柄がらな身体と、柔らかそうな金色の髪。

　印象的な青空色の目は閉じられているが、リトの側にいるのはまぎれもなく上級生のエリル・レヴィスだ。

「……な、なんで……!?」

　いるはずのない少女と今しがた起こった出来事が信じられず、リトは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。
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　リト・クローウェルがこのパンディア国立連術士学園に入学してきたとき、在学生は蜂はちの巣すをつついたような騒ぎになった。

　精霊王の祝福を受けた属性は〝火〟。

　だが、彼は地水風においても破は格かくの力を持ち、学園始まって以来の天才と絶ぜつ賛さんされた。

　それだけでも話題性があるのに、大陸五大国の中でも特に大きなオルティス王国の貴き族ぞくの生まれ、さらに端たん整せいな容姿を持っていれば騒さわがれないはずがない。

　しかし学園の熱ねつ狂きようをよそに、彼はあまり同級生の皆と打うち解とけず、入学当時から特定の友人とだけ行動を共にしていた。

　話しかけてもろくに返事をせず、いつも機き嫌げんが悪そうな、つまらなそうな顔をしている。入学当初は一生懸けん命めいまとわりついていた取り巻きも、四カ月ほど経たった今ではあきらめて距離を置いていた。そしてついた綽あだ名なが〝氷こおりの王おう子じ様さま〟だ。

　彼を初めて見たとき、エリルの親友はその綽名を鼻で笑った。

「祝福は火なのに氷の王子様？　見たまんまなら氷ひよう像ぞうでいいんじゃないの？」

〝像〟という言葉に、遠くから眺めたエリルも確かにとうなずいたものだ。

　十六歳と思えない均きん整せいの取れた肢し体たいは、美しい神や英えい雄ゆうの彫ちよう刻こくを思わせた。

　漆しつ黒こくのさらさらとした髪に、深い海をそのまま凍こおらせたかのような紺こん碧ぺきの瞳。美形と呼ぶにはどこか野性味があり、幼さの残る顔なのに妙みように大人びた雰ふん囲い気きを持つ少年だった。

　上級生がわざわざ一年生の学棟まで見に来るほどだったが、当の本人はむっつりと押し黙り、周囲の騒ぎにも一言も発しない。

　そんなところも〝像〟のようで、エリルの同級生は面おも白しろがり、皆して声をかけてきたものだ。

「学園長も初めて見るほどの天才だってさ。エリル、お前とも連禱できるかもしれないぞ」

「久しぶりに『連禱練習お願いします！』の突とつ撃げきしてみたら？　あなた三年になってからおとなしかったもの」

　からかっているのか本気で心配してくれているのかは分からないが、同級生達の勧すすめにエリルは曖あい昧まいに笑った。

「そうね。機会があれば」

　そう答えたものの、お願いする気はあまりなかった。

　天才少年にとっては迷惑だろうし、そもそも相手にされないだろう。

　それに、怖かった。

　学園始まって以来の天才と言われた彼と連禱できなければ、自分は本当に連術士になれない。その事実を突きつけられるのが怖かったのだ。

　全世界の精霊術士が集まるこのパンディアで、誰とも合わせられない。それだけでも怖くて怖くて、毎日心の中で「なぜ、どうして」と自問しながら過ごしていたというのに。

　────きっと、自分は連術士になれないのだろう。

　そう思っていた。

（そう思っていたのに……！）

　覚かく醒せいしていく意識の中で、エリルはふわふわと宙ちゆうを浮くような心地ここちだった。

（やっぱり本物の天才なんだわ。だって誰とも連禱できない私としてくれたんだもの──！）

　自分も誰かと繫がることができる。

　誰とも連禱できないわけじゃない。力を合わせられる人が存在していた。

　もちろん、たった一人とできたぐらいでは連術士の資格はもらえない。そんなことは知っているし、よく分かっている。

　でも、十分だった。

　それに、リト・クローウェルは冷たい子なんかじゃなかった。

　落ちこぼれのエリルを邪じや魔ま者もの扱いせず、連禱を呼びかけてくれたのだから。

　間近で見た彼は氷像なんかじゃない。人間味に溢あふれ、絶対にエリルに怪我をさせてなるものかという気迫に満ちていた。

（噂と全然違う。すごく、優しそうな子だった……）

　もう連禱ができないという息苦しさに耐えなくてもいい。私にもできたと胸を張って言える。

　そう、もう苦しくはない。

（もう、苦しくは……………………）

　ない──……………………

　はずなのに、なんだか妙に息苦しい。

　まるで何かに口を塞ふさがれているようで息ができない。

　不自由な呼吸に優しい夢の世界が薄れていき、どんどん意識がはっきりしていく。

「ん……」

　あまりの苦しさにもがき、伸ばした手が何かに触れた。

　がっしりとしたそれを摑み、エリルは思いっきり固定されていた全身で叫んだ。

（苦しい──────！）

　唐とう突とつに目が覚め、瞬きで意識を戻したエリルはぴたりと動きを止めた。

　額が触れ合うかと思うほどの至し近きん距きよ離りに、人の顔がある。

　唇くちびるに熱い息がかかり、目を瞬けばエリルの上に覆いかぶさっていた人物も目を瞬いた。

　数秒青い海のような瞳と見つめ合い、距離と唇の感触から、ああこれはキスをされていたんじゃ────
















「ぎゃあああああああああああああああああっっ！」

　と認にん識しきした瞬間、エリルは絶ぜつ叫きようしていた。

　響き渡る悲鳴に、相手が我に返ったように身を起こし距離を空あける。

「あ……」

　零こぼれ落ちそうなほど大きく、綺き麗れいな紺碧の瞳を見開いたその顔は。

（リト・クローウェル!?）

　驚いたのはリトも同じらしく、呆然としている。だがすぐにハッとし、勢いよく身を乗り出してきた。

「せ、先輩……！」

　のしかかられそうになり、エリルは「ぎゃっ！」と悲鳴を上げて身を躱かわしていた。

　転がるようにベッドから飛び下り、混乱したまま一いち目もく散さんにドアに向かって走りだす。

「先輩、待ってくださいッ！」

　背中に切せつ羽ぱ詰つまった声が聞こえたが、足は止まらない。

　状況を冷静に見るとか相手を問いただすとか、そんな発想は全く浮かばなかった。

〝とりあえず逃げろ！〟という脳の指令そのままに脱だつ兎とのごとく駆けだす。

（なんなのよ、これは──────────っっ!!）

　夢の中で感じていた喜びと幸福感が遙はるか彼方に吹っ飛び、エリルは後ろを見ることもなく走り続けた。




　聖山の麓に建つ五つの学舎のうち、最も東に位置する女子寮。

　一度も足を止めることなくそこまで駆け戻り、エリルは叩き壊すように自室の扉を開いた。

「いま何が起こってるのか全然分からないんだけどッッ!?」

　肩で息をしながら絶叫すれば、机に向かっていた長い髪の少女が振り返る。

　まっすぐに背中まで落ちた、艶つやのある漆しつ黒こくの髪。その黒さに透すき通とおるほど白い肌と細い輪りん郭かくがよく映える。

　眉の下あたりで揃えられた前髪と、切れ長の黒い瞳が生き真ま面じ目めな印象の少女は、可か憐れんな唇からうんざりした声をもらした。

「あたしの方が分かんないわよ。遅かったじゃない、何してたのよエリル」

　上品な容よう姿しに似合わず砕くだけた口調の美少女は、学生寮でエリルと同室の親友ターニア・イムセントだ。

　全力疾しつ走そうのせいで乱れた息を必死で吞み込み、エリルはぐるぐる回る頭を抱かかえた。

「ちょ、ちょっと待って、何してたか自分で考えるから……！」

「は？　何言ってんのあんた、おかしいわよ？」

　怪け訝げんそうなターニアに答える余裕はなく、エリルは今さっき起こったことを反はん芻すうしてみる。

（そ、そうよ、おかしいわ私！　ちょっと、落ち着いて考えて！）

　いつものように立ち入り禁止区域で憂うさ晴ばらしをしていると、一年の天才少年リト・クローウェルが上級生に因いん縁ねんをつけられていた。

　なので、仲ちゆう裁さいに入ったら彼と連禱することになった。

　そしたら、できた。

　できたけど気を失ってしまって、目が覚めたらベッドの上でリト・クローウェルにキスされていた…………

「って噓うそよ──────────っっ！」

　冷静に考えれば考えるほどありえない。

（連禱のところからしてないわ！　しかもリト・クローウェルとキスって!!）

　天才で大国の名家のお坊ぼつちゃまが、わざわざエリルに手を出すとは思えない。女なら誰でもいいという野や獣じゆうならともかく、彼はそうではないだろう。

　落ち着いて思い返すほどに現実味がなくなり、エリルはへなへなと床に座り込んだ。

「どうしよう、ターニア！　連禱あたりから私の白はく昼ちゆう夢むだったのかもしれない……！」

「連禱？　どういうことよ？」

　眉をひそめたターニアだが、不ふ審しんそうにエリルの全身をじろじろと眺ながめた。

「白昼夢とかよく分かんないけど、あんた靴くつは？　リボンどこやったの？　ブラウスのボタン外はずれてるけど？」

「え!?」

　ぎょっとして足元を見下ろせば、確かに白い靴くつ下したのままだ。襟えり元もとに結んでいた深紅のリボンがなくなり、白いブラウスの第二ボタンまで外されている。よくよく確かめれば上着もない。

　今更ながらに靴もなく激げき走そうした足裏が痛みだし、エリルは愕がく然ぜんとした。

（夢じゃない……!?）

　疑いをかけるのは失礼だが、脱がせた相手は例の一年生では……と思うと全身の肌が一気に粟あわ立だつ。

「う、噓よ、誰か夢だったって言って！」

「とりあえず今は夢じゃないわ。あんたの靴と上着とリボンがないこともね。いいから落ち着いて、とにかく話を聞かせなさいよ」

　様子が尋じん常じようではないと気づいたのか、珍しく優しい声をかけてくれるターニアに励はげまされ、エリルはこくりと唾つばを吞み込んだ。

「う、うん、あの、私、一年の天才少年リト・クローウェル君と……」

　途端にノックの音が響き、力を抜きかけていたエリルは悲鳴を上げて背筋を伸ばした。

　開いた扉から顔を覗かせたのは、三年生女子の寮長だ。

「エリル。ベネット副学長がお呼びよ」

「ひっ！」

　学年主任でも指し導どう部ぶの教員でもない。

（ふ、副学長──!?）

　エリルを呼び出したのは、普通の在学生なら直接話をするようなこともない人物だった。
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「失礼します……」

　おずおずと大きな木製の扉を開き、重じゆう厚こうな内ない装そうの学長室へと入る。

　とたんにリト・クローウェルの姿が目に入り回れ右をしたくなったが、そんなことは許されない。逃げようとしたエリルを、声、というには少し不自然な音が止めた。

『レヴィスさん、帰っちゃダメだよ。こっちにおいで』

　二つの音が同時に響くようなその声に、エリルは安あん堵どのあまりぱっと顔を輝かせた。

　エリルを呼んだのは、癖くせのある短い銀色の髪と水色の瞳を持つ穏おだやかな面おも差ざしの青年だ。白を基調とした清せい潔けつ感かんのある上下に、肩からは地の祝福を示す薄うすい緑のケープを羽は織おっている。

「ハイヤーン先生！　先生が来てくれたんですね」

『まあ、レヴィスさんのことだからね。やっぱり僕が来ないと』

　ふふん、と若じやつ干かん得意げに胸を張るのは三年生の語学教師グレイ・ハイヤーンだ。

　ハイヤーンは入学当時から連禱のできないエリルを気にかけてくれ、学年の皆が実戦演習に出ている間はいつも二人きりで居残っている。そのため、エリル個人の担当のように見なされている教師だった。

　学生に間違われるほど若いハイヤーンは、水色の瞳を細めてエリルを招まねき入れる。

『今日は学園長がいないからね。副学長からお話があるよ』

　彼の声が不思議な響きを持つのは、声せい帯たいを傷つけ声を失なくしているためである。他の術士に風の術をかけてもらい、吐と息いきのような音を増ぞう幅ふくし声に変えているのだ。

　日常の会話に不自由はないが、精霊への呼びかけに自身の声は必ひつ須すであり、他者の術を通した声では精霊は応えてくれない。ハイヤーンはもう、術を使うことができない精霊術士だった。

　信頼する教師の姿にほっとして扉を閉じたとたん、奥から苛いら立だった声が聞こえた。

「ぐずぐずせずにさっさと並ばんか。これだから連禱もできない落ちこぼれは」

　見れば、椅い子すに座る副学長の隣となりに、白しら髪が交まじりの黒髪を撫なでつけた瘦そう身しんの教師が立っている。

（うわぁ、フィロ先生も呼ばれてるんだ……）

　年齢は六十歳ほど。専攻科主任のセルマン・フィロには本日の朝、三年生の特別授業にお越しいただき大いに笑われたばかりである。問題を起こしたのが専攻科生であるため呼ばれたのだろう、あきらかに不ふ機き嫌げんそうな顔だ。

　口答えしても面めん倒どうなことにしかならないので素直に頭を下げようとしたとき、リトの隣に立つ若い男性教師がそれを遮さえぎった。

「フィロ先生。レヴィスは気を失って倒れていたのです。そのような言い方はするべきではないでしょう」

　口調は穏やかだが、声は低い。

　非ひ難なんを滲にじませエリルを庇かばったのは、一年生の実じつ技ぎ指導長官を務つとめるアラン・ロッシだった。

　二十六歳と若いながらも学園随ずい一いちの実力を誇るロッシに諫いさめられ、フィロは怯ひるんだように黙る。そんな彼を一いち瞥べつし、エリルの目もく礼れいを受け止めたロッシも静かに口を閉ざした。

　ようやくエリルとリト、そしてそれぞれの担当教員が揃そろったのを見て、副学長はおもむろに居い住ずまいを正した。

「待っていたわよ、レヴィスさん」

「すみませんでした！」

　副学長の声の重さに、エリルは反射的に謝しや罪ざいしてしまった。呼び出しの具体的な理由は不明だが、絶対に愉ゆ快かいな内容ではない。

　磨みがかれた木目調の大きな机に向かうのは、まだ三十代半なかばの美女、今年教員から副学長に昇しよう進しんしたばかりのメリン・ベネットだ。栗くり色いろの長い髪はきっちりと一つにまとめられ、前髪も横に流されているので当とう惑わくの表情がやたらとハッキリ見えてしまった。

「レヴィスさん、残念だけど謝ってすむことじゃないのよ……。とりあえずあなたの上着とリボンと靴。医い務む室しつに置いてあったのに忘れて帰ったでしょう」

「あ、ありがとうございます……」

　結局誰に脱がされたのかは不明で、エリルはこわごわと服と靴を受け取った。靴はすでに違うものを履はいてきていたので、手早くリボンを結んで上着を着る。

　エリルの身なりが整うと、副学長はとりあえずというように少し表情を和やわらげた。

「レヴィスさん。クローウェル君から聞いたけど、あなた彼と連禱したそうね」

「え!?」

　エリルは動どう転てんして目を剝むく。

　すぐさまハイヤーンがぱちぱちと嬉うれしそうに手を叩いた。

『やったね、レヴィスさん！　おめでとう！』

　フィロは鼻はな白じろむように目を眇すがめただけだが、過去にエリルの連禱練習に付き合ってくれたロッシも無言で拍手してくれる。

　ロッシはぼさぼさとした赤あか錆さび色いろの髪に目つきが鋭するどく、一見怖い雰囲気だが実はとても誠実で優しい。連禱できないエリルにため息をついたり嘲あざ笑わらったりせず、根気よく相手をしてくれた。

　その人が、拍手をしてくれている。

（ほ、本当に──!?）

　白昼夢だったのでは……と疑っていたのに、突然の現実宣言だ。目を合わせるのを避さけていたが、食い入るようにリトを見上げてしまった。

（本当に本当に本当に本当!?）

　自分と連禱できる人が現れたら飛び上がるほど嬉しいだろうと思っていたのに、いざ目の前に現れると全く身体が動かない。本当に夢じゃなかったのか、と何度も聞きたいのに、身体どころか口すら動かせなかった。

　リトは平然と前を見み据すえ、エリルに視線を落とすことすらしない。これまで誰とも連禱できなかったエリルとしたのに、驚きも不思議がる様子も一いつ切さいなしだ。

　まるで、相手が学園一有名な落ちこぼれだろうがなんだろうが、自分とは連禱できると信じ切っていたように見える。

（た、確かに連禱を呼びかけてくれたときは自信満々に見えたけど……！）

　とんでもない自信だが、実際にやってのけたのだからすごいと言うしかない。

　固まったまま一言も発しないエリルを気き遣づかい、副学長は柔らかな笑顔を向けた。

「本当によかったわね。あなたのことは私達教師全員が気にかけていたし、クローウェル君と連禱できたならとても素晴らしいことだわ」

「あ、あり、がとう……ございます。ちょっと、今も信じられないんですけど……」

　しどろもどろで礼を述のべれば、副学長はそれもそうだろうと大きくうなずく。

「だからあなたとクローウェル君の連禱自体はいいのよ。ただ、その結果がね……」

「あの……、何があったんですか？　私、すぐに気を失ってしまって」

　単純に学園内で人に対して連禱術を使った、ではすまされない雰囲気だ。上級生が怪我をしないよう直ちよく撃げきは避さけたはずだが、掠かすったのかもしれない。

　おそるおそる切り出したエリルに、副学長は長い沈黙のあとに口を開いた。

「結界が破れたのよ」

「結界が……」

　なんの？　……と聞きたいが聞くのを憚はばかられる。

　いまいちよく分かっていないエリルに気づいたのか、ロッシが言葉を添そえてくれた。

「このパンディアの結界だ。三百年前、魔物の侵しん入にゆうを防ふせぐために今の精霊王様が張られた」

「三百年前に張られた、パンディアの結界…………？」

　精霊術士達の総そう本ほん山ざん、聖せい地ちパンディア。

　その王は三百年前に、大陸最さい高こう峰ほうである霊れい山ざんパンディアに入り、かの頂──〈蒼そう穹きゆう〉の神しん殿でんで眠りについている。

　実際に国を動かすのは〝長ちよう老ろう〟と呼ばれる、この連術士学園の学長を含めた四人の国こく務む大だい臣じん、そして行ぎよう政せい機き関かん〈精霊庁〉の官かん人じん達だ。

　領地は聖山の周囲一いつ帯たいだけという極ごく小しよう国家だが、パンディアはその小ささを補おぎなって余りある権けん威いを有ゆうしている。

　ロッシは低い声で説明を続けた。

「この大陸に生せい息そくする魔物達は、剣で心臓を突き刺そうが頭ず蓋がいを砕くだこうが蘇そ生せいする。息の根を止めることができるのは精霊術、中でも連禱のみだ」

　大陸のいたるところに現れる魔物の多くは獣けものの姿を持ち、好このんで人じん肉にくを喰くらう。

　個体によって多少の違いはあるが知性はないに等しく、餓うえれば山地の村や平原を通る人間を襲い、餌えさがなければ市街地に入り込むこともあった。

「言うまでもなく連禱は我々精霊術士のみの業わざであり、聖地パンディアは大陸全ての精霊術士を管理している」

　精霊術士でも連禱ができないエリルにはぐさっとくる話だが、これは一般常じよう識しきである。

　この大陸で生活する者にとって精霊術士と連術士は同どう義ぎ語ごなのだ。単純に学園を卒業して資格をもらったか、まだ学生であるかの違いだけで。

　微び妙みように沈んだエリルに、ハイヤーンが急いで言葉を引きついだ。

『レヴィスさんも、精霊術士として目覚めるのは十二歳から十八歳ぐらいまでだって知ってるよね？　たまに二は十た歳ち過ぎに覚かく醒せいする人もいるけど、まあだいたいは子供だね。力に目覚めたなら、それこそ王子様だろうがお嬢じよう様さまだろうが、平民だろうが孤こ児じだろうが、翌年の春にはこの学園に入らないといけない』

　例外は認められない。これは強きよう制せいであり、大陸にあるパンディアを除のぞいた四カ国共通の絶対の掟おきてだった。

『力を持つ者の隠いん匿とくや逃亡はどんな理由があろうとも許されないし、もし意図的にこの禁を犯おかした国は聖地パンディアから見捨てられる。──要するに、連術士が派は遣けんされなくなるってことだ』

　魔物に対抗できるのが精霊術だけなのだから、精霊術士に守られない国は滅ほろびるしかない。

　大陸中の精霊術士がパンディアに集められ、なおかつ各国がこれを認める理由は二つ。

　一つは、精霊術士に力を分け与える精霊王がこの国に眠っているため。

　各国で精霊術士として目覚めた子供達は、パンディアに来ることでその才を開花させる。

　祝福を受けた属性が何であるかが分かるのも主に入学後であり、精霊王に近づくことによって触しよく発はつされるのではないかと言われていた。

　そしてもう一つの理由が、パンディアが一切の世せ俗ぞく権力と武ぶ力りよくを放ほう棄きした永えい世せい中ちゆう立りつ国こくであるためだった。

　これには、大陸全土を巻き込んで起こった過去の大戦が関係している。

　古来より精霊術を巡めぐる戦いくさは絶たえず、パンディアは常つねに争そう乱らんの種だった。

　特定の国に侵しん略りやくされ奪われるたび、魔物の脅きよう威いに曝さらされた各国が戦いを挑いどむ。こんな歴史を飽あきるほど繰り返し、人々はようやく中立国であるパンディアに精霊術を管理させ、互いに公正な立場を保たもつことが平和の礎いしずえになると気づいたのだ。

『だから、パンディアには大陸の人々の生命を担になう連術士の卵が集まっている。そんな大切な彼らを守るため、精霊王様は代替わりごとに聖山の周りに強きよう固こな結界を張って眠りにつくんだ』

　聖山を囲んで張られた六角柱の結界はあらゆる魔物の侵しん入にゆうを拒こばみ、現在の精霊王が眠りについた三百年間聖地パンディアを護まもってきた。

「それを、私とクローウェル君の連禱が…………」

　教師陣に厳おごそかにうなずかれ、エリルの全身からさあーっと音を立てて血ちの気けが引いていく。

「破ったですってえええぇぇぇ──────────っっ!?」

　気づけばとんでもない悲鳴が喉のどから飛び出していた。

　絶叫するなり絶ぜつ句くしたエリルに、副学長は落ちた肩をさらに下げる。

「そう。今のパンディアは穴あき状態よ……」

　魔物が入り放ほう題だいだ。

　当然、精霊庁が修復に当たっているだろうが、張った人間が特別なのだから簡単に戻せる代しろ物ものではない。

「クローウェル君の力は本っ当に素晴らしいと思うのだけどね……」

　パンディアの国籍所しよ有ゆう者しやとなり、世界に散らばる学園の卒業生は約二千人。五大国、幾百という都や町、村を守る精霊術士がたったの二千人程度しかいないのだ。

　これは目に見えて増え続け、更に〝異い種しゆ〟と呼ばれる進化した存在まで現れだした魔物に対応するには、かなり心もとない数字である。

　世界は常に、力ある精霊術士を求めている。

　だからこそ、リト・クローウェルのような不ふ世せい出しゆつの精霊術士は、何をおいても守られなければいけないのだ。

　凄すごいんだけど対たい処しよに困る、と沈んだ副学長にリトはやや困こん惑わくしたように頭を下げた。

「本当にすみませんでした。俺、結界得意じゃないからたぶん直せないし……」

　精霊王の張った結界など、結界術が得意なエリルもお呼びではないだろう。

　他ひ人と事ごとではないのだが、心の中で副学長の苦く悩のうに同情してしまった。

（確かにものすごい力だわ……）

　聖都を三百年守ってきた結界をぶち破るなど。

（これって、クローウェル君の力が精霊王様を超えてる……ってことになるのかしら）

　そんなに単純な構図ではないかもしれないが、可か能のう性せいは十分だ。

「とにかく、結界を破った罰ばつについては学園長が戻り次第、精霊庁と話し合って決めます。なので、レヴィスさんとクローウェル君にはまず校こう則そく違い反はんの罰を。校内で私し的てきに術を使って喧けん嘩かするなど本来なら停学相当ですが」

「副学長！」

　突然、リトが険しい表情で遮さえぎった。

「エリル……レヴィス先輩は俺の喧嘩に巻き込まれただけなんです！　罰なら俺だけにしてください！」

　庇ってくれるのは嬉しいが、しっかり姓せい名めいまで言ってくれた後輩にエリルはどっと疲れが出た。

（へこむわ……）

　自分の存在が一年生の間にも浸しん透とうしていることは知っていたが、目まの当あたりにした気分である。在校生には連禱練習の突とつ撃げきをかましたものの、新入生に迷惑はかけていないつもりだったのだが。

　身を乗り出したリトを制せいし、副学長は重おも々おもしくうなずいた。

「その点は考こう慮りよします。でも、お咎とがめなしにはできないのよ。事件を起こした上級生は捜させていますから、あなた方は罰として放課後に二週間の資料室掃そう除じを」

（二週間資料室掃除ですって!?）

「待ってください！」

　エリルは間かん髪はつ容いれず叫んでいた。

　副学長の眉が上がったのを見て、叱られるより先にエリルは素早く口を開く。

「あの、私一人でやります！」

　リト・クローウェルと連禱できたのはとっても嬉しい。

　エリルを守ろうとしてくれたし、悪い人ではないというのも分かる。

（でも二人きりはちょっと待って！）

　とりあえず、寝ている女に勝手にキスをしてくる男とは一緒にいたくない。

　放課後の誰もいない資料室などもっての外ほか。まずは人のいる、明るいところで話し合うべきだろう。

　しかしそんな理由を述べられるはずもなく、エリルは必死で言い訳を捻ひねり出だした。

「その、だから、クローウェル君は悪くないんです！　私が割って入ったから仕方なく術を使うことになって」

「……先輩……！」

　リトが驚いたように紺碧の目を見開く。

　こぼれた声には喜びと尊敬の響きがあり、リトの頰ほおが紅こう潮ちようしていくのに気づいたエリルは顔を引きつらせた。

（誤ご解かいされてる!?）

　庇っているわけではないのだから、そんな感動の面おも持もちはしないでほしい。

「ち、違うの、私は別にクローウェル君のために言っているわけじゃなくて」

「いいえ！　俺も資料室掃除やります！　絶対絶対絶対やります!!」

（ひいいいいいいいっ！）

　異様なほどの熱ねつ意いと気き迫はくが逆に怖い。罰を申し渡されているのにやたらと嬉しそうで、エリルは戦せん慄りつを禁じえなかった。

（噓よね夢よね？　私の服を脱がせたのはこの子じゃないわよね!?）

　誰でもいいからそうだと言って安心させてほしい。

「では明日の放課後から二週間。資料室を任まかせましたよ」

　しかしエリルの怯おびえなど理解してもらえるはずもなく、満足そうな副学長の言葉で締めくくられてしまった。




　話が終わるなり生徒二人はさっさと学長室から出され、エリルは勇気を持って廊下で立ち止まる。

　エリルが足を止めたことを背中で感じたのか、前にいたリトの足も止まった。

（い、今のうちよ！　この場で医務室でのことを聞いておくのよ！）

　それさえ判はん明めいすれば、二人きりの資料室も対たい抗こう策さくが取れるというものだ。

　頑がん張ばれ自分っ、とエリルは意を決して顔を上げた。

「あ、あの、クローウェル君！」

「──！　エリル先輩!!」

　リトが振り返ると同時に、エリルの耳横でドガッと音がする。壁を殴なぐりつけるような勢いきおいで両腕をついて囲かこい込まれ、エリルは質問も忘れ「ギャ──────ッッ！」と悲鳴を上げてしまっていた。

　小柄なエリルを圧おし潰つぶすような勢いで、リトの全身が迫せまりくる。

　恐怖のあまり、エリルは背の低さを利用して壁に両手をついたリトの脇わきを搔かいくぐった。

　器用に逃げられ、リトが慌てたように追いすがる。

「!?　先輩！　待ってくださいッ！」

「ごめんなさい！　急いでるからまた今度！」

　今度も何も会うのは明日に決定しているのだが、一ひと言こと言い置くなり後ろも見ずに駆けだした。

　背中にリトの何かを言う声が聞こえたが、聞く余裕はない。

（やっぱり怖いいいいっ──！）

　とにかく、落ち着いて考える時間が欲しい。エリルは後を追われないよう猛もう然ぜんと寮へ逃げ帰っていった。




　悪夢だ。

　全速力で女子寮の自室に戻るなり、エリルは勉強中のターニアの膝ひざに縋すがりついた。

「タ、ターニア！　明日一緒にっ」

「嫌いやに決まってるでしょう」

「まだ何も言ってないのに!?　冷たい！　この冷れい風ふう！　パンディアの氷ひよう風ふう姫ひめっ！」

「妙な文もん句く言わないで。面倒そうだと判断しただけよ」

　うんざりした声で返し、〝パンディアの氷風姫〟こと、ターニアは連禱教本を閉じる。

　細い腕を組み、床に膝をつくエリルを傲ごう然ぜんと見下ろした。

「で？　例の天才少年リト・クローウェルと何があったのよ」

　学長室に行く前に出した名前を、きっちり覚えていてくれたらしい。

　なんだかんだで話を聞いてくれる親友に、エリルも冗談はやめて椅子を引き寄せた。

（本当は氷風なんかじゃなくて、すごく優しいんだけどね）

　風の祝福を受けたターニアを〝氷風〟などと呼ぶのは級友達だが、彼らはターニアの偉そうな口調と冷めた態度で誤解してしまっているのだ。

　ターニア・イムセントはリト・クローウェルが入学するまで、「天才」と呼ばれた少女だった。

　エリルの一歳年下でまだ十七歳。自他共に認める美少女で成績優ゆう秀しゆう、パンディアの長老の一人である学園長の孫ということもあって、この連術士学園ではお姫様的存在だ。

　しかしこのお姫様は気き難むずかしいことこの上なく、入学して半年で同室になった女子と十二回問題を起こした。十二回。つまりエリルを除のぞく学年の女子十二人全員とである。

　問題の大半は性格の不ふ一いつ致ちによる揉もめ事ごとらしく、女子を敵に回したターニアは男子にも遠巻きにされ、落ちこぼれであるエリル以上に孤こ立りつしていた。

　一年生の半ばまで話をすることもなかったのだが、同室になったことでターニアはエリルを気に入り、三年生になった今では親友と呼べる存在になったのだ。

　教本を片づけ、優ゆう雅がにお茶を飲もうとするターニアの隣に腰を下ろし、エリルは拳こぶしを握った。
















「あの、驚かないで聞いてね？」

「前置き長すぎ」

　うっ、とへこみ、エリルは気を取り直して顔を上げた。




「私、一年のリト・クローウェル君と連禱できたの」




　カラン……と乾かわいた音を立てて、ターニアの手からスプーンが落ちた。

　茶の滴しずくを散らせ、机の上を跳ねたスプーンは床へと転がる。教本にお茶が染みるのも気づかず、ターニアは張はり裂さけそうなほど目を見開き愕然と息を吞んだ。

「噓……」

「うん、そこまで驚かれるとさすがに物悲しいんだけど」

　どれだけ連禱できないと思われていたのだ。

　スプーンを拾ってあげたがターニアの驚きよう愕がくは収まらず、小刻みに首を振っている。

「噓、噓だわ」

「もういいったらっ！　とにかく、クローウェル君は本当に天才だったのよ。これだけ誰とも連禱できなかった私ともできるなんて」

　その後の行動は疑わしいので、喜べばいいのか怖がればいいのか自分でもよく分からないのだが、とにかくこれでエリルが絶対に連禱ができないわけではないと知ることができた。それだけでもすごいことだ。

　しみじみと感動するエリルに対し、ターニアは胡う乱ろんげな目を向ける。

「……それ、本当に連禱だったの？」

「まだ疑うの!?　本当なんだってば！　本当にクローウェル君と交互に連禱祝詩を詠よんで、私一人じゃ出せない力が出たの！　忘れもしない連禱十二番！」

　改めて言葉にすると、ふつふつと実感が湧わいてきた。

（そうよ、連禱十二番！　私本当にやったんだわ……！）

　どうしようもなく胸が高鳴る。先ほどまで感じていたリトへの恐怖は横に置き、エリルは頰を紅潮させて両手を組んだ。

「初めてできたのよ……！　信じられない、連禱って本当に力が混ざり合うのを感じられるのね。たった一回だったけど、すごくはっきりと実感できたわ！」

「…………」

「みんなあんなにすごいことを簡単にしていたのね。奇き跡せきみたいに不思議な体験だった」

　たった一回でこんなに驚く自分がおかしいのだろうか。一年生から皆の連禱を見てきたが、それほど感動していた様子はなかったのだが。

　ターニアはじっとエリルを見つめたまま沈黙していたが、やがてささやくように肯こう定ていした。

「……そうね。連禱は不思議なものだわ。それで？　副学長に呼ばれたのは連禱できたからなの？」

「ううん、違うの。そもそも連禱したのがクローウェル君と上級生の喧嘩を見ちゃったからで」

　リトを守ろうと思って結界を張ったこと、上級生に上位術を使われリトと連禱することになったこと。そして術の威力が強すぎて結界が破れてしまったことを話すと、ターニアは「は？」と声を上げた。

「結界？　なんのよ？」

「パンディアの」

「パンディアの……？」

　不審そうにつぶやいたターニアに向け、エリルは落ち着いた声で繰り返す。

「精霊王様が三百年前に張ったパンディアの結界を、私とクローウェル君の連禱が破っちゃったの」

　ターニアがぽかんと目と口を開いた。

　初めて見る無む防ぼう備びな顔に噴き出しそうになったが、そんな場合ではないのでエリルは真顔を作る。

「だから、パンディアは今結界が破れた状態なの。私とクローウェル君の処分は、学園長が戻ってから精霊庁の人と話し合うんですって。とりあえず、それまでは校則違反としての罰掃除をすることになったんだけど」

「……何よそれ」

　しばらくあ然としていたターニアだが、ようやく話を吞み込んだらしい。怒りを感じさせる低い声で唸うなった。

「精霊庁に処分されるってこと？　あんた巻き込まれただけなのにおかしいわ」

「うん……。でも結果がとんでもないことになっちゃったし。それに私の行ゆく末すえなんてパンディアに残る以外にないでしょう？　だから私はいいけどクローウェル君が可か哀わい想そうよね」

「リト・クローウェルってオルティスの貴き族ぞくのお坊ちゃまでしょ？　事件起こしても親や国が手を回して守るわよ。あんたがそいつの心配をしてあげる義理はないわ」

　自分もお嬢様なのに、ターニアは心底悔しそうに表情を歪める。

「貴族なんて全部金で解決する最低の輩やからばっかりなんだから。あんただけが罰を受けるようなら、あたしが精霊庁とオルティスに乗り込んでやるわ！」

「熱い友情はありがたいんだけど、遠えん慮りよしておく…………」

　ターニアは育ちに似合わず過か激げきな思想の持もち主ぬしだ。祖そ父ふである学園長は品のある老ろう紳しん士しなので、彼女が「普通」と言い張るご両親に一度お会いしてみたいものである。

　しかしエリルが罰されることによほど腹が立ったのか、ターニアは憤ふん然ぜんと腕を組む。

「こんなときにおじい様が学園にいないなんて……！　オルティスから呼び戻してやろうかしら」

　無茶なことを言う親友に苦笑し、エリルはたしなめた。

「駄目よ、学園長は異種の魔物を引き取りに行ってるんでしょう？　そんなにすぐには帰れないわ」

「死し骸がいよ。別にいつでもいいじゃない」

「研究のためには早い方がいいのよ。死骸を調べれば、精霊術の何が効きかないのかも解明できるかもしれないし」

　魔物の中でも飛び抜けて力が強く、傷の治ち癒ゆが速い〝異種〟は最近になって確認されはじめた存在だ。

　鳥や獣けものに近い従じゆう来らいの魔物とは異なり、いずれも双そう頭とう、過か剰じよう肢し、二種以上の生物の複ふく合ごう体たいという奇き怪かいな姿をしている。これまでは連術士が一組いれば十分対処できたが、異種は精霊術にも耐たい性せいがあり、オルティスに現れたものもパンディアから精せい鋭えいを派は遣けんしてようやく倒したらしい。

　学園長は研究用としてその死骸を貰もらい受けるため、直じき々じきにオルティスへ旅立っているのだ。

　ベネット副学長の苦く悩のうは単純に強固な結界が破れたことだけでなく、「なぜ隣国に異種の現れたこんなときに」という気持ちもあったのだろう。

　しでかしたことの重大さを考えれば、精霊庁に罰されるのも仕方ないかもしれない。

　……なので、それはいいのだ。

　今のエリルにとって大事なのは目先のことである。気を取り直し、エリルはがばりと顔を上げた。

「それでね、ターニア！　ここからが大事なんだけど、明日一緒に罰の資料室掃除を！」

「嫌に決まってるじゃない」

「言うと思った!!」

　ついてきてくれるわけがないと思っていたが、清すが々すがしいほどの即そく答とうだ。

　ターニアは言葉遣いの割に優しい親友だが、こういう簡単なことには関わってくれない。

「だいたいなんであたしがついて行くのよ？　行ったって手伝わないわよ？」

「違うの、いてくれるだけでもいいの！」

　リト・クローウェルと連禱できたことはとても嬉しい。やはり天才はすごいと尊敬もするし、憧あこがれる。

（でもそれとこれは別なのよ！）

　怖いものは怖いのだ。

　人ひと気けのない資料室に行くのも、ターニアが側にいてくれればこんなに心強いことはない。この恐怖を分かってもらいたくて必死で縋れば、ターニアは剣けん吞のんそうに目を眇すがめた。

「何かあったの？」

「わ、分かんないんだけど、私クローウェル君にキ────…………」

　キスされたのだ────。

　と、打ち明けかけてエリルは反射的に口をつぐんだ。

（…………これ、ターニアに言ってもいいのかしら？）

　改めて考えると、とんでもないことのような気がする。

　話してしまえば、ターニアは「え、なに？　その一年殺せばいいの？」ぐらい言う。絶対言う。

　小さなお願い事にはつれないターニアだが、エリルが本当に困っていることなら並々ならぬ熱意を見せて力を貸してくれるからだ。

　エリルのどこをそんなに気に入ったのかは不明だが、ターニアは確実に友情以上の愛情を寄せてくれている。それは例えて言うなら保護者のようなもので、エリルを馬鹿にする人間をターニアは許さない。

　過去には偽にせの告白でエリルをからかった上級生を闇やみ討うちしようとしたことがあり、そのときのターニアの怒りは上級生の間で伝説になっているほどだ。

（クローウェル君が何のつもりでキスしてきたのかも分からないし……）

　まずは本人と落ち着いて話をするべきだろうか──。

「エリル」

「ん？」

　労いたわるような優しい声につられ、エリルは素直に顔を上げる。

　そして、ヒィッと悲鳴を吞み込んだ。

　声だけは優しい親友が壮そう絶ぜつな笑みを湛たたえ、エリルを見下ろしていたからだ。

「吐きなさい。あんたの身に起こったこと全部ね……！」

　こうなってはもはや隠し事はできない。

　脳のう裏りにリト・クローウェルの無む残ざんな姿が浮かんだが、自じ己この安全には代えられない。エリルは心で「ごめんなさい、クローウェル君」と謝罪し、仕方なく口を開いた。
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　ものすごいことになってしまった。




　なんだこれは夢なのかと昨日から考え続け、よく分からないままに今日の日を迎えてしまった。

「おい、リト……」

　すぐ隣から震ふるえる声が聞こえたが、リトは小さなインク壺つぼにペンを突き入れる。力強く入れすぎてインクが飛び散ったが、手を止めることなく返事をした。

「何？」

「……言ってもいいか……？」

　午前の授業が終了し、昼休きゆう憩けいに入った講こう義ぎ室しつに残っているのはリトと唯ゆい一いつの友人であるユークリッド・キアンの二人だけだ。

　ユークはリトの二歳年上で、ひょろりとした細身の長身に、肩につくほどの茶色い髪を無む造ぞう作さに一つにまとめている。やや軽けい薄はくそうな優やさ男おとこ風ふうの顔には縁ふちの薄うすい伊だ達て眼鏡めがねと笑顔を装そう備びし、人ひと懐なつっこく見せかけているが油ゆ断だんのならない男────……とリトが評する友人なのだが、今の彼のこめかみには冷たい汗が浮かび、顔は恐怖に引きつっていた。

　不自然に前を向いたユークの喉のどがゴクリと鳴り、恐怖に満ちた声が手を動かし続けるリトの耳に聞こえる。

「お前の、筆ひつ記き帳ちよう、危ない…………！」

エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩エリル先輩…………。

「お前怖いよ!!　めちゃくちゃ怖いッ!!」

　白い紙面は講義内容ではなく、一つの人名で黒く変わりつつある。

　講義室に二人だけとあり、ユークは遠えん慮りよなく叫さけんで両腕をさすりながら飛とび退すさった。寒さむ気けがするようで、ぶるぶると身を震わせながらも目はリトの書き潰つぶす紙面に釘くぎづけだ。

　怖いと言われても困る。こうして書くことで気持ちを吐き出さないと、とても抑おさえていられないからだ。

　今日から始まる資料室掃そう除じを思うだけで興奮のあまり全身が震えだし、手を止めたリトはがたがた椅子と机を揺らした。

「放課後、まだ？」

「ほ、放課後？　放課後はまだだぞ？　これから昼飯食って午後の授業だからな……？」

「午後！」

　まだ午後、でももうすぐだ。

　エリルと会う時間が近づいていると思うとじっとしていられず、リトはその場で立ったり座ったりを繰り返した。

「お、おい、リト。ほんと落ち着け。息が荒いぞ？　昨日遅くまで起きてたみたいだが、ちゃんと寝たか？」

「寝てない」

　眠れるわけがない。興奮しすぎて瞳どう孔こうが開きっぱなしだった。

　自分を落ち着けるために書き連つらねたエリルの名を見下ろし、リトはぴたりと動きを止める。

「どうしよう、エリル先輩と二人きりで放課後、とか……」

　想像してみて。

「うわあああああああああっっ！」

　悶もん絶ぜつしてしまった。

　とにかく全身がじたばたしそうで落ち着けない。逃げようとしたユークを捕つかまえ、リトは必死の形ぎよう相そうで詰め寄った。

「これって夢!?　なんでこんなことになったんだろ!?」

「お前がやたらと天才で家柄もよく顔もいい上に態度が悪いせいで因いん縁ねんつけられ、その現場に偶然お前が一生懸けん命めい陰から視線を送り続けた可か愛わいい先輩が居合わせたからだ」

「ああああありえない！　偶ぐう然ぜんにもほどがある!!」

　全力で頭を抱かかえて突つっ伏ぷせば、しみじみとしたため息が頭ず上じように落ちる。

「……お前は本っ当に感情豊かだなぁ。黙ってるところからは想像つかんぞ……」

　この落ち着きのない〝氷の王子様〟を学校中の奴やつらに見せてやりたい、とぼやかれたがリトにとってはそれどころではない。

（ありえないよ、なんでエリル先輩があんなところに!?）

　心の中では呼び慣れた名前だが、実際に本人を前に呼ぶことになるとは予想もしていなかった。

　こんなことになるとは本当に思ってもみなかったのだ。

　学園に入学した当時からエリルの噂うわさは聞いていた。

　精霊術士として力を与えられたのに、地水火風どの属ぞく性せいも満足に扱あつかえない。連れん禱とうもできずに先輩や教師、精霊庁の人間に練習をお願いしに行くほど努力したが、結局誰とも合わせられなかった。上級生からは馬ば鹿かにされ、下級生からもからかいのネタにされ、同級生からは遠巻きにされ、『〝連れん術じゆつ士し〟学園、なんだから連禱できない精霊術士は退たい学がくしろよ』なんていう悪あく意いのある言葉にも負けず授業を頑がん張ばるそんな先輩をすごく尊敬してるという意味で見つめ続けてきただけなのに、こんなことで近づけるなんて思ってもみなかった！」

「声出てる、声が出てるぞー」

　独ひとり言ごととともに身み悶もだえるリトから距離を置き、ユークは何げなく言う。

「でもよかったじゃないか。お前、ずっと話しかけたいと思ってたんだろ？　念ねん願がんかなってお近づきになれるとは」

「話しかけたいと思うのと実際に話しかけるのは全然違うんだよッ!!」

「す、すんません……」

　引きつった顔のユークに謝罪され、リトはぜぇぜぇと肩で息をする。

　ユークは悪くない。悪くないから、強い言葉を返してしまい申し訳ないと思う。

（思うんだけど全ッ然落ち着けない！）

　もう本当に時間を戻してほしい。あのとき立ち入り禁止区域にエリルがいると知っていれば上級生の呼び出しを無む視ししていたし、違う場所にしましょうと提案もできた。

　心の準備もないままに突然目の前に立つことになり、しかも連禱して、倒れたエリルを自分の腕で抱いて運び、さらには医い務む室しつで──────────

「うわあああああああああ────────っ！」

　…………やってしまった。

　なぜやった、と自じ問もんしてももう遅い。

（先輩絶対怒ってる!!）

　眠っている間に勝手にキスなんて、男の風かざ上かみにも置けない。エリルはしっかり目覚めていたし、あのあと全力で逃げられたことからして完全にばれているはずだ。

「どうしよう、もう本当にどうしよう……！」

「お前が何に苦悩しているのか分からんが、とにかく床を転がるのはやめろ。制服汚れるぞ」

「!?」

　いつの間にか教室の床を転げ回っていたらしい。汚れた服でエリルに会うわけにはいかんっ、と勢いきおいよく跳ね起きたとたん椅子に頭をぶつけた。

　頭を抱えて呻うめいていると、ユークが心底呆あきれたように助け起こしてくれる。

「お前本当におかしいぞ。エリル先輩と連禱して結界ぶち破る以外に何かあったのか？」

「な、ない、ないないないっ、何もないよ！」

「ふ──ん…………」

　言えない。意識のない先輩にキスしたなんて絶対に言えない。

　全く信じていなさそうな茶色い瞳から目を逸そらし、リトはごまかすために上着の隠しから折おり畳たたんだ紙の束たばを取り出した。

「ど、どの話題がいいと思う？」

　昨夜、あまりに眠れないためエリルとするべき会話を紙に書き出してみたのだ。なんといっても放課後に二人っきり。息苦しい沈黙になることだけは避さけたい。

「資料室掃除だなんて災さい難なんですね……違うっ、災難にしたのは俺だ！　と、とりあえず、最初はあの坂の上事件のことを謝ろうと思んだけど！」

　本当の最初は昨日のキスのことだが、次に謝るべき項こう目もくは『坂の上事件』だ。

　それは、リトが初めてエリルの存在を知った事件のことである。

　まだ入学したばかりのころ、級友達がエリルのことを馬鹿にし、それを本人に聞かれるという出で来き事ごとがあったのだ。リトにとって猛もう烈れつに悔くやしく、だが、鮮せん烈れつな思い出である。

「あのとき、エリル先輩は怒りもせず笑って手を振ってくれたんだ。すごく大人おとなで落ち着いてて優しいと思わないか？　おまけに可愛かった……」

「その話一万回以上聞いた。よくもまあそう何度もうっとりできるもんだな。ていうか俺もその場にいたからな？」

　わざわざ回想を披ひ露ろうするまでもないことは知っているのだが、語らずにいられない。

　あれから約三カ月。とうとうエリルと直接話す機会が巡ってきてしまった。

　不安と動どう悸きのあまりズキズキする胸を押さえ、リトは机に突っ伏す。

「うう！　でもどうしよう、謝って先輩に嫌な顔されたらどうしよう！　『ああ、あのときの……。覚えてるわ、最低な一年ね』とか蔑さげすみの目で見られたら死ぬ！」

「人格変わりすぎだろ、大人で優しい先輩じゃなかったのか？　ていうか、もう覚えてない気がする。言っちゃなんだが、馬鹿にされるなんて先輩にとって日にち常じよう茶さ飯はん事じだし」

「馬鹿野や郎ろうっ、ユークの大馬鹿野郎！　それでもエリル先輩を傷きずつけたことに変わりないだろ!?」

「びっくりするぐらい鬱うつ陶とうしい！　あれだけしゃべりたがってたんだから、しっかりしゃべって来い！」

「ううっ！」
















　本当に二人きりで会うのか!?　と考えるとドキドキしすぎて意識が飛びそうだ。

　昨日学長室に呼ばれたときも、平静を保たもつのが精一杯で声をかけるどころではなかった。おかげで、エリルに失礼なことを言ったフィロに抗こう議ぎすることもできなかったのだ。

（フィロの奴やつ、エリル先輩にひどいことを……！）

　思い出すだけでぎりぎりと歯は軋ぎしりしたくなる。

　これだから落ちこぼれは、など教師の言う台詞せりふではない。ロッシが諫いさめてくれたが、何より自分がエリルを庇かばえなかったことが悔くやしくてたまらない。世の中悔しいことだらけだ。

　オルティス王国の貴き族ぞくであるリトにとって、二十年間オルティスの連術士協会長を務つとめたフィロはかなり関わりの深い人物だった。リトの父が連術士協会を総そう轄かつする立場だったこともあり、いつも遜へりくだるような気味の悪い笑顔ですり寄られたものだ。

　首になってすっきりしたと思ったら、リトが入学する年に学園の教師に納まるとは運が悪い。専せん攻こう科か主しゆ任にんだから会うこともないだろうと油ゆ断だんしていれば、妙みような接点ができてしまった。

　そして、持つはずのなかった接点といえばもう一人。

（エリル先輩……！）

　目を瞑つぶれば、脳のう裏りに浮かぶのは昨日のエリルの姿ばかりだ。

　連禱で倒れたエリルを医務室に運び、女性の養よう護ご教きよう諭ゆに預けるまではよかった。ただ、駆かけつけてくれたロッシが養護教諭を帰し、一通り事情を聴きいたあと「副学長に報告に行ってくる。レヴィスが目覚めたら一緒に学長室に来なさい」と去ってしまったのが問題だったのだ。

　女性の養護教諭はエリルの上着と靴くつを脱がせ、ご丁てい寧ねいにリボンとブラウスのボタンまで外はずして帰るし、眠る女子生徒の側に男子生徒を残すなどロッシも迂う闊かつすぎる。

（ロッシ先生、俺のこと信用しすぎだろう！）

　ロッシが慌あわてるほど重大なことをしでかしてしまったのも分かるが、もう少し気を使ってほしかった。そうすれば寝込みを襲おそったりして、こんなに悩むこともなかったのだ。

（って、先生を責せめるのも筋違いって分かってるけど……！）

　こんな機会は二度とないだろうと穴が開くほど見つめたエリルの顔や、初めて触れた金色の髪の柔らかさ、白い頰ほおはクリームみたいな感かん触しよくで、唇くちびるも…………

「──ッ!!」

　ゴッ、と音を立ててリトは前ぜん頭とう部ぶから机に突っ伏した。

　思い出してはいけない。ユークの「机壊こわれるからやめろ……」という遠慮がちな注意が聞こえたが、打だ撃げきによって冷静になる必要があるのだ。

（違う違う違う！　思い出すんじゃなくて反省しろ、俺！）

　自分が覚える感情は自じ己こ嫌けん悪おと卑ひ怯きようなことをしたという羞しゆう恥ち、エリルに対する罪ざい悪あく感かん。

　この三つであるべきなのに、昨日のことを思い出すたびに全く別の感情が湧わき出て処しよ理りに困る。

　いたたまれないのと恥ずかしいのと申し訳ないを凌りよう駕がする勢いで、「嬉しい」が襲いかかってきて止められないのだ。思い出さないようにすればするほど、自分はなんてことをしてしまったのだろうと反省すればするほど、容よう赦しやなく喜びに塗ぬり替かえられてしまう。

　最低な自分を戒いましめようとするのに、どうしても「エリル先輩とキスしてしまった!!」が止められずにリトは必死で頭を抱かかえる。

「駄だ目めだ、最低なことしたのに昨日からそればっかり思い出してる!!　誰か俺を本気で反省させてください!!」

　早く放課後になってほしい。でも緊張のあまりおかしくなりそうだ。でも一刻も早く会いたい。今日はきちんと謝って、掃除して、いいところを見せたい。でも昨日の今日で来てくれなかったらどうしよう。

　延えん々えんと同じことばかり繰り返し、やるべきことも言うべきことも決めているはずなのに思考に終わりが見えない。

「叫びたいよ、先輩の名前……！　じゃないとおかしくなりそうだ。何これ、何したら治おさまるの？」

「いや、何これって……お前……」

　ユークは呆あつ気けに取られたように黙り、おそるおそるリトを覗のぞき込こんできた。

「前々からおかしいと思ってたんだが、お前、ひょっとして自分で気づいてないのか？」

　いつもは冷静なユークの茶色い瞳が、やたらと途と惑まどいに満ちている。

　新たに発見することなど何もないので、リトはそのまま問い返した。

「気づくって、何に？」

「おおおぉぉ…………」

　ユークは恐おそれ慄おののいたような声をもらし、頰を引きつらせたまま何度もうなずく。

　そして、簡かん潔けつに、リトがエリルと上う手まくしゃべれない理由を教えてくれた。

「確かにお前からはっきり聞いたことはなかったが……。リトよ、エリル先輩の名前のあとに『好きだ』ってつけてみろ。しっくりくるぞ」

「好き……？」

　リトは言われるままに繰り返す。

（先輩の名前のあとに、好き）

「エリル先輩、好き……」

　吐き出す言葉と一緒に、胸の中のもやもやがするりと外に出ていく気がした。

　みるみるうちに心が晴れていき、リトはゆっくりと目を瞠みはる。

「エリル先輩が、好き……！」

　なんだろう。




「エリル先輩が好き────────────!?」




　心の欠けた部分に、ぴったりの何かがカチリとはまった気がした。

　それがあまりに綺き麗れいで完璧にはまりすぎて、リトは驚きよう愕がくの目で自分自身を見下ろす。

　リトは、エリルが、好き。

　これ以上ないほど単純かつ明めい快かいな答えに、リトは激しく動どう揺ようした。

「好き!?　これが好きなんだ!?」

「そうだ、それが好きなんだ！」

「好き!?　俺はエリル先輩が好き!?」

「そう！」

　ユークは騒さわぐリトにビシッと人差し指を突きつけた。




「それが恋だ!!」




　雷かみなりに打たれたかのような衝撃に、リトは愕がく然ぜんと目を見開いた。

「────恋！」

　こんなにいろいろと考えたり考えられなくなったり、鼓動や行動がおかしくなるのはリトがエリルに恋をしているから────。

「恋だったんだ…………！」

　一言で今までの自分の行動全てに説明がつく。

「俺、エリル先輩に恋してたんだ……！」

　だが、目が覚めたかのように一瞬で澄すんだ思考に反し、足からはじわじわと力が抜けた。

（…………ちょっと待った）

　遅れてやってきた現実によろめき、リトは息を吞んで机に縋る。

　明快になった頭で、もう一度繰り返した。

（俺がエリル先輩を好き、って……）

　エリルの視界に入って、話をするなんてありえない。前に立つことなんてとてもできないし、陰から見ているだけで十分だった。

　坂の上でのことを謝りたいと思いつつ、近づくことは絶対にできない。

　なのに思いがけず話す機会を得て、それならちゃんと謝ろう、迷惑をかけたのだから二週間の掃除は頑がん張ばらないといけない、とそう決心したのに──。

「噓だ……」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげるユークに答えることもできない。大きな手で口くち許もとを覆ったまま、リトは呆然と立ち尽くした。

「…………どうしよう……。俺、好きになる資格なんかないのに…………」

　気持ちを自覚したその口からこぼれたのは、喜びではなく、はてしなく途と方ほうに暮くれた声だった。
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　なぜこんなことになってしまったのか。

　一夜明け。一日を机に突っ伏して過ごしたエリルは鬱うつ々うつと同じことばかりを考えていた。

「どうしよう、あと一限で授業が終わる。もうすぐ放課後だわ……！」

「だから、行かなくてもいいっつってんのよっ」

　エリルの前の席の女子生徒を追い払い腰かけたターニアは、不ふ機き嫌げんさも露あらわに机を平手で叩く。

　精神的疲ひ労ろうのため昼食も食べなかったエリルの口に菓か子しを突っ込み、忌いま々いましげにボキボキと指を鳴らした。

「エリルにキスするなんて許せない……！　絶対に『もう殺してくださいお願いします』って自分から懇こん願がんするような目に遭あわせてやるわ！」

「ターニア、もうちょっと穏おん便びんに！　あと小さな声で！」

　同級生達はターニアの怒りを怖おそれ遠くにいるので聞こえていないと思うが、噂うわさが広まれば笑われるのはエリルの方だ。

　結局、昨日起こったことは洗いざらいターニアに話すことになってしまった。

　できるだけ端は折しよりたかったのだが、突っ込みが鋭するどい。しどろもどろで説明するうちに全部言わされてしまい、ターニアが出した結論は「リト・クローウェルは女の寝込みを襲おそう最低男」……になってしまった。

　ターニアは怒り心しん頭とうに発はつしたのか、火を噴ふきそうな表情で唸うなる。

「許せないわ、リト・クローウェル！　あんたももっと怒りなさいよ！　男が寝てる女の上着と靴脱がせてリボン取ってブラウスのボタン外してキスしたのよ!?　事じ態たいの深刻さ分かってる!?」

「わ、分かってる、分かってるわ。だから落ち着いて！」

　冷静に考えれば医い務む室しつの先生、もしくはエリルが倒れたため親切心でやってくれたのでは──、と思うがターニアに反論するのはあとにした方がいい。

「すぐに言わなくてごめん。心配してくれるのはありがたいけど、……私……」

　怒り狂くるったターニアに打ち明けるのは気が引けるが、エリルは一度目を閉じる。

　自分でも、どうしてリトに強い嫌けん悪お感かんを抱いだかないのか考えてみた。

　眠っている間にキスしてきた男など、顔も見たくない。二人きりになるなんておぞましいことだし、事情を話して教師に訴うつたえるべきだろう。

　なのに、そこまでしようと思えない。どうしよう、どう対応しようと悩んでも、会うこと自体を避さけようと思わないのだ。怖こわいのに、嫌いやではない。

　不思議な感情の理由を一晩中考え続け、眠らずに迎えた朝に気づいた。

「私、たぶんクローウェル君を悪く思いたくなかったんだと思う」

　連れん禱とうを呼びかけてくれたとき、心底嬉うれしかったからだ。

　リト本人に自信があったからだろうが、彼はエリルに邪じや魔まだと言わなかった。一緒に戦おうと言ってくれたのだ。

　不機嫌ながらも口をつぐんだターニアに、エリルは周りに聞こえないような声でささやいた。

「昨日の夜少し考えただけで、もうそんな気持ちは持ってないから落ち着いて聞いてね。──私……、クローウェル君と一緒に仕事ができたらなってちょっと考えたの」

「はぁッ!?」

　一気に形ぎよう相そうの変わったターニアを制せいし、エリルは何度もうなずく。

「分かってる、全部分かってるのよ。一人としか連禱できない人間が連術士として世界に出られるわけがないし、身分違いだってことも。向こうは私なんて選ばなくても他にいい人がいっぱいいるし、私みたいに故こ郷きようがない人間じゃない」

　彼にはオルティスという戻る場所があり、国を挙あげて帰りを切せつ望ぼうされているのだ。

　ターニアの表情が悲しげに歪ゆがむ。心の痛みに敏びん感かんな親友に、エリルは感謝の気持ちを持って微笑ほほえんだ。

「大丈夫よ、もう泣いたりしないから。私は連術士として協会に入ることはできないけど、クローウェル君と出せた力があれば精霊庁に必要とされるんじゃないかって、そう思ったの」

　そっと目を伏せれば、今でも叩きつけるような雨の音が聞こえる。

（──この世界には、助けてもらえない人達がたくさんいる）

　豪ごう雨うと魔物に襲われ消えた、エリルの故郷のように。

　精霊術士を回す余よ裕ゆうがない、重要な土地ではない、助けるべき価値がないと踏んだ地域に、国は連術士の派は遣けんを協会に要よう請せいしないことがある。

　エリルの夢は各国の連術士協会に加わらない、精霊王直ちよく属ぞくの連術士──〈蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しや〉になることだった。

　もちろん精霊王は眠りについているので指し揮きは執とれない。実際はパンディアの精霊庁直属、という位置にある組織だ。

　それぞれの国の干かん渉しようを受ける協会員と違って、蒼穹の守護者は独どく自じの判断で救いを求める人々を助けることができる。彼らは大陸を旅して回り、留とどまった場所で依い頼らいを受ければ自由に力を使うことができるのだ。協会の目が届かない小さな村も、到とう達たつが困難な場所も、国から排はい除じよされた民族の集しゆう落らくも────。

　守護者達が国こつ境きようを通るとき、いかなる権けん力りよくもこれを妨さまたげてはならない。

　それだけに、精霊術士として高い能力を有ゆうすることはもちろん、武力、知力、人格者であることも求められる仕事だった。

「──国の連術士協会に入るなら、誰とでも連禱できることが条件になる。でも蒼穹の守護者は違うわ。一人の相手とずっと組むことができる」

　連術士の中でも精せい鋭えいの集団である蒼穹の守護者だが、地・水・火・風全ての属性に秀ひいでる必要はない。一つでもずば抜けていれば、その長所を生かし、短所を補おぎなう相手を選ぶことができるのだ。

（普ふ遍へん的てきな能力を持たない精霊術士は守護者を目指すことが多い。もしもクローウェル君が私と同じ道を選んでくれるなら……）

　昨夜は徐じよ々じよにリトと連禱したという実感が湧わき起こり、疑惑のキスのことを差し置いても眠れないほど嬉しくなった。

　やっと連禱できる人と巡めぐり逢あえたという歓かん喜きと、連術士になれるかもしれないという興奮。天にも昇のぼるほど舞い上がり、リトが側にいてくれれば、こんな自分だって守護者として世界に出られるかもしれないとまで考えた。

　────そうすれば、自分だって助けを待つ誰かを救えるかもしれない。

　相手がどんな人間であれ、自分と連禱できる者が現れたことに夢をみずにはいられなかった。

「クローウェル君にお願いしたところで無理だろうと自分でも思うわ。それでも守護者を目指せる可か能のう性せいが出てきた。あきらめなくてもいいんじゃないかって思ってしまった。もしかしたらって考えずにはいられないの」

　エリルは机の上で組んだ両手に力を込めた。

「私と連禱できる人なんて、きっとクローウェル君しかいない」

　エリルは現げん役えきの精霊術士全員と連禱を試したわけではない。

　まだまだ、これから新しく学園に入ってくる生徒達もいる。

　それでもリトの特とく異い性せいを考えれば、そう簡単に自分と連禱できる人が現れると思えなかった。

「──何をされてもかまわないわ」

　彼がやれと言うなら地にひれ伏して懇こん願がんしてもいい。

　この先巡り逢えないかもしれない人を逃のがしたくはない。

「どんな酷ひどい目めに遭あったって我が慢まんしてみせる。耐えて、それで守護者を目指せるのならやってみたい……！　だから、もしクローウェル君が受けてくれるなら私──！」

「駄目よッ！」

　鋭い声が響き渡り、いつのまにか自身の思考に没ぼつ頭とうしていたエリルは弾はじかれたように顔を上げた。

　教室中が水を打ったように静まり、立ち上がったターニアに視線が集中する。

「ターニア……？」

　その鬼き気き迫る顔にエリルが目を丸くすれば、ターニアは我に返ったのか辺りを見渡した。級友達が慌あわてて目を逸そらし、再びおしゃべりを始める。

　教室が元のざわめきを取り戻すと、ターニアは軽く頭を振って席に着いた。

　たしなめるような顔でエリルを見つめ、その両手を握りしめる。

「駄目。絶対駄目よ？　何されてもかまわないだなんて、そんなこと絶対にしないで。あんたが犠ぎ牲せいを払はらうことなんてなんにもないんだから。ね？」

　懇こん々こんと諭さとされ、現実に立ち返ったエリルも気を取り直してうなずいた。

「分かってるわ。そもそもクローウェル君が受けてくれるわけがないし、ほんの少し考えただけでもうちゃんとあきらめてる」

「守護者は目指していいの、あんたが夢をあきらめる必要はないんだから！」

　真剣な顔で言われ、エリルは苦笑した。

　エリルにとってリトを選ぶなということは、連術士になるなと言われているのと同どう義ぎだ。

　だが、友を思うターニアの気持ちも無む下げにはできない。

　もしターニアが寝込みを襲うような男と組むと言えば、エリルだってきっと止める。やめておいたら、と言うはずだ。

「エリルの気持ちは分かるし、守護者になる夢を邪じや魔まするつもりもない。でもね、そのためにあの一年に自分を投げ出すのは絶対駄目!!　早まるのはやめて。先のことをお願いするにしても、もっとゆっくりあの最低男の生せい態たいを観察しましょう」

「最低男……。あのね、ターニア。私、クローウェル君に勝手にキスされたけど、悪い子じゃないって思うのよね。最初に連禱したときも私を守ろうとしてくれたし」

「それ以外にいいとこなしじゃないの」

「……………………そうですね……」

　一言で撃げき沈ちんした。駄目だ、エリルではターニアを言い負かすことはできない。

　医務室に運んでくれたといってもリトかどうかは分からないし……、と頭を悩ませるエリルを見て、ターニアは盛せい大だいに眉をひそめる。

「エリル、あんたまさか……」

　まじまじとエリルを見つめ、怖おぞ気けを震うかのように全身を揺らした。

「まさか、その最低男のこと好きになったんじゃ……！」

「違うわよっ!!」

　思わず全力で返してしまった。

　腹の底から叫んだせいで再び教室中の視線が集まるが、それどころではない。飛ひ躍やくした指摘に赤面し、エリルはターニアに詰め寄った。

「変なこと言わないで！　どこをどうしたらそんな話になるのよ！」

「だってやたらと庇うし、キスされても許すって相当じゃない？」

「全然許してない！」

「エリル」

　なおも言いい募つのろうとしたとき、すぐ側から名を呼ばれエリルは言葉を止めた。

　振り返れば教員室に行っていたのか、次の授業で使う資料を抱えた級友が立っている。

「エリル、副学長から伝言よ。放課後学長室に来なさいですって。資料室掃除はいいから」

「え？」

　目を瞬またたいたが、級友はそれ以上のことは聞かされていないらしい。伝えることだけ伝え、さっさと離れていってしまった。

「……何かしら。犯人の上級生が見つかったとか？」

　昨日の今日だが、人数の少ない学園なのでありえないことではない。

　うっかりつぶやけば、ずいっと力強く綺麗な顔が迫る。

「あたしも一緒に行くわよ、エリル！」

「……………………」

「一緒に行くわよ！」

　激しく息巻く過か保ほ護ごな親友に、エリルは止めても無駄と悟さとり遠い目になってしまった。
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「たぶん学長室には入れないわよ。ターニアは一応部外者なんだから」

　廊下を歩きながら釘くぎを刺したが、エリルの腕にしがみついたターニアはフンと鼻で笑う。

「甘いわよ、エリル。あんたが呼ばれたってことはあっちも呼ばれてるに決まってるでしょ。あたしは最低男対策よ！」

「ああ、なるほど…………あっ」

　噂をすれば何とやら。

　学長室の前でうろうろしていた背の高い少年がぱっと顔を上げた。エリルの姿を認めるなり、猛もう然ぜんとこちらへ向けて駆け寄ってくる。

「エリル先輩！　先輩、昨日はすみませんでした、俺ッ!!　俺、エリル先輩ぶふっ！」

　直ちよく撃げきだ。問もん答どう無む用ようでリトの顔面に鞄かばんを投げつけたターニアに、エリルは「ギャーッ」と悲鳴を上げた。

「いきなりなんてことするのターニア！　大丈夫、クローウェル君!?」

「馴なれ馴なれしくエリルの名前呼んでんじゃないわよっ！」

　何が起こったか分からない、という表情で鞄を受け止めたリトは、今初めてターニアに気づいたらしい。みるみるうちにその顔が青くなり、よろめくように後ずさった。

「……タ……ターニア・イムセント先輩……！　こ、こんにちは、で、す……！」

　エリルとは別の意味で、その名を知らない者はいない。

　エリルの親友にして保護者。エリルに仇あだなす者は、闇やみ討うちも辞じさない最強の守護神だ。

　ターニアは傲ごう然ぜんと顎を上げ、鋭い視線でじろじろとリトを眺める。

「あんた、あたしのこと知ってんの？」

　値ね踏ぶみされていると感じたのか、リトは慌てて姿勢を正した。ぴしっと表情を改める。

「はい、知ってます。先輩はパヴァル・イムセント学園長のお孫さんだし、天才ですから」

「そうね。あたしも入学したころは天才天才ってもてはやされたわ。あんたに抜かれたけど」

「す、すみません」

「謝るんじゃないわよこのクズが」

「……………………」

「ちょっと、このあたしを不快にさせといて謝罪もなしなの？　ほんと失礼な後輩だわ」

　……案あんの定じよう、悪意しか感じない。

　リトが悪いのは分かるが、可か哀わい想そうになったエリルが間に入ろうとしたとき。

「あんたエリルにキスしたんですってね。なんでそんなことしたの？」

　まさしく単たん刀とう直ちよく入にゆう。ズバッと音がしそうなほど切れ味鋭い質問に、リトはおろかエリルまで硬こう直ちよくしてしまった。

「医務室でエリルの服脱がせたのもあんた？　上着と靴とリボンとブラウスのボタン」

「ちっちち違いますっ、医務室の先生です！」

「キスしたのは？」

「そ、それは、俺でぶふっ！」

　またもや鞄を投げつけられ仰のけ反ぞったリトに向け、ターニアは力のこもった声で吐き捨てる。

「最ッッ低だわッ！　嫌いな男にキスされるなんて気持ち悪くて死ねるぐらいよ！　二度とエリルの前に現れないで！」

「ぐぁっ!!」

　剣で斬きられたかのように苦く悶もんの表情を浮かべたリトに、エリルは状況も忘れ素直に驚いてしまった。実際に「ぐあっ」なんて悲鳴を上げる人を初めて見たからだ。

「こら、何を騒いでいるのあなた達。来たのなら早く入りなさい」

　鋭い声が飛び、見れば開いた学長室の扉からベネット副学長が厳しい顔を覗かせている。その後ろからエリルの担当教師であるハイヤーンが滑すべり出て、心得たように駆け寄ってきた。

　未いまだに戦せん闘とう態たい勢せいのターニアを捕ほ獲かくし、エリルに手を振る。

『レヴィスさん、僕とイムセントさんは先に資料室に行っとくからねー』

「お願いします、先生」

「ちょっと先生、あたしも残るわよ!?」

　ターニアは喚わめきながらじたばたと暴あばれていたが、ハイヤーンには敵かなわない。無理やり引きずられ、文句を言う声を響かせながら角へ消えていった。

　エリルを可愛がるハイヤーンはターニアのお眼鏡に適かなった唯ゆい一いつの教師である。最終的に言うことは聞くはずだから、任せておけば間違いない。

「レヴィス、クローウェル。二人とも早く入りなさい」

　学長室には昨日と同じように一年生の指導教員ロッシも呼ばれている。静かな声で招かれ学長室に入れば、中には専攻科の主任フィロもいた。

　犯人の上級生もいるのではないかと思ったが、予想に反して呼ばれた生徒はエリル達だけだ。

　重い扉が閉じられ、大きな椅子に腰を下ろしたベネット副学長はおもむろに口を開いた。

「──少し確認したいのだけど。あなた達を襲ったのは専攻科の上級生だったのよね？　時間は三時ごろで間違いない？」

　いきなり確認項目から入り、エリルとリトは途と惑まどいながら顔を見合わせる。

　代表してエリルが答えた。

「はい。私は授業が終わってすぐ岩場に入り、それからしばらくしてクローウェル君と上級生二人が来ました。そんなに時間は空あいていないので三時でかまわないと思います」

　しんと場が静まり、柱時計が時を刻きざむ音だけが響いていく。副学長もロッシも厳しい表情で黙り込んだままだ。

（なに……？）

　フィロだけが勝ち誇ほこったような薄うすら笑いを浮かべ、エリルとリトを見つめている。

　重い雰ふん囲い気きに居い心地ごこちが悪くなってきたころ、副学長が大きく息を吐いた。

「レヴィスさん、あなた何をしにそんなところへ行ったの？　クローウェル君もよ。あそこは立ち入り禁止区域でしょう？」

「俺は上級生にそこへ来るように指示されたからです。レヴィス先輩は一人になれる時間が欲しくて来ただけだと思います」

　何でもないことのように言われ、エリルは慌あわてて同意の意味でうなずいた。どう答えるべきか考えてしまったが、下へ手たに噓うそをつくよりいいだろう。

　ロッシは眉をひそめ、鋭い瞳でエリルを見つめた。

「なぜわざわざ立ち入り禁止区域を選んだ？　他にも一人になれる場所はあるだろう」

「そ、それは……」

　教師や学生を大声で罵ば倒とうするためです──……とはもちろん答えられない。

　口ごもったとき、リトが庇うように一歩前へ出た。

「先生達はあそこからパンディアの頂上がよく見えることを知らないんですか。俺、上級生に呼び出されたとき、少し早く来てしまったんです。だから、エリ……レヴィス先輩が精霊王にお話ししているのが聞こえてしまいました」

「ええええっっ!?」

　驚いたのはエリルの方だ。

（ま、まさか────！）

　エリルはごくりと息を吞み、動どう揺ように震えながらリトを見上げた。

「ま、まさか、あのときクローウェル君もいたの!?」

　今日も笑われましたー、から、言わなきゃいいんじゃないですかああぁぁぁ！　まで。

　愕がく然ぜんとしたエリルの問いに、リトは申し訳なさそうな顔でぺこりと頭を下げた。

「すみません、いました」

「な──────────────────ッ!!」

　あっという間に頰ほおに血が上った。頰どころか全身が熱い。

　変な汗だけでなく涙まで浮かんできて、エリルは両手で顔を覆った。

（恥ずかしすぎる!!）

　なんという恥ち辱じよくだ。羞しゆう恥ちのあまり顔を上げることもできず、うつむいたまま身を縮こまらせる。できるならこのまま穴に埋うまりたい。

「俺も全部聞こえたわけじゃないから、最初はエリル先輩だって気づかなかったんです。あとで分かって……えーと、精霊王とお話しするためにいたのかなって」

　優しい後輩がごまかしてくれた。リトは完全に、エリルが日ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らすためにあそこに行っているのだと理解している。

「それに、俺はエリル先輩の気持ちがよく分かります。この学園には先輩の努力も知らないで、馬ば鹿か馬ば鹿かしいことで嘲あざ笑わらう程度の低い学生が多いですから」

（──え!?）

　一瞬、誰の声かと考えてしまった。

　それほど、隣に立つ少年の声こわ音ねがガラリと変わったからだ。先ほどまで優しく気き遣づかいを感じさせていた声が、冷たく硬かたいものへと。

　おそるおそる見上げれば、リトは凍いてついた表情で教師達を見つめていた。

「権力者だったり特別な力を持つ人間にはべたべたして、見下せる人間は徹てつ底てい的てきに見下す。本当にどこに行っても同じでうんざりします。どいつもこいつも比べる必要ないぐらい似たり寄ったりな力なのに、精霊術士である自分に妙みような選民意識を持って、能力の低い人間を蔑さげすんで笑っているんだ」

　まぎれもない嫌けん悪おを滲にじませ淡たん々たんと告つげる。

　紺こん碧ぺきの瞳からはエリルに見せた優しさも消えており、その姿は学園で噂うわさされる〝氷の王子様〟に相応ふさわしい、冬の月のような冷たさに満ちていた。

　リトの豹ひよう変へんに副学長もフィロも気け圧おされたように黙り、ただ一人、ロッシだけが落ち着いた様子で口を開く。

「クローウェル。お前が常つね々づね特別扱いされることを快こころよく思っていないことはよく知っているし、レヴィスが学園で微び妙みような立場にいることも重じゆう々じゆう承知している。だから、今日はそのことも含めての話だ」

（そのこと……？）

　ふいに、エリルの胸がざわりと音を立てた。

　緊張に強こわ張ばったエリルの前で、副学長に促うながされたフィロが空気を変えるように咳せき払ばらいをする。

「お前達、午後三時ごろに上級生に襲われたと言っていたが、その時間に授業を抜け出した生徒はおらんぞ。専攻科の授業の終わりは午後四時だからな」

「……え？」

　ぽかんとした二人に、副学長は真しん剣けんな目をした。

「演習に出ていた生徒も研究室にいた生徒も、全員揃そろっていたの。念のため基き礎そ科かの二年生も調べてみたけど該がい当とう者しやなしよ。こっちは郊こう外がい訓練で帰りが遅くなっていたから調べるのが簡単だったわ」

「……え？　え、それって……」

　エリルは混乱して目を瞬いた。

　リトを呼び出した人物は専攻科の制服を着ていたが専攻科生ではなく、基礎科の生徒でもない。

　固まったエリル達に、副学長は心底不ふ可か解かいそうな疑いの目を向けた。

「あなた達、本当はあそこで何をしていたの？　上級生に襲われたなんて、調べればすぐにばれる噓だと思わなかったの？」

「う、噓じゃありません！　本当です！」

　エリルは血けつ相そうを変えて副学長の机に詰め寄っていた。

「専攻科の制服を着た男の人二人組でした！　部外者でもありません、ちゃんと私の顔を見てエリル・レヴィスだって言ったんです！」

　エリルが連れん禱とうできないこと、結界で防げるのは中位の術までだということも知っていたのだ。あの場でエリルが出てくるのは完全に予想外だったはずで、外部の者に分かるはずがない。

　やっと自分達が疑われていると気づいたのか、リトも険しい表情で足を踏み出した。

「俺達が何の理由もなく連禱でパンディアの結界を破ったと思ってるんですか？　違います、命の危険を感じたから抵抗したんです！　上級生の誰かが噓をついている！」

「落ち着きたまえ、クローウェル君。私は専攻科の主任だ。私自みずから調べたことを疑うのか？　これは他の教師達が証しよう言げんしたことだぞ。上級生の中に授業を欠席したり早そう退たいした者はいない」

「じゃあ教師も一緒になって噓の証言をしてる！　それしか考えられない！」

「なんだと!?」

　フィロは気け色しきばんだが、リトの担当であるロッシは冷静だった。教師を疑う発言に怒ることなく、睨にらみ合うフィロとリトの間に入る。

「その可能性もなくはない。噓をついている、もしくは上級生のふりをした者達はこちらで捜す予定だ」

「ああ、本当にそんな者がいるのならばな！」

　笑い飛ばすように吐き捨てたフィロに一瞬だけ険しい視線を向け、ロッシは言い返そうとしたリトを止めた。

「とにかく、レヴィスとクローウェルには現時点で精霊庁から通つう達たつされた処分を伝える」

　眉み間けんにしわを寄せて、エリルの主しゆ張ちようやフィロとリトのやり取りを聞いていた副学長は深い息を吐いた。

「まず、クローウェル君。あなたには精霊祭の旗き手しゆを降りてもらいます。せっかく内定していたから申し訳ないのだけど」

（──え!?）

　エリルは驚いてリトを見上げた。

〝精霊祭〟とは秋にある学園の式典である。

　全校生徒の中から優秀な学生が一人選ばれ、パンディア頂上の神しん殿でん〈蒼穹〉へ上がって精霊王に拝はい礼れいするという名めい誉よな役だ。

　精霊祭には各国の要よう人じんが招かれており、旗手に選ばれれば卒業後高確率で王族を守るため首都に残る連術士になれる。ほぼ前線に出ることもなく、協会長への最短距離を歩むことができるのだ。

　精霊術士として力を与えられた者の皆が皆、人民のために戦おうと覚悟を持ってパンディアに来ているわけではない。誰だって魔物と戦って命を落としたくなどないし、性格的に実戦に向いていない者だっている。働く国を自分で選びたい、研究者になりたい、蒼穹の守護者になりたい、協会長となり何かを成なし遂とげたい────。

　そんな望みを持つ生徒達が、どうあっても選ばれたいと願うのが精霊祭の旗手だった。

「ありがとうございます。勝手に選ばれて迷惑でしたから嬉しいです」

　しかしリトはいささかの躊ちゆう躇ちよもなくうなずく。あっさり恵まれた地位を放り投げたリトに、エリルの方が慌てた。

「クローウェル君!?　待ってください、副学長！　私が証人です、クローウェル君は本当に襲われて……！」

「レヴィスさん」

　威い厳げんのある声に、エリルはびくりと震え口を閉ざす。

　どこか申し訳なさそうな副学長の顔に、束つかの間ま、呼吸が止まり全身が冷えた。

「あなたについては入学したときから賛さん否ぴ両りよう論ろんあったけれど……。とりあえず、基礎科の卒業までという方向で考えておいて」

「──！」

　────驚くことはない。予想していたとおりだ。

　ロッシが「そのことも含めて」と言ったときから、心のどこかで覚悟していたはずだ。

　実じつ質しつの退学だが、当然の結果だった。

　むしろ基礎科の卒業まで待ってくれるなら恩おん寵ちようだと言っていい。退学ではなく、卒業という形で送り出してくれるのだから。これ以上役に立たない、能力のない生徒を国の金で養やしなうわけにいかないだろう。

「は、い……」

　分かっていたはずなのに、返事は掠かすれ、音にもならなかった。

　無意識に目の前が暗くなり、よろめいた瞬間。

「分かりました、エリル先輩は関係ない。結界を壊したのは俺一人ですよ。先輩が連禱できないことは知ってるんですよね？　連禱なんかしていません、あれは俺一人の力だ」

　挑いどむような声と背中に添そえられた温ぬくもりに、エリルはハッと意識を戻した。

　気がつけばエリルはリトに支えられ、守るように抱き寄せられていた。

　リトは青い瞳に力を込め、堂々とした声で言いい募つのる。

「精霊王という存在が気に入りませんでした。だから自分の力で届かないかやってみただけだ。上級生もエリル先輩も関係ない。退学するなら俺でいいでしょう」

　口調は投げやりだが、彼は自や棄けになっているわけではない。怒りの中になんとかエリルだけは守ろうとする気き概がいを感じ、冷たくなっていた身体からだに熱が戻った気がした。

（クローウェル君……！）

　後輩に寄りかかっている場合ではない。

（しっかりしないと……！　連術士になることはちゃんと自分であきらめたはずよ！）

　大切なのは才能あるリトの将来の方だ。

　エリルはリトに感謝して頼もしい腕から離れ、副学長にまっすぐ目を向けた。

「副学長。クローウェル君のことは完全な決定事項ですか？　今は学園長がオルティスに出かけているはずですよね」

　通常、学園長の予定など生徒には知らされない。

　だがエリルの親友ターニアは学園長の孫だ。研究のため、異種の魔物の死骸を引き取りにオルティスへ行ったことは聞いている。

「──まだ正式な決定ではないわ。学園長を除のぞく三人の長老の中で話し合われただけよ」

「全員が合意しましたか？」

「それはあなたに教えることではありません」

　まあそれもそうだろう。

（望みが全くないわけでもない）

　エリルは納得し、途惑うリトを目で制せいし一礼した。

「ありがとうございました。私達も上級生のことを調べていいですか？　顔を知っているのは私とクローウェル君だけでしょうから」

「当然だ。私達とて君とクローウェルを疑いたくない。犯人が見つかれば、また処しよ遇ぐうも変わるだろう」

　フィロが何かを言う前にロッシが答え、次いで副学長もうなずいた。

「決定が覆くつがえるとすれば学園長がお帰りになってからね。話はこれで終わりよ。資料室掃除は予定どおりおやりなさい」

「はい」

　素直に返事をし、エリルとリトは頭を下げて学長室を辞じした。




「エリル先輩、あの──！」

「シッ」

　廊下に出ると、エリルはリトに目め配くばせして足早に歩きだした。学長室を離れ、西せい翼よくの資料室へ向かう。

　おかしなことになってしまった。エリル達からすれば理り不ふ尽じん極きわまりないが、肝かん心じんの上級生がいないなら信じてもらうのは難むずかしい。

（まず襲ってきた上級生が何者なのか調べること。そして学園長に直接話をさせてもらうよう、ターニアにお願いしないといけない）

　できるなら三人の長老や副学長、ロッシ、フィロよりも早くに。

　しばらく沈黙したまま駆け足のように進んでいたが、西翼への歩ほ廊ろうに入ったところでエリルは足を止めた。無人であることを確認し、ようやく口を開く。

「面倒なことになったわね。私達は被ひ害がい者しやだから、こんなことになるなんて考えてもみなかったわ」

　副学長は「上級生に襲われたなど、調べればすぐ分かるだろうに」と言ったが、エリルの方こそそう思っていたのだ。犯人の二人は退学処分は免まぬかれないだろうと吞のん気きにかまえていれば、こちらの方が退学である。

　リトは足を止めたエリルの前に回り込み、きつく眉根を寄せた。

「先輩、こんなことに巻き込んですみませんでした！　俺、絶対にあいつら見つけますから。先輩が退学なんて許せない……！」

「私のことはどうでもいいわ。問題はあなたよ」

　拳こぶしを固め深々と頭を下げたリトに、エリルは首を振った。

　どのみち連術士になれないエリルのことはどうでもいい。退学も仕方のないことだ。

「私はもう連術士になること自体あきらめているし、今回の件がなくてもいずれ言われるだろうと思ってた」

「そんな！　俺のことこそどうでもいいです！　俺は旗手なんてやりたくなかったし、勝手に決められたのも腹が立ってたから！」

「そんなもったいないこと言わないで」

　自分とは立場も考え方もあまりに違いすぎて、怒りよりも悲ひ哀あいを感じたエリルは苦笑してしまった。

　平民の妬ねたみだとは承しよう知ちしているが、身分も財力もあり苦労せず育ってきたお坊ぼつちゃまらしい意見だ。その地位を手に入れるためにもがきも足あ搔がきもしないから、与えられた幸運を簡単に手放してしまえる。

「どれだけ役に就つきたくても就けない人がいるんだから。私にとってはすごく羨うらやましいし、やりたくないなら譲ゆずってもらいたいぐらいよ」

「…………」

　リトは何かを言おうとしたが、言葉もなく唇くちびるを震わせうつむく。

　悲しそうなリトの表情に嫌いや味みだったかと反省したが、これは本心だ。特に訂正することなくエリルは話を続けた。

「だから、こんなことで降ろされるなんて悔しすぎるじゃない？　絶対に犯人を見つけるべきよ。一緒に頑張りましょう。私だって疑われたまま卒業する気はないんだから」

　連禱もできない落ちこぼれで、問題を起こして卒業という名の退学などひどすぎる。

　リトは息を詰めたまま一心にエリルを見下ろしていたが、やがて耐えかねたように目を閉じた。

「エリ……、レヴィス先輩！　俺……っ！」

　そして、額を脛すねにつけそうなほど深々と身体を折って叫んだ。

「すみませんでした！　喧けん嘩かに巻き込んだことだけじゃなくて、昨日の医務室でのことも……！　先輩の気持ちも考えずむちゃくちゃなことして。最低だと分かってます。顔を出す資格もないけど、どうしても先輩に直接謝りたくて……！」

　頭を下げたまま、顔を上げようともしない。

　無人の歩廊に響き渡るほどの声と盛せい大だいな謝罪に、エリルはしばし呆気に取られてしまった。血が上るんじゃないかと心配してしまうほど下げられた頭を見つめ、返事も忘れ立ち尽くす。

（クローウェル君……）

　天才様が底辺の女をからかっているんだろうかと考えたが、とてもそうには見えない。謝罪は真しん摯しで懸けん命めいで、心の底から必死に見えた。

（適当に遊んだとか、私を見下してやったってわけじゃないのね）

　寝てる間にキスなど怖いし、ターニアの言うとおりもっと怒るべきなのかもしれない。

　だがやはり強く罵ののしる気にはなれなくて、エリルは肩の力を抜き、微笑んだ。

「もういいわよ。なんか魔まが差してやっちゃったんでしょ？」

「ぃえッ!?」

「もうやっちゃダメよ？」

　図ず星ぼしなのか真っ赤になって声を裏返らせたリトに笑い、エリルも頭を下げる。

「学長室ではありがとうね、私を庇ってくれて」

　やったのは自分一人、退学するなら俺でとまで言ってくれたのだ。倒れそうになったエリルを支えてくれたり、立ち入り禁止区域に入っていた理由もごまかしてくれたり。

「当たり前のことです！　先輩の方こそ俺を助けようとして巻き込まれたのに……」

「じゃあお互い様ね。とにかくこれからのことを考えないと。資料室に行きましょう」

　細かい対策はそれからだと歩きだしたとき、リトが慌てて声を上げた。

「エリル先輩、もう一つ……！　俺、ずっと先輩に謝りたいことがあったんです」

　え？　と振り返ると、リトは真剣な顔でエリルを見つめる。

「春に、俺の同級生が先輩に対して失礼なことを言ったのを覚えていますか？　学園の西の小道で、先輩とターニア先輩がお昼ご飯を食べていたとき」

　突然の話にエリルはきょとんと目を瞬いた。

　西側の小道でお昼、と言われても天気のよい日は大たい概がいそこにいる。

「ごめんなさい、あんまり覚えてないんだけど」

「その……、四属性のどの術も馬鹿みたいに弱いとか、弱すぎて誰にも相手にされてないのにとか。小道の上から先輩たちを見下ろして……。先輩、それに笑って手を振ってくれたんです」

「────あ」

　言いにくそうなリトの言葉に、ふと、エリルの記き憶おくが甦よみがえった。

「……そういえば、春先にそんなことがあったかも。ずっと気にしてくれていたの？　全然たいしたことじゃなかったのに」

「たいしたことです！　俺、皆の隣にいたのにあんなこと言わせてしまったのが悔しくて……！　だから、ずっと謝りたかったんです。本当にすみませんでした」

　エリルよりもよほど悔しそうな顔をし、リトはもう一度頭を下げる。

　馬鹿にされるのはエリルにとって特別なことではないし、どんな人物が言ったかもろくに見ていない。いちいち傷つくようではきりがないからだ。だいたいにして、からかってきた相手に立ち上がって手を振った時点で制せい裁さいはすんでいる。あれはエリルなりの意い趣しゆ返しだ。

　それなのに、リトは三カ月経った今でも覚えていて、こうしてわざわざ謝ってくれている。

（クローウェル君って……）

　学長室では噂どおり冷ややかな一面もあったが、エリルにはどうしてもそれが全てだとは思えない。

（やっぱり、嫌けん悪お感かんは持てないわ）

　水に流してばかりで甘いかもしれないが、怒りなど湧いてくるはずもなくエリルは破は顔がんした。

「私は気にしてないからもういいわ。そんなことを考えてくれていたなんてちっとも知らなかったから」

「すみません、すぐに謝ることができなくて……。今年の一年は最低だってあの岩場で叫ばれて、俺もその中に組み込まれてるんだと思ったら悲し」

「ちょっと待った──!!」

　これは水に流してはいけない物件である。

　忘れかけていた曝ばく露ろ話ばなしを持ち出され、エリルは真っ赤になって制した。

「ちょっと待ってクローウェル君っ！　その話は今後絶対口に出さないで、私からのお願いよ！」

　本人に悪気はないのだろうが、完全に弱みを握られた気分だ。むしろ、何が悪いのか分かっていなさそうな口調が余計にいたたまれない。

「お願い、私とクローウェル君だけの秘密にして。こんなこと誰にも知られたくないの。恥ずかしいし、ターニアも知らないことだから……！」

「タ、ターニア先輩も知らない……!?」

「お願いよ！」

　優しいターニアに泣きついてしまわないよう、自じ制せいするためでもあるのだ。何から何まで頼ってしまいたくないし、……まあ、実力行こう使しなターニアから相手を守るという意味も多少ある。

「誰にも知られたくないの、お願い」

　涙目で両手を組んで哀あい願がんしたが、なぜかリトは手で顔を覆ったまま壁に身を寄せた。手の間から覗いた顔は真っ赤で、壁に縋ったリトはぶるぶる身体を震わせる。

「ど、どうしたのクローウェル君？」

「すみません……ちょっと、眩暈めまいが……」

「眩暈!?　大丈夫？　急にどうしたの？」

「俺と先輩だけの秘密って……！　ターニア先輩も知らないとか……！」

　トカゲのように壁にへばりつき、すーはーすーはーと何度も深呼吸する。

　ようやく気が静まったのか、振り返ったリトは嬉しくてたまらないという顔で力強く宣言した。

「絶対誰にも言いません！　俺と先輩だけの秘密ですね！」

「…………………………」

「俺と、先輩、だけの!!」

「……………………そうね…………ターニアには相談した方がいいかもしれない……」

「!?　なんでですか!?」

　見直しかけたが、やはりちょっと怖い。

　だが、ころころ変わる表情がおかしくて、エリルはくすりと笑った。

「クローウェル君って本当に噂と全然違うのね。とっても明るいし元気がいいし」

　綺麗に整い、どちらかというと冷たそうに見える外見からは想像がつかない。

　リトが驚いたように目を見開き、笑ってしまったエリルは慌てて謝罪した。

「あ、ごめんなさい、笑ったりして！　クローウェル君がすごく親しみやすい子だったからびっくりしちゃったのよ」

　失礼だっただろうかと遠えん慮りよがちに見上げれば、リトはぶんぶんと音がしそうなほど首を左右に振る。

「いいえ、全然！　その…………」

　何を思ったのか頰を紅こう潮ちようさせ、そわそわと視線をさまよわせた。

「あの……、俺は、めちゃくちゃ嬉しいです」

「嬉しい？」

「はい」

　澄すんだ紺碧の瞳が熱く潤うるむ。

　思わずどきりとしたエリルに向け、リトは心底嬉しいと言うようにはにかんだ。

「エリル先輩が、笑ってくれて」

「──────────っ!?」

　………………うっかり叫び出しそうになったが、渾こん身しんで堪こらえた。

　合わせた視線が逸らせない。包くるみ込むような優しい目で一心に見つめられ、逃げ場をなくしたエリルはごくりと息を吞んだ。

（な、なんて顔でなんてことを言うの！）
















　こっちまで赤面しそうだ。

　注そそがれる視線も表情もきらきらと輝き、眩まぶしさに圧あつ倒とうされる。

（会話するだけで女の子を誤解させてしまいそうな子ね……）

　これが貴き公こう子しの力か、と思わざるをえない。

　軽い外がい交こう辞じ令れいに頰が火ほ照てってしまい、ごまかすためにうつむけば頭上に改まった声が落ちた。

「エリル先輩。本当は俺、先輩の前に立てるような人間じゃないんです」

「え？」

　思いがけない言葉に目を瞬けば、真剣な表情になったリトがエリルを見下ろしている。

「でも、先輩が退学なんて絶対許せない。犯人は俺が必ず見つけます。だから、どうかこの二週間だけ、先輩の側にいることを許してください」

「…………」

　二週間に限らず、側にいることを許す許さないはエリルが決めることではない。リトの自由だ。

　それに、前に立てるような人間じゃないというなら、リトではなく落ちこぼれのエリルの方だろう。阻そ止ししないといけないのもエリルの退学ではなくリトの旗手取り消しだ。エリルだってそれは許せない。

　だが、リトの不可解な言葉に反論したり否定したりはできなかった。

　彼の表情があまりにひたむきで、目を逸らせなくなるほどだったからだ。

「……──ええ」

　だから、エリルはただ、素直にうなずいておいた。
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「上級生で該がい当とうする人がいない？」

　思いがけずリトと打うち解とけ、ターニアとハイヤーンの待つ資料室へ入ればなんと人が増えていた。

　ユークリッド・キアンと名乗った一年生は、常にリトと一緒にいたのでエリルにも見覚えがある。

　噂うわさではリトの二歳年上で、エリルと同じ十八歳。

　金に近い茶色の髪を無む造ぞう作さに一つにまとめ、制服の襟えり元もとを開けているが不思議とだらしなくは見えない。伊だ達て眼鏡めがねの奥の茶色の瞳ひとみが、とても理知的で賢かしこそうなせいだろう。

　軽く棚を拭ふいただけで黒くなった布にのけぞりつつ、優しそうな面おも差ざしのユークはエリルを見下ろした。

「じゃあ上級生じゃないってことですか？　それか基き礎そ科かか部外者か」

「とりあえず基礎科生じゃないことは確かだわ。学舎でよく見る顔じゃなかったし。部外者にしても私のことを知っていたから過去二年間の卒業生……ってごめんね、キアン君。掃そう除じ手伝ってもらっちゃって」

「いいんです、いいんです、使ってください。リトの奴やつを放っておいたら、また先輩に迷惑をかけるんじゃないかと思って来ただけですので」

　笑顔でさくっと切り込むユークに、リトは「ううっ」とへこみながらも懸けん命めいに顔を上げる。

「ユーク、俺ちゃんとエリル先輩に謝ったし、もう絶対に迷惑はかけな──ッ痛っ!?」

　突然後こう頭とう部ぶをぺちりと叩かれ、リトは驚いて振り返った。

　エリルとリトの罰ばつとして指定された資料室は狭く、教材として使う大地図や多くの本、古ぼけた天てん球きゆう儀ぎ、人の背せ丈たけほどもある両脚規コンパス、怖ろしい形ぎよう相そうの魔物の標本で溢あふれている。

　そんな五人も入れば一杯になる部屋で、優ゆう雅がに椅子に座る黒髪の美少女が剣けん吞のんに目を細めた。その掌てのひらには、リトの後頭部を打った長くしなる定じよう規ぎが握られている。

「エリルの名前呼び禁止、見つめ合いも禁止よ、駄だ犬けん」

「駄犬!?　俺のことですか!?」

「ターニア先輩、リトは駄犬じゃなくて一応血けつ統とう書しよ付きですよ」

　擁よう護ごだか駄目押しだか分からないことを言い、棚を拭き終ったユークは布を置いた。

　部屋に二つしかない椅子に腰を下ろすもう一人。薄うす緑みどりのケープを羽は織おった、穏おん和わそうな青年教師に目を向ける。

「ハイヤーン先生。やけに早い決定ですけど、リトが精せい霊れい祭さいの旗き手しゆを降りることについて異論は出なかったんですか？」

『いや、まだ仮の処しよ分ぶんだから他の教師は知らないよ。ていうか、今朝の教員会議は寝てたから全然聞いてなかったや。議題に出されても分かんないなー』

「そんないい加か減げんな！　エリル先輩の担当だから一応関係あるでしょうが！」

「ごめんなさい、キアン君。ハイヤーン先生は本当にいい加減だからまともに相手しなくていいのよ」

『ハハハハ』

「笑うところ!?」

　ユークは驚きよう愕がくの表情だったが、声を失なくした精霊術士、グレイ・ハイヤーンはもともと教師としてはどうなのかと思うほどやる気がない。空気を読むのが上手なので真ま面じ目めな場所では合わせるが、気の許せる人物だけになればこんなものだ。

　満足に戦うことができない者同士、エリルにとってはよき理解者で保護者だが、それと尊敬できるかどうかは別である。二人きりの授業はたいてい遊ぶか寝るかなので、エリルにしてみればハイヤーンは「しょうがない大人」の一人だった。

　年はまだ二十三歳。元は蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやという優秀な人材だったハイヤーンは、猫ねこのように伸びをして透すき通とおった水色の瞳を開く。

『正直、こんなに早く長ちよう老ろう連中……おっと、長老様方が動くとは思わなかったんだよね。だって昨日の今日だよ？　いくら何でも早すぎるし、けっこう重大な決けつ断だんなんだよね、これ』

　当然だ。エリルは深くうなずいた。

　エリルの退学は仕方がないが、リトの旗手内定取り消しは簡単に決まっていいことではない。

　内定だけで公おおやけにされていないが、今年の旗手はリトが選ばれなければおかしいのだ。話題性も実力も、匹ひつ敵てきする者などいない。

　誰もがそう考えているし、それはパンディアだけでなくオルティス王国でも同じである。

『校こう則そく違い反はんを犯おかしたんだから、旗手にはなれない。それは当然なんだけど、対象がクローウェル君だと考えればこの決定は異例の速さだよ。パンディアはそりゃあ立場が強いけど、寄き付ふ金きんでいえばオルティスは最大の援えん助じよ国こくなんだから』

　資源も産業も何もないパンディアは、他の国の支し援えんなしに立ち行く国ではない。ある意味、リトが旗手を務つとめるのは入学する前から決まっていたようなものだ。

　ユークは難むずかしい顔で腕を組む。

「こっちは被ひ害がい者しやだからそこまでの罰ばつは受けないと思ってましたが、甘かったですね。エリル先輩の退学はありえないことじゃありませんけど、リトの方は不問にされてもおかしくないのに…………っと」

　突然、顔面に向かって天球儀が投げつけられ、ユークはやすやすとそれを受け止めた。

　怒りに染まった目で睨にらみつけてくるターニアに向け、涼すずしげな微笑みを返す。

「ターニア先輩、物を投げるときは一ひと言こと言ってもらいたいですね。せっかく美人なんですから、手の早さは改めた方がいいグフゥッ！」

　がら空あきだったユークの腹に分ぶ厚あつい辞典を突き入れ、リトは鬼おにのような形相で喚わめく。

「馬ば鹿か野や郎ろう、ユークの大馬鹿野郎！　俺のことなんてどうでもいい！　巻き込まれただけなのにエリル先輩が罰されるなんてありえないだろ!?」

「リ、リト、貴様……っ」

「よくやったわ、駄犬。功こう績せきに免めんじて名前呼びは許してあげる」

　加か勢せいに入ったリトに大おお仰ぎようにうなずき、ターニアはすぐさまエリルの手を取った。

「エリル、あんたは何も心配しなくていいわよ。おじい様には私から手紙を送ったし、まだ仮の処分なんだから。絶対決定までに犯人を見つけてみせるわ」

「う、うん、学園長とお話ししたいと思ってたからそれはありがたいんだけど……」

　うっかり攻撃を受けたユークを気き遣づかうことも、ターニアとリトを叱しかることも忘れてしまった。

　先ほどのユークの言葉が脳のう裏りに引っかかったからだ。

（……美人だから改めた方がいい……。何かしら。前にも似たようなことを言われた気が……）

　────おい、やるぞ！　相手は落ちこぼれのエリル・レヴィスだ！

　例の上級生達から逃げるとき、背中にかけられた嬲なぶるような声が甦よみがえる。

　それが、耳の奥で嘲あざ笑わらいはやし立てる声に重なった。

（そうよ。あのニヤニヤ笑うみたいな嫌いやな声、どこかで聞いた覚えがある）

　────美人のくせに凶きよう暴ぼうな女だな！

　あのときもターニアはエリルのために怒り、そしてユークが言ったよりも、もっと品のない言葉を返された気がする。

（からかわれるなんてよくあることだわ。それなのにどうして覚えてるのかしら）

　黙り込んだエリルが心配になったのか、リトはすわとばかりに身を屈かがめてきた。

「ユークの言うことなんか気にしないでください。とにかく俺のことなんか本当にどうでもいいです、校則違反で結界破ったなんて旗手を降ろされても当然なんですから」

「あ、ううん、クローウェル君の処分は当然じゃないんだけど、そうじゃないの。退学を気にしたわけでもなくて、犯人の上級生の声に聞き覚えがあるなと思って……」

「誰!?」

　全員の声が重なったが、エリルもそこまでは思い出せない。

　口くち許もとに指を当て、記き憶おくを探さぐるが名前も顔も浮かばなかった。

「覚えがあるのは二人のうち片方だけど、誰かまでは分からない……。でも、あの馬鹿にするような声が印象に残ってるのよ。確かに上級生で、ターニアに美人だけど凶暴だって言って」

「けっこうよく言われるから分かんないわね。まあ、あんたは上級生全員と連れん禱とう練習してるんだし、覚えがあってもおかしくないわ」

　パンディア国立連れん術じゆつ士し学園の一学年は概おおむね三十人程度で、男女比は半々だ。決して多い人数ではないが、さすがに全員の顔と名前までは覚えていない。

　一年生のときから上級生に「私と連禱してください」と突とつ撃げきをかましたエリルだが、連禱できなかった人に二度はお願いしないよう気をつけたし、断られたときも素直に引き下がるようにしていたからだ。

（連禱練習したとしても一度だけ。よくからかってくる人は覚えているから、それ以外だわ）

「卒業生の名めい簿ぼを見れば思い出せるかもしれない。ちょっと自分で調べてみます」

　取っ掛かりがあれば記憶が甦ることもある。

　顔を上げたエリルに、ハイヤーンもうなずいた。

『レヴィスさんが覚えのある卒業生か。じゃあ僕は過去二年間の卒業生がパンディアに戻ってきていないか、明日精霊庁で確認してくるよ』

「あたしも行くわ、先生。あたしがいれば精霊庁のどの部屋も入り放題よ」

　道どう徳とく的てきにいいんだか悪いんだか微び妙みようなことを言い、学園に入学するまで精霊庁で暮らしていたターニアが名乗りを上げる。面めん倒どうくさがり二人が率そつ先せんして動いてくれ、エリルは感謝の念を持って頭を下げた。

「先生、いつもありがとうございます。ターニアも」

『いいよいいよ、レヴィスさんは僕の可か愛わいい生徒だしね！』

「そうよ、あたしだってあんたが退学なんて許せないわ」

「ハイヤーン先生、ターニア先輩、ありがとうございます！　俺も頑がん張ばって捜します！」

『へいへい』

「いきなりぞんざいに!?　ターニア先輩、無む視しですか!?」

　扱あつかいの差に愕がく然ぜんとしたリトを置いて、まだ腹をさすっていたユークが意見した。

「じゃあリト、俺達は学園にいる上級生を見に行くか？　犯人の顔を覚えてるんだろ？　王子様なお前が専せん攻こう科かの学舎に行けば、上級生の方から寄ってきてくれるぞ」

〝王子様〟の呼び名に露ろ骨こつに顔をしかめたリトだが、提案には納なつ得とくしたらしい。

　確かに、本当に噓うそをついている上級生がいないかどうかも確かめた方がいいだろう。

「なかなかいいこと言うじゃない、眼鏡」

「ターニア先輩、俺の名前はユークリッド・キアンです」

『無理無理、イムセントさんは興味ない人間の名前は憶おぼえないよ。それじゃあイムセントさん、明日の放課後に』

　眼鏡と憶えてもらっただけマシ、と素そっ気けないことを言って立ち上がったハイヤーンに、ユークは慌あわてて声をかけた。

「待ってください、ハイヤーン先生。リトとエリル先輩が破やぶった結界はどうなりましたか？　精霊王様が目覚めて結界の張り直しとかは？」

「あ！」

　ユークに言われるまで、完全に失しつ念ねんしていたエリルは思わず声をもらしてしまった。

　エリルとリトが同時に「しまった！」という顔をしたので、ユークはため息をついてたしなめる。

「リト。オルティスはもう三回も異い種しゆに襲おそわれてるんだろ？　パンディアとは国こつ境きようを接してるんだから心配ぐらいしろよ。精霊王様の結界が綻ほころびれば、異種がこっちに来ることも考えられるんだ」

　自分達がしでかしたことの行方ゆくえに無関心だった二人は反省したが、ハイヤーンはあっけらかんと肩をすくめた。

『わざとやったわけでもないし、レヴィスさんとクローウェル君が責任感じることじゃないよ。精霊王様はお出ましにならないけど、結界は昨日のうちに守しゆ護ご者しや達が張り直してるし。それで十分じゃないかな』

　蒼そう穹きゆうの守護者は大陸を旅して回る存在だが、交代でパンディアにも常じよう駐ちゆうする。精霊術士全体の一割にも満たない貴重な人材のため多くは残せないが、常に二、三人は精霊庁に留とどまっているのだ。

　しかし、いくら守護者の能力が高いといっても、三百年パンディアを守ってきた精霊王の結界とは違う。

　急に不安になって黙り込んだエリルとリトに、ターニアは呆あきれ声を上げた。

「あんたらね、精霊王は三百年前から幽ゆう隠いんしてるのよ？　幽隠って要するに死んでるってことじゃない。残った人間で修しゆう復ふくするしかないのよ」

「ううっ。ターニア、現実的な意見をありがとう……」

　グサッと矢が刺さった気分でエリルはうなだれる。

　精霊王として名前さえ伏せられるパンディア国王は、聖山頂上の神しん殿でん〈蒼穹〉にお隠かくれになっている……という建たて前まえだが、もちろん姿を見た者などいない。

　歴代の精霊王が入にゆう山ざんするときは華々しく国民に知らされるが、その後は天てん上じよう人びと扱いである。

　お隠れ、つまり「死」。みんな理解していて、あえて口にしないだけだ。

「やっぱり、今の精霊王様ももういないんでしょうか……」

　エリルが力なくつぶやけば、ハイヤーンは面白そうに笑った。

『レヴィスさんはどう思ってるの？』

「…………」

　もちろんエリルにも伝でん承しようの類たぐいだと分かっているのだが、これでも岩場から精霊王に向かって鬱うつ憤ぷんを叫び続けた身だ。

　人間がそんなに長い時を生きられるはずがない、と常識的に考えることもあるが、やはり心のどこかで神様と同じように存在していると信じている。

「……半々です。本当にいてくれたらいいな、と思います。先生は？」

　教師や長老、精霊庁で働く人々は心の奥でどう思っているのだろう。

　縋すがるような、試すような気持ちで尋ねた問いに、ハイヤーンは笑顔のまま即そく答とうした。

『いるよ。精霊王様はいる』

　はっきりと、確かな口調で言われ、エリルだけでなくターニアやユーク、リトまで意外な気持ちで目を見開く。

　性格上、ハイヤーンなら「いない」と答える気がしたからだ。

『だから信じて大丈夫だよ』
















　見つめたエリルに言い聞かせるように繰り返し、ハイヤーンは軽かろやかに手を振る。

『じゃあみんな、五時になったらちゃんと寮りように帰るんだよ』

　小さな子供に対するように言い、資料室を出て行った。
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「馬っ鹿馬鹿しい。本当に精霊王がいるんならさっさと出て来いって話よね」

　五時になって下校の鐘かねが鳴り、四人は揃そろって西せい翼よくの学舎を出た。

　一年のうちで一番明るい大たい夏かの夕暮れは遅い。

　夜の九時を過ぎてやっと空が赤く染まるほどで、五時では真昼のような青空だ。反対に冬とう至じのころの五時は暗く、大陸の南端から来たエリルは日の長さの違いに途と惑まどったものである。

　夏げ至しを一ひと月つきほど過ぎたばかりの今はまだまだ明るく、空は青く澄すんで高い。高地のため気温もほど良く、建物の中を歩いていてはもったいないほど爽さわやかな風が吹いていた。

　さくっとハイヤーンの言葉を切り捨てたターニアに、ユークが興味深そうに眼鏡の奥で笑う。

「では、ターニア先輩は俺達精霊術士がパンディアに来ることで力を強くすることについて、どう考えてますか？　精霊王の加か護ごではないと？」

「あんたそんなこと考えながら暮らしてんの？　禿はげるわよ」

「考えることと考えすぎは違いますから禿げませんよ。俺は精霊王よりも、パンディアという場所が関係してるのかと思いましたね。聖せい山ざんとか」

「聖山？　…………あんたほんとに妙なこと言うのね」

　若じやつ干かん声が低くなる。話を打ち切ろうとしていたターニアが、まともに相手をする気になったことを感じ、エリルはめげないユークに感心した。なかなか我が慢まん強い青年だ。

　ターニアとユークの背後で、エリルは並んで歩くリトを見上げた。

「クローウェル君も精霊王様はいないと思ってる？　実を言うと私、パンディアに来てもほとんど力が変わらなかったのよね」

　精霊術士として目覚めた十五歳のときから、出せる四属性の力は指先に炎ほのお、雨あま粒つぶ並みの滴しずく、服の裾すそを揺らす風、ミミズの出そうな穴だけだ。

　ため息をついたエリルに、先ほどから黙りがちだったリトは不ふ可か解かいそうな顔を見せた。

「エリル先輩は、それでも精霊王を信じるんですか？」

「うん。信じたい、って言った方がいいのかもしれないけど」

　一人だけ連れん禱とうもできなくて、なんで、どうして、と悩むことはある。

　それでも、中途半はん端ぱな力を恨うらんだり、捨てたいと思ったことは一度もなかった。

「やっぱり、戦う力をもらえたのが嬉うれしかったのよ。私、蒼穹の守護者になりたかったから。……まあ、今の私が言っても笑われるだけなんだけどね」

　あはは、と自じ虐ぎやくのつもりで笑ったのだが、リトはキッと眼まな差ざしを鋭するどくする。

「笑いません。先輩のことを笑う奴やつがいるなら、そいつの方がおかしい。学園にいる奴らはみんな上うわ辺べしか見えてないし、本当の連禱がどんなものかも何も知らないんだ」

（──本当の連禱……？）

　言葉には引っかかったが、エリルは返事を控ひかえた。

　天才であるリトなら感じられるのかもしれないし、それ以前に、リトの表情が険けわしすぎて尋ねるのを憚はばかられたのだ。

　エリルはリトのことを優しく明るく、冷たいどころか年とし相そう応おうの素直な少年だと思っている。

　ただ、精霊術に関するときだけその明るさが翳かげる。

　学長室でエリルを庇かばったときのように。精霊祭の旗手を迷惑だと言ったように。

　その証しよう拠こに、今のリトの表情はエリルに対するときの元気で温かなものではなく、冬の海のように冷たい。

「クローウェル君は、精霊術が嫌いなの？」

　何げなく問えば、唇くちびるを嚙かみしめていたリトは勢いよく顔を上げた。

　その顔に強い驚きと途惑いがあり、エリルは少し考えを改める。

（ううん、ちょっと違う。──精霊術というより、強い自分が嫌い？）

　リトは力のある自分、もしくは彼を持ち上げる周囲の人間が嫌いなのではないだろうか。そのことが、落ちこぼれのエリルを笑う人々への嫌けん悪おに繫つながっている。

（ひょっとして、これが同級生と打ち解けない理由なのかしら）

　リトの周囲に対する態度は、上級生の間でも有名だった。

　そのためエリルは実際のリトが親しみやすい人間であることに驚いたし、噂が間違っていると思えたのだ。

　一心に見つめるエリルから逃げるように、リトは目を逸そらした。

「……エリル先輩は、精霊術が好きなんですか？」

「ええ。祝しゆく詩しが好きなの。綺き麗れいだし、連禱したいなといつも思っていたわ」

　深く入り込まれたくないという無言の抵抗を感じ、エリルは自然に口調を変える。

（危ない。興味本位で触れないようにしないと）

　リトにはリトなりの理由があるのだと自分を戒いましめ、明るく言った。

「連禱はすごい威い力りよくが出せるし、二人で交互に唱となえて一つの術にするなんて素敵だなと思って」

　だからこそ自分にその力があると分かったときは飛び上がるほど嬉しく、連禱できないと知ったときは泣き明かしたものだ。

　三年生になった今はもう自分で折り合いをつけているし、あきらめてもいる。

　なので悲しい気持ちはおくびにも出さず言えば、リトは興味を惹ひかれたのか表情を和なごませた。

「好きな祝詩とかあるんですか？　やってみたい連禱とか」

「うーん、そうね……」

　大陸の共通語、パンディア語で詠えい唱しようされる祝詩は単独と連禱合わせて三百二十ある。学生は基礎科の三年間でこれらを完全に習しゆう得とくしなければいけない。

「三百十二番かな。火の最上位連禱だから、クローウェル君が使えばすごい力を出しそうね」

　精霊を讃たたえ、呼びかけるための祝詩にはいろいろな種類がある。

　単語だけを繫つなげるものや、歌のように流れがあるもの、一言だけで効こう力りよくを示すもの。韻いんを踏んでいたり全くバラバラだったり、同じ言葉を何度も繰り返したり。

　二百番台までは主しゆ導どう者しや──最初の句くを詠よむ者の属性が何であれ術は発動するし、あとを追う副ふく奏そう者しやの属性もさほど影響しない。もちろん多少威力は弱まるが、戦えないことはない。

　だが三百番以降は使える人間が限定されてくる。

　主導者がその祝詩に対応した祝福を受けていることが条件であり、副奏者の属性によっても効こう果かが大おお幅はばに変化するのだ。

　リトのように火の祝福を受けた者が火の最上位を唱となえるとき、同属性の火の副奏者と組むのが一番効率がよく、次に風、地、水というように威力が下がっていく。水の副奏者と組むなら、わざわざ三百番台を唱える意味はないと言っていい。

「でも、クローウェル君のおかげで連禱十二番も同じくらい好きになっちゃった。私の初めてだったし」

　きっと、このまま退学になっても一生忘れないだろう。思い出に残る連禱だったと笑顔になれば、リトは張はり裂さけそうなほど目を見開いた。

「エ、エリル先輩の……初めて……ッ!?」

「駄犬、連禱の話よ」

　いつの間にか振り返っていたターニアがうんざりした声で釘くぎを刺したが、リトは抑えきれない興奮に頰を紅こう潮ちようさせてぶるぶる震えだす。

「お、おおお、俺も大好きになりましたッ！　エリル先輩と初めてしたっゴフッ」

「気安く寄るな、この最低男がっ！」

　ターニアの鋭い拳こぶしが腹に食い込んだが、リトはなんのそのと満面の笑みでエリルに迫る。

「三百十二番、勉強しておきます！　エリル先輩のお気に入りの祝詩なら！」

「あ、ありがとう、……お腹なか、大丈夫？　けっこうばっちり拳が入ったけど……」

「全ッ然大丈夫ですっ!!」

　かなりの打たれ強さだ。

　拳を放ったターニアですら顔を引きつらせ後ずさり、ユークが申し訳さなそうに「すみません、こいつ感情で痛つう覚かくとか凌りよう駕がしてしまえる奴やつなんで」と頭を下げる。

　隣でターニアが「怖っ！」と正直な感想をもらしていたが、エリルは笑顔になったリトに内心ほっとしていた。嬉しそうなリトからは、先ほどの翳りが綺麗に消え去っている。

（うん、やっぱり笑顔の方が好きだわ）

　リトは黙っていても素敵な少年だが、元気よく騒いでいるときの方がいい。

　唐突に、リトがエリルに対し「笑ってくれてすごく嬉しい」と言ってくれた意味が摑つかめた気がして、エリルはにっこりと微笑んだ。

「少しクローウェル君の気持ちが分かった気がするわ。キアン君も今日はありがとう。また明日ね」

　明るい気分で手を振り、ターニアと二人で女子寮へと向かった。







　石いし畳だたみの道でもう一度振り返ってくれたエリルに礼をし、リトはどきどきと暴あばれる胸に手を当てる。

「お、俺の気持ちが分かった……!?　まっ、ままままさかエリル先輩のこと好きだってばれて──!?」

「いや、たぶん全然違う。気づいてないし、お前のことどうとも思ってないなアレは」

「…………………………」

　…………よかった、と思わないといけないのにちょっと悲しい。

　エリルが女子寮に入るまでしっかりと見送ってから、リトは嬉しいような悲しいような複ふく雑ざつな気分で男子寮へと入った。

　隣り合う建物は、手前が男子寮、東奥が女子寮だ。もちろん出入りは寮りよう監かんの教師によって厳重に管理されており、古い城じよう塞さい造づくりなので色気も潤うるおいもない。まるで牢ろう獄ごくだと入学した当初は嘆なげいていたが、そんな学園生活も一ひと月つきほどで激げき変へんした。

　理由は簡単。エリルと出で逢あえたからである。

　精霊と心を通わせられる力なんていらない。連術士になるための授業なんて受けたくない。かといってパンディア行きを拒こばんで、国の期待を裏切ったり死ぬ勇気もない。毎朝学舎へ通うのが嫌で嫌でたまらなかったのに、エリルの存在がリトの心を変えた。

　会話一つで簡単に舞い上がってどきどきしてしまう胸を押さえ、リトは歎たん息そくする。

（やっぱり浮かれてるのかな。これ以上好きにならないようにしないといけないのに）

　もう「違う、好きじゃない」などと言って打ち消せる時はとうに過ぎてしまった。

　否定もごまかしも利きかない。できるのは気持ちを押しとどめることだけだ。

　だからこれ以上は駄目だ駄目だと自じ制せいするのに、エリルのことを知るたびにやはり喜んでしまう自分がいる。思った以上にエリルに近づくことができ、〝好きになる資格はない〟と戒いましめた箍たががあっさりと吹き飛んでしまった。

　単純さに自じ己こ嫌けん悪おするばかりで、こんな自分に気持ちを隠し通すことができるのかと不安になってくる。

（いっそのこと、好きですって告白して振られた方がすっきりするのかも………………）

　しばし目を閉じて想像してみるが、「ごめんなさい」「クローウェル君のことをそういうふうに見られなくて」「好きな人がいるの」「年下はちょっと……」の、いずれにしても壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを受ける気がした。すっきりどころじゃなく、確実に数日は起き上がれない。

「ううっ、嫌だ！　こんなんだったら何も打ち明けない方がましだ!!」

「お前は本当に脳内の自分との会話が好きだなぁ……」

「隠さないと……！　先輩に気づかれないように！」

「まあお前の決心はどうでもいいんだが、それより心当たりを考えろよ」

「心当たり？　………………ってなんの？」

　リトが頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべれば、ユークはそれには答えずさっさと歩を進める。

　入学前からの知り合いだと事前に知らされていたのか、リトとユークは寮で同室だ。偶然ではないだろうから、どこからか圧力がかかったに違いない。特別扱いされているようでうんざりするが、楽なことも確かだった。

　しっかり自室の部屋の扉を閉じ、慎しん重ちようなユークはようやく口を開く。

「ハイヤーン先生が言ってただろ。校則違反を犯したら精霊祭の旗手にはなれないって」

「言ってたけど……。それがなに？」

　リトが不ふ審しんげに首を傾かしげれば、ユークはどさりと寝台に腰を下ろした。

「お前に恨うらみを持ってる奴だよ。お前、連れん禱とう使われたってことは相手は二人いたんだろう？」

「うん。俺が反はん撃げきすると思ったから、連禱を使えるようにだって言ってた」

「殴なぐればいいだろ。わざわざ禁止されてる精霊術なんぞ使わなくても。お前は一人で相手は二人なんだから」

　当然のことを簡単に言われ、リトは虚きよを突つかれてしまった。

「お前が襲おそわれたって聞いてからずっと考えてたんだよ。なんで連禱なんか使ったのかってな」

　ユークは自分の考えを整理するように両手を組む。

「そりゃ、お前は剣だのなんだの教育を受けてるから腕っぷしもそこそこ強い。でも二人がかりなら分が悪いだろ？　それなのに相手は連禱を使ってきた。見つかれば連術士の資格剝はく奪だつの可能性もあるのに、わざわざ使ってきたんだ。これだけでも相手がただ者じゃないって確信できるぞ」

　学園にいる生徒のみならず、現在連術士として働いている人間がそんな不ふ利り益えきなことをするはずがない。

　いくらリトが目め障ざわりでも、露ろ見けんしたときに失うしなうものが多すぎる。

　それに見合った対価が約束されているか、よほど完かん璧ぺきに守られているかのどちらかだ。

「相手はしょっぱなから中位の連禱使ってきたんだろ？　殺す勢いだ。お前なら相手が連禱でも一人で応戦できるだろうが、全力出す以外にない。術同士がぶつかれば大騒ぎ、何もなかったことにするのは難むずかしいぞ」

　ユークの言うとおり、エリルと連禱したときは学舎にいる生徒達にも気づかれた。結界を破るほどではなくても、中位術がぶつかれば何事かあったと人が来るはずだ。

「今回だってお前とエリル先輩は見つかったけど、相手の二人は誰にも目もく撃げきされていない。逃走経路を最初から確保してたんだろう。お前に精霊術を使わせて、人が来たらすぐ逃げられるようにな」

　そこまで言われ、リトにもやっと話が理解できてきた。

　徐じよ々じよに、透すき通とおる紺こん碧ぺきの瞳に怒りが滾たぎっていく。

「学園内で私的に精霊術を使うのは禁止──。校こう則そく違い反はんを犯せば精霊祭の旗手から外されるのは当たり前、か」

　話を吞み込んだリトに、ユークもうなずく。

「お前を精霊祭の旗手から降ろすためにやったんだろう。パンディアの結界を破るとまでは考えてなかっただろうけど、相手はお前、もしくはオルティスの体面を傷つけたかったんじゃないか？」

　優秀な精霊術士を輩はい出しゆつするのは国の誉ほまれであり、天才リト・クローウェルの名はすでに大陸中に知れ渡っている。

　それが校則違反で旗手取り消しとなれば、リト本人だけでなくオルティスの名めい誉よにも関わるはずだ。

「心当たりは？」

　再度尋ねられ、リトは迷わず即そく答とうした。

「あるよ」

　つい最近の話だ。

　昨年、オルティス王国連術士協会の重じゆう鎮ちんであるリトの父によって、協会長の座を追われた人物がいる。

　彼は初めて魔物の異種がオルティスに現れた際、異種の力を侮あなどり、現場の連術士の報告を無視して国民に犠ぎ牲せいを出した。その失しつ態たいを隠すためパンディアに応援を要よう請せいせず片づけようとし、さらに被害を拡大させたことが表向きの理由だったが、もともと瀆とく職しよくを疑われていた彼はリトの父に疎うとまれていた。

　ついにオルティスを去ったが、返品されたパンディアも困ったことだろう。

　聖せい地ちの政治に関わらせるわけにもいかないし、他の国に派遣するわけにもいかない。ただ長らく協会長を努めた実績を考こう慮りよして、放り込まれたのが学園の専攻科主任という役やく職しよくだったに違いない。

　その男の権力や地位への執しゆう着ちやく、恨うらみ深く妬ねたみ深い性格を思い、リトは考えながら口ごもった。

「確かに考えそうなことなんだ。でも、こんな危ない橋を渡るほど度ど胸きようがあるかって言われたらちょっと……」

　動どう機きとしては申し分ないが、リトの知る限り保ほ身しんに熱心で気が小さい人間だ。

　大それたことをする勇気もなく、恵まれた地位を手放すなど絶対しない。

　尋ねたユーク本人も分かっているようで、ため息をついた。

「そうなんだよなぁ。まあなんにせよ、お前とエリル先輩を襲った上級生なり卒業生を見つけるのが先だな。このままお前が旗手を降りたらえらいことになる」

「俺はやりたくないからいいって言っ──」

「阿あ呆ほか」

　珍しく真剣に怒った顔をし、ユークはリトの反論を遮さえぎった。

「お前、本気でエリル先輩の将来潰つぶすつもりか？　お前は精霊術士になりたくなかったからいいかもしれんが、エリル先輩の名前までオルティス中に広まるぞ。お前の足を引っ張って輝かしい経歴に傷をつけたってな」

「──！」

　リトは大きく目を見開いた。

「残念ながら、エリル先輩がお前を助けたという事実は伝わらん。お前はオルティスの英えい雄ゆうみたいなもんだからな。むしろ最大の援えん助じよ国こくであるオルティスをなだめるために、精霊庁が早々にエリル先輩の退学を決めたってこともありうる」

　あまりの衝撃にリトは唇を震わせたが、反論はできなかった。

　言葉にされてみれば十分考えられることだったからだ。

　オルティスの国民はリトを庇うに違いない。リトは悪くない、悪いのは劣れつ等とう生せいであるその女子生徒だ、と。

　完全に沈黙したリトに、ユークは自じ明めいの理りであるように、なんてことのない顔で言った。




「だって、お前はそれだけ影響力のある奴なんだからな」
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　それから三日後の放課後。

　資料室の掃そう除じを早めに切り上げたエリルは、一人で学園の図書室を訪れていた。

（今日はあるといいんだけど……）

　昨日きのう、一昨日おとといと図書室に来たのだが、エリルが閲えつ覧らんしたい卒業生名めい簿ぼがなかったのだ。一昨年おととしのものはあってすでに確認できたのだが、去年の名簿がない。貸し出しは禁止のはずなので五時まで粘ねばって待ってみたが、返しに来た人物はいなかった。

（まったく、持ち出しは禁止なのに）

　名簿には名前や年ねん齢れい、出身地、そして受けた祝福の属ぞく性せいが書かれてある。

　戦う上で仲間となる人物の祝福を知るのはとても大切なことであり、そのため学園は生徒の個人情報を伏せない。生徒達は自由に名簿を見て、授業や校外実習で組む相手の属性を調べることができるのだ。

　エリルは図書室の奥の扉を開き、歴代卒業生の名簿が置かれた特別な部屋へと入った。

　縦たて長ながの机がいくつも並んだ静かな部屋では、数人の生徒が座り名簿を開いている。実じつ戦せん演習で同級生以外と組むことの多い、専せん攻こう科かの上級生ばかりだ。

　そんな中に見覚えのある人物がいて、エリルは思わず足を止めた。

　本棚の前に立ったまま、白しら髪が交じりの瘦そう身しんの男が開いた名簿に視線を落としている。

（フィロ先生……？）

　棚の前にいたのは、専攻科主任のセルマン・フィロだった。何を見ているのか、その表情は青ざめ、険けわしい。

　とっさに棚の陰に隠れ注ちゆう視ししていると、フィロは軽く首を振って乱らん暴ぼうに名簿を棚に戻す。

　そのまま、振り返りもせず足早に部屋を出ていってしまった。

（……どうしたのかしら。すごく疲れた顔をしていたけど）

　フィロが完全に部屋を出てから、エリルはこっそりと棚の間から抜け出る。

　少し前まで余よ裕ゆう綽しやく々しやくでエリルやリトに嫌いや味みを言っていたのに、たった数日でやけに面おも変がわりして見えた。

　いったいいつの年度の名簿を見ていたのかと、フィロが開いていたものを手にしたエリルはどきりとした。

「去年の卒業生……」

　まさにエリルが求めていた名簿だ。

　手近な椅い子すに座ったエリルは、素早く頁ページをめくる。

　昨年度の卒業生は二十九人。男性は十三人だ。

（私が覚えている名前は省はぶいて。祝福はたぶん風）

　あの岩場で、連れん禱とうの主しゆ導どうを受け持った男は二つとも風の術を使ってきた。身元が判明しないよう別の属性を使ったとも考えられるが、対する相手は天才少年リト・クローウェルだ。威い力りよくの弱まる、祝福を受けた属性以外の術を使うとは考えにくい。

　十三人の中から風の祝福を受けた五人を抜き出し、名前と記き憶おくを合がつ致ちさせていく。

　結果、消去法で残った名前にエリルは「あっ」と声をもらした。

　名簿には上から赤い印を押された、ルべウス・コールという名が記しるされている。

　名前を思い出せば顔まではっきり浮かんできて、エリルは思わず息を吞のんだ。

（そうだ、どうりで声に聞き覚えがあるはずよ！　私に告白してきた奴やつらの仲間だわ……！）

　エリルは去年の春ごろ、三人の上級生に偽にせの告白をされたことがある。

　実は誰がエリルを落とせるか賭かけをしていたらしいのだが、それに怒いかり狂くるったターニアが上級生の教室に乗り込んだ。

　そのとき彼らと一緒にいたルべウス・コールが、ターニアを乱らん暴ぼうでみっともない女だと嘲あざ笑わらったのだ。

　声までまざまざと甦よみがえり、エリルは興奮して名簿を凝ぎよう視しした。

（そうよ間違いない、絶対にこの人だわ！）

　リトを襲おそった二人のうち分かるのはこの男だけだが、片方が分かれば捜さがしようもあるだろう。

（さっそくハイヤーン先生に相談しないと。でもこの赤い印は……？）

　去年の卒業生の中でただ一人、ルべウス・コールの上にだけ赤い判はんが押されていた。

　名の綴つづり一つ一つに押されていて、一列の真っ赤な横線となって名前を覆おおい隠している。

（何かしら。なんだかちょっと薄うす気き味み悪い──）

「死んでるよ」




「!?」




　突然耳元で生気のない声が聞こえ、エリルは悲鳴を上げることすらできず飛び上がった。

　椅子からずり落ちそうになり、なんとか机の縁ふちを摑つかんで体たい勢せいを立て直す。

　エリルのすぐ隣となり。

　肩が触れ合うような近さに、専攻科の制服を着た見知らぬ男子生徒がいたのだ。

　音も気配もなく、いつ隣に座られたのかも分からない。

　肩につくほど長い黒髪はぼさぼさとあちこちに跳はね、肌は陶とう器きのように白い。薄い青に見えるほど澄すんだ白目と真っ赤な虹こう彩さいの対比が鮮あざやかな、華きや奢しやで中性的な容姿の青年だった。

　青年は赤い瞳でエリルを見つめ、骨ばった指で名簿につけられた印をなぞる。

「この赤い印はもう死んでる人につけられる。さっきフィロ先生にも同じ人を指さして訊きかれた」

「──え？」

　青年に目を奪われていたエリルは、我われに返りささやいた。

（フィロ先生が……？）

　さらに、ほんの数日前に確かに存在していた男が死んでいる──。

　どう反応すればいいのかまごついたエリルに、青年も無表情のまま沈ちん黙もくする。

　そこから眉まゆ一つ動かさない。言葉も発さず、まるで物のように静せい止しした青年に、エリルは汗が噴き出すのを感じた。

（なに……？）

　鼓こ動どうが速まる。

　こちらが呼びとめたわけではないのだから、もう去ってもらってかまわない。というより去ってほしい。

　それなのに青年はぴくりとも動かなかった。エリルから目を逸そらしもしない。

（な、何これ、どうすれば……！）

　辺りは明るく他の生徒だって近くにいるはずなのに、自分と青年の周りだけが黒く塗ぬり潰つぶされていくような錯さつ覚かくにとらわれる。

　緊きん張ちように耐たえきれず、悲鳴が口をついて出そうになったとき。




「エリル先輩？」




　聞き覚えのある声に呼ばれ、エリルの視界に景色が戻った。

　辺りから生き物のように闇やみが退ひいていき、並ぶ本棚と高い天てん井じようの見慣れた図書室へと変わっていく。

　赤い瞳の青年がさっと立ち上がり席を空あけ、入れ替わりのように見知った少年が心配そうに近づいてきた。

「エリル先輩、どうかしたんですか？」

「クローウェル君……！」

　上級生が側から離れたとたんどっと全身の力が抜け、エリルは安あん堵どのあまり涙声になってしまった。無意識のうちにリトへ向かって手を伸ばしそうになり、我に返って引っ込める。

　エリルの様子と去った上級生を見比べ、リトはかすかに表情を険しくした。

「知り合いの先輩ですか？」

「ち、違うわ……。知らない先輩」

　未いまだに鼓動が速くて、エリルは胸元に手を当て何度も息を吞む。

（誰？　あんな先輩いたかしら……）

　在ざい校こう生せいのほとんどと連禱練習をしたエリルが、見たこともない上級生だったのだ。

（あんな目立つ人、一度見たら忘れないのに……。どうして突然私に話しかけてきたの？　フィロ先生と同じ名簿を見ていたから？　そうだ、フィロ先生は……）

　ごちゃごちゃする頭の中で考えをまとめようとしていると、ふいに、髪に温かい何かが触ふれた。

　驚いて顔を上げれば、リトが勢いよくエリルの頭から手を離す。

「！　す、すみません！　先輩が怖こわがっているように見えてつい……っ！」

　どうやら頭を撫なでようとしていたらしい。

　大声を上げてしまい、周りの視線に気づいたのか慌あわてたように縮こまる。その真っ赤になった顔がおかしくてエリルの身体からだからほっと力が抜けた。

（怖がってるように見えて、か）

　リトが指し摘てきしたとおり、感じたのは恐怖だったのかもしれない。

「すみません、勝手に髪に触さわったりして……！　あの、手は綺き麗れいです」

「もう！　そんなこと気にしてないったら」

　真ま顔がおの弁べん解かいにくすくす笑い、エリルはリトを隣に座らせた。

　先ほどの上級生と同じ肩が触れ合う距離なのに、感情が全く違う。

　隣に感じるリトの体温に安心感を覚え、エリルは猫ねこのようにぴたりと寄より添そった。

「この名簿を見て。調べてみたんだけど、あの岩場で襲ってきたのはこのルべウス・コールっていう去年の卒業生なのよ」

　リトにも見えるように、名簿を机の上に広げる。

「でもね、さっきの先輩に教えてもらったんだけど、赤い印がついている人はもう亡なくなっているんですって。どう思う？」

　リトのおかげで奇き妙みような恐怖も消え去り、エリルは赤い瞳の上級生が言った言葉を冷静に反はん芻すうした。

（もう死んでる？　ありえないわ、あの岩場にいたときは確実に生きていた。死人だなんて思えない）

　インクの様子からして、ここ数日で印がつけられたとも考えにくい。かといってそれほど古いようにも見えないが、さすがに二、三日ではないだろう。

　では岩場にいたのはルべウス・コールではなかったのかといえば、それもありえないと思えた。エリルのことをあれだけ知っているのだから確実にここ二年間の卒業生、そして声と口調、エリルの記憶、全てに当てはまるのはこの死者だけだ。

「絶対に死んでなんかいないし、ルべウス・コール以外だとも思えない。どうなってるのかしら、これ。ねえ、クローウェル君？」

　先ほどからまったく反応がないので振ふり仰あおいで見れば、リトは真っ赤な顔で硬こう直ちよくしたままだ。その額やこめかみに汗が見え、エリルはぎょっとして身を起こした。

「どうしたの、クローウェル君!?」

「す、すみません、近すぎて話聞くどころじゃなかった……。い、いい匂においが」

「いい匂い？」

　空気を嗅かいでみたが、食堂が近いわけでもなく普通に紙の匂いしかしない。

　エリルが離れるとリトは胸を撫で下ろし、唾つばを吞み込んで手で火ほ照てった顔を扇あおぐ。

「すみません、もう一回最初からお願いします。全然頭が回らなかったので」

　こんな至し近きん距きよ離りでも聞こえていなかったリトのため、エリルは話を繰り返した。ついでにフィロが名簿を見ていたこともちゃんと伝えておく。

　今度は話を聞いてくれたリトはフィロの行動に形のよい眉まゆをひそめたが、それ以上に卒業生の名に反応した。

「ルべウス・コール？」

「そう。この年の卒業生は印象深かったから思い出せたわ」

　エリルに噓うその告白をしてきた当人ではないが、あの嫌いやらしい声は忘れもしない。

　当時のことを思い出してうんざりすると、リトは黙り込み、唇くちびるを引き結ぶ。

　ややあって、顔を上げた。

「その先輩の名みよう字じ、コールって言うんですね？」

「ええ。祝福が風で去年の卒業生。絶対間違いなしよ」

　自信満々に答えると、リトはためらいがちに口くち許もとに手を当てる。

「俺、昨日ユークと上級生を見に行ったんですけど、四年生に少し似た雰ふん囲い気きの先輩がいたんです。もちろん似てるっていうだけで別人ですよ」

「うん」

「それで兄弟かと思って話を聞いたら、確かに協会の研修生になったお兄さんがいたって言うんです。でも今年の春に魔物に襲われて亡くなったらしくて」

「え……」

　──もしや、とひやりとしたエリルに、はたしてリトはうなずいた。

「その人の名字が、コールでした」
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　私とクローウェル君が連れん禱とう合がつ戦せんした先輩達は、幽ゆう霊れいでした────。




「ってないわ──────────っ！」

「エリル先輩、落ち着いてください！」

　思わず込み上げた感情そのままに叫さけべば、リトが慌あわてて取りすがる。

　下校時刻となったため、図書室での情報交こう換かんを終えて学舎の外に出たところだ。

　リトと並んで寮りようまで歩きながら、エリルは納得いかない気持ちで唇を尖とがらせた。

「死んでたなんて絶対信じられない。ターニアも精せい霊れい庁ちようから戻ってきてるでしょうし、話してみるわ。あと、フィロ先生が名簿を見てたってことも」

「いえ、フィロとは明日にでも俺が直接話をします。心当たりがあるといえばあるんです。俺の父親は連れん術じゆつ士し協会の総そう轄かつで、フィロを協会長から降ろしたのも父だから」

「…………」

　疑いをかけるのはよくないが、確かに動どう機きとしてはありえる。

　敬けい称しようをつけず自然に「フィロ」と呼ぶことから、リトは立場的に上にいたのだろう。リト自身が偉えらいわけではなく父親の権けん威いだろうが、フィロにとっては同じく恨うらみの対象になったのかもしれない。

「早くしないと大変なことになる。俺はエリル先輩を退学させるわけにいかないから」

　焦あせりとも怒りともつかない顔で言われ、エリルは苦笑した。

「もう、私のことはいいから。それよりあなたには絶対旗き手しゆになってもらわないと。きっとオルティスでみんな期待してるわ。私は帰る場所がないからすごく羨うらやましい」

「え？」

　何かを言おうとしていたリトは、エリルの最後の言葉にわずかに目を見開いた。

「先輩、クーファの出身ですよね。どうしてないとか……」

「よく知ってるのね。私の故こ郷きようがクーファ王国だって」

「いっ!?」

　リトはぎょっとしたようにうろたえ、なぜか急に赤くなった。

「ちっ、違うんですっ！　勝手に名簿見て調べたわけじゃなくて、た、たまたまそんな話が出てそれを覚えていただけで……！」

「別に名簿を見るのは自由よ？　私の噂うわさって本当に一年生にまで広まってるんだなと思っただけ」

　リトの慌てぶりに笑い、エリルはうなずく。

「そう、クーファの山の中よ。南の端で、とても静かで綺き麗れいな村だったわ」

　五大国の中で一番小さいのは言うまでもなくパンディアだが、似たり寄ったりな国土を持つのが山さん岳がく地帯の多いクーファだった。〈五大国〉は国土の面積を示すものではなく、魔物による滅めつ亡ぼうや人同士の争あらそいを超えて現在まで続いた五つの国、という意味だ。

　勾こう配ばいのあるこのパンディアにいると、故郷の村を思い出す。

　懐なつかしさに目を伏せれば、リトはおもむろに口を開いた。

「だった、って……村はもうないんですか？」

「ええ。私が十歳のとき、豪ごう雨うで山が崩れたの。真夜中のことだったから逃げ遅れた人もいたし、私も両親とはぐれて……。気がついたときには山の中に一人だった」

　滝のように降り続ける雨と鳴りやまない地じ響ひびきに怯おびえ、一歩も動くことができなかった。

　伸ばした手の先すら見えない暗くら闇やみの中で、震ふるえながら朝を待った。村がどうなったのか、父や母がどこに行ってしまったのか、この場所に留とどまっていては土ど砂しやに吞み込まれるかもしれない、山の魔物が襲いにくるかもしれない────。

　川のように斜しや面めんを流れていく雨に持っていかれないよう、死しに物もの狂ぐるいで木の幹にしがみついて夜を明かした。

「朝が来て、私は生き残った人たちに見つけてもらえたけど、父と母はいなくなってた。そのあと国の保護を受けてあるお家うちの養よう子しに入ったけど、何の連絡もなかったわ。パンディアに来る十六歳までね」

　両親は今も村があった場所に埋うまっているのだろう。それか、魔物に喰われたのかもしれない。

　人の手で掘り出せるものではなく、死し肉にくの臭においに集まりだした魔物から逃げるため、生き残った人々は村を捨てるしかなかった。

（それでも、私は運がよかったんだわ）

　エリルは静かに目を閉じた。

　今でも雨が降れば思い出すし、あまりに強い雨には恐怖を感じる。地鳴りのような低い響きが聞こえれば無条件に身体が強こわ張ばってしまう。

　養よう父ふ母ぼとの暮らしは幸せなものではなかったが、住む場所があるだけよかった。

　命がある。それだけでありがたいことなのだと今は思える。

「だから、自分が精霊術士だと分かったときはすごく嬉うれしかったのよ。私も戦うことができる、誰かを助けることができるかもしれないって」

　連術士になり、蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやを目指せば、エリルの村のように見捨てられた場所に行くことだってできる。

　二年前、初めてパンディアに来たときはそんな希望と夢に満ち溢あふれていた。

「蒼穹の守護者になるのが夢で……、結局連術士になることもできなかったんだけどね」

　情けなさを隠すように自じ嘲ちようすれば、リトはぴたりと足を止めた。

「まだ目指せます。俺が退学になんてさせないから」

「退学以前の問題よ。私は連術士になれないことは分かってるし、もういいから」

「よくないです」

　強い口調で遮り、リトは黙る。

　ややあって面おもてを上げた。

　まっすぐ、射い貫ぬくような紺こん碧ぺきの瞳ひとみでエリルを見つめる。

「先輩、それ何回も言いますよね。連術士になるのはあきらめてる、私のことはもういいって。──よくないです。俺にとっては全然よくない」

　リトは間をおかず、口をつぐんだエリルに問いを浴あびせかけてくる。

「先輩、連術士になりたいんですよね？　それなら退学がどうでもいいはずない」

「そういう問題じゃないの、だって私は」

「だってじゃない。分かってる分かってるって何回も言うけど、全然分かってないように見えます」

「分かってなくても分からないと駄だ目めなの。どうやったって無理なんだから」

「無理じゃないです、これからだって目指せ……」

「だから、それができないの」

　だんだん苛いら立だってきて、エリルは少し強い口調で遮さえぎった。

　ここまでしつこく言われたのは初めてだ。ターニアだってここまでは食い下がらない。

　感情的にならないよう、一つ息を吐はいてからゆっくりと言い聞かせた。

「クローウェル君は納得できないかもしれないけど、私自身がもう十分だと思ってるの。守護者どころか連術士にだってなれないんだから、あきらめるしかないのよ」

「噓だ。先輩はそれでも連術士になりたいんだ。蒼穹の守護者を目指したい」

　まるで彼自身がそう願っているかのような強い声で言い切り、リトは足を踏ふみ出だした。

　自分が「あきらめろ」と言われているかのような苦しげな顔で、泣きそうなほどぎゅっときつく眉まゆ根ねを寄せる。

「そうじゃなかったら、こんな自分に言い聞かせるみたいに何回も繰り返したりしない！　俺、先輩にもういいって言われるたび胸の中がざわざわするんです。どうしてそんなこと言うんだろうって」

　──────どうして、だって？

　リトの言葉がもたらした衝しよう撃げきに、エリルはゆっくりと目を見開いた。

　目の前に立つ恵まれた少年を見上げ、ただただ呆ぼう然ぜんとした。

　この少年はいったい何を言っているのか。

　自分が天才であり、エリルが連禱のできない精霊術士の異い端たんであると理解しているのか。

（この子、私のことをちゃんと知ってるの……？）

　一年生まで噂が広まっているのだから、知らないはずはないだろう。

　それなのになぜ、どうして、などという言葉が言えるのか。

　エリルをからかい、蔑さげすみ、嘲笑う人間はたくさんいた。悲しい思いも悔しい思いもたくさんした。

　だが、彼らはエリルがどうあがいても力を振るえないこと、連禱できないことを理解してくれていたのだ。

　それを、この少年は理解していない。

　こんなに何もできないのに、どうしてお前は頑がん張ばらないのだと怒っている。

「────あなたには、分からないわ」

　精霊祭の旗手に選ばれても、迷めい惑わくだと言ってしまえる人間に共感できるはずがない。

　リトのように何もかも恵まれ、またそれを進んで手放そうとする人間に、やりたくてもできない、あきらめるしかない人間の気持ちなど分かるはずがない。

　涙がこぼれそうになり、エリルは深呼吸した。

「私だってあきらめたくてあきらめたわけじゃない。そうするしかなかったから受け入れただけよ」

「受け入れてない。先輩は口で言ってるだけで全然納得してない」

「してるわ」

「してません！」

「してる！　全部あきらめてるわ！」

　カッとなって言い返せば、リトは叩たたきつけるように叫び返した。

「じゃあ、どうして退学って言われてあんなに悲しそうな顔したんですか!?」

「────！」

「納得してるなら悲しむことなんかない！　あんなに、倒れそうになるぐらい悲しむことなんかないはずです……！」

　横よこっ面つらを張り倒されたような気がして、エリルは呆然と立ちすくんだ。

　唇を嚙かみしめたリトの顔は苦しげで、言われたエリルより、言ったリトの方がよほど泣きそうだった。

（なんで……）

　言いようのない混乱がエリルの心中を襲う。

　なぜここまで言われないといけないのか分からず、エリルは無意識に唇を開いていた。

「……じゃああなたがずっと一緒にいてくれるの？」

　まるで他人のように、冷ややかな声が滑すべり出でる。

　エリルにとって唯ゆい一いつ連禱できる相手であるリト。

　しつこく連術士を目指せ、蒼穹の守護者になるのをあきらめるなと言うなら、リトが常に側にいて戦ってくれるのだろうか。

　オルティスには帰らず。リト以外、他の誰とも連禱できないエリルのために。

「私のために蒼穹の守護者を目指してくれる？　それなら私は連術士としてやっていける。それとも、あなたのおまけとしてオルティスに呼んでくれる？　連術士として戦えることに変わりはないから、私はありがたいけど？」

　連禱する相手が変わらない蒼穹の守護者と、大人数を抱える連術士協会はあまりに違う。

　リト以外と連禱のできないエリルは、いくら強い力が出せてもお荷物になるに違いない。

　確実に協会長への道を進むリトの側にいるなら、オルティスの連術士協会はエリルにとって針はりの筵むしろになるだろう。

　リトとの連禱で見せたとてつもない力が必要になる場面はそうそうない。エリルはきっと戦いに出ることもなく、協会に居るだけの存在になる。

「──！」

　全身を揺らし、怯ひるんだように口を閉ざしたリトにエリルは笑いが込み上げてきた。

（やっぱりそうよね）

「無理でしょう？　私が連禱できるのはあなただけなのに、一緒にいることはできないの。退学も卒業も同じことだわ」

　泣いてたまるものか。

　エリルは大きく息を吐き、静かに顔を上げる。

（絶対に泣いたりするものですか……！）

　人前で無ぶ様ざまに泣き喚わめいて当たり散らすなど、エリルの誇りが許さない。それが誇れるものなど何もないエリルに残された最後の矜きよう持じだ。

　泣くのも喚くのも、全てぶちまけるのも精霊王の前でだけ。

　立ち尽くしたままのリトに向け、エリルは渾こん身しんの気力を振り絞ってにっこりと笑顔を向けた。

「私のことは本当に気にしないで。さようなら。また明日資料室でね」

　明日には、また何事もなかったように振る舞おう。

　うまく笑えたと安堵し、エリルはリトに背を向けた。





[image: ]






　追ってはこないだろうと確信していたが、エリルの足は速く歩くことをやめなかった。

　本当は走ってしまいたい。駆かけ出だして、一刻も早く誰もいないところへ行きたかった。

　男子寮の前を通り、女子寮の前も無視する。無人の訓練場も通り過ぎ、エリルは石いし畳だたみの道を踏ふみ割わるような勢いきおいで東の岩場へ向かった。

　とにかくリトの言葉に猛もう烈れつに腹が立って、悔くやしくて悲しくて。

　そうして心の勢いに任せて岩場に辿たどりついたのだが、結局柵さくの中に入ることはしなかった。

　罰ばつを受けている身だし、見つかればエリルだけの問題ではなくなる。担当教師であるハイヤーンにまで迷惑がかかるのではないかと危ぶんだからだ。

　大きく息をつき、エリルは聖せい山ざんの静かな風に目を閉じる。

　一人で歩いているうちに怒りに燃えていた頭も冷えてしまい、絶ぜつ壁ぺきと森を見下ろす木の柵に両手を乗せて悄しよう然ぜんとつぶやいた。

「…………振られちゃった……」

　もちろん恋愛的な意味ではない。

　よくよく先ほどのやり取りを思い返せば、感じるのは羞しゆう恥ちと自じ嘲ちようばかりだ。

（馬ば鹿かなこと言っちゃったな……）

　一緒にいてくれる？　など聞かなくても振られることは分かりきっていただろうに。

　リトのような天才に近づけ、連禱ができたことで無意識のうちに舞い上がっていたのかもしれない。

　怒りのままに、あなたには分からないわなどとぶつけたが、そんなことは当然だ。立場の全く違うリトにエリルの気持ちなど分かるはずがない。どうしてそういう思考に至いたるのかさえ理解できないだろう。

　きっと、リトは素直な気持ちでエリルを励はげましてくれただけなのだ。

　怯んだリトの表情を思い出し、エリルは無言で組んでいた手に額をつけてうなだれた。

（でも、あんなに露ろ骨こつに黙らなくても……）

　リトにとって受け入れられる話ではないと分かっているが、悲しかった。

　全部あきらめたはずなのに、本当の本当は、淡あわい期待をしてしまったのだ。

　ほんの少しだけ、「一緒にいます」と言ってくれるんじゃないか、と──。

（……そんなことあるはずがないのに）

　分かっていたくせに傷つく自分が情けなかった。

　学園の上部、精霊庁の主しゆ塔とうから鐘かねの音ねが響ひびく。

　寮の門もん限げんを知らせる夜七時の鐘だ。あたりはまだ明るく青空が広がっているが、いつまでもここにいるわけにはいかない。

　ため息をついて柵から手を離したときだった。

　落とした視線の先、森へと続く岩と岩の間をひょこひょこと黒い何かが動いている。

（……？　動物？）

　岩場の下部の先は切り立つ崖がけになっており、翼つばさでもない限り森には下りられない。

　いったいなんの動物だと目を凝こらしていたが、すぐにそれが人間の頭部であると分かった。

　誰かが、たどたどしい足取りで岩場を下っている。

　ときおり立ち止まり、何かを探すようにきょろきょろと辺りを見回すのは瘦そう身しんの、黒い服を着た男だった。

（フィロ先生？）

　黒いケープを羽は織おった男は、専攻科主任のセルマン・フィロだ。

　場に似つかわしくない人物に、エリルは目を瞬またたいた。

（まだ精霊庁に帰っていなかったのかしら。こんなところで何を……）

　生徒の下校時刻は五時、寮の門限は七時だが、教きよう師しは学舎に九時まで居残れる。とはいえ仕事の多い若い教師が主おもであり、九時を過ぎて学園の敷しき地ちにいるのは寮りよう監かんの教師だけだ。

　エリルは上からじっとその様子を眺ながめ、ふと疑問に思った。

（……フィロ先生、いつ岩場に入ったのかしら？）

　エリルがここへ来たのは、下校の鐘が鳴ってしばらくしてからだ。

　それから寮の門限になろうかという今までここにいたが、人の姿など見ていない。

　忽こつ然ぜんと現れたわけでもあるまいし、エリルが訪れるより前から岩場にいたのだろう。

　ふいに図書室での情景を思い出し、エリルは下から見られないよう後ずさった。

　フィロを協会長から降ろしたのは父なんです、というリトの言葉が脳のう裏りをよぎる。

（……ここで誰かと会うために待ってた？　それとも、何かを探してる？）

「──」

　エリルはしばし考え、意を決すると柵の途と切ぎれ目めから岩場へと入った。

　岩場の地理ならエリルに軍ぐん配ばいが上がるだろう。下っていくフィロを上から見下ろせる位置を選び、足音を立てないよう距離を詰めた。

「ああ！」

　突然フィロの引き絞ったような叫びが聞こえ、エリルはどきりとして耳を澄すませる。

　小石を蹴けって走る音がし、フィロの切せつ羽ぱ詰つまった声が岩場に響いた。

「君、コール君、ヒューグ君！　待っていたぞ！」

　慎重に覗のぞき込んだエリルは驚きよう愕がくした。

　登る手しゆ段だんが用意されていたのか、森へ続く崖を越えて専攻科の制服を着た二人の男が現れたからだ。

　小柄な赤髪の青年と、長身で茶色い髪の男。

　間違いなくエリルとリトを襲った二人であり、その片方を見れば記憶とぴたりと重なる。

　茶色の髪に酷こく薄はくそうな笑みを湛たたえた横顔。弱者をいたぶるのを好む顔だ。

（ルべウス・コール！　やっぱり死んでなかったんだわ──！）

　死人ではありえないしっかりした動きで近づいてきたコールは、皮ひ肉にくっぽい笑顔のまま駆け寄ってきたフィロを見下ろす。

「あまり大きな声を出さないでくださいよ。見つかると面めん倒どうだ」

「ああ、そうだろうな……！　早く私に説明をしてくれ！　こんな森にこそこそ隠れて、君達の目的はいったい何なんだ!?」

「何をそんなに慌てているんですか。リト・クローウェルと自分を切り捨てたオルティスを貶おとしめたいと言ったのはあんたでしょう？　俺達は従したがっただけですよ」

「違う！　お前達の方から話を持ちかけてきたのではないか！　自分達は卒業生だからばれやしないと……！　死人を騙かたっているなんて私は聞いていなかったぞ!?」

　エリルは固かた唾ずを吞みながら話を聞いていた。

　ヒューグと呼ばれた赤髪の青年は無表情で一言も言葉を発しないが、こちらも死んでいるようには見えない。

（フィロ先生……悪いことをするのに、片かた棒ぼうを担かつぐ相手が何者かも調べなかったの？）

　旨うまい話をちらつかされ飛びついたのだろうが、あまりに迂う闊かつすぎる。

　このままではフィロはリトやエリルの二にの舞まいだ。いくらコール達の方から寄ってきたのだと訴うつたえても、きっと誰も信じない。「死んでいるではないか」と言われておしまいだ。

　フィロの声は震え、コールの両腕を摑んで必死に懇こん願がんする。

「もう十分だ、クローウェル君は精霊祭の旗手を降ろされた、もう十分だ！　私は連術士の資格を失うしないたくはない！　これ以上私に関わらないでくれ！」




「もちろんですよ」




　突然、ルべウス・コールの声が奇き妙みように裏返った。

　金属に爪つめを立てるような、背せ筋すじがゾッとするような声だった。

　不ふ快かいさにエリルは身を竦すくめ眼がん下かを見下ろしたが、そこには変わらず哀あい願がんするフィロと悠ゆう然ぜんと立つコール、そして影のようなヒューグしかいない。

（──いまの、誰の声……？）

　無意識のうちに鼓動が速まり、エリルは耳を押さえたまま唾を吞み込む。

　一瞬のうちに人が入れ替わったのだと言われた方が納得できる。

　フィロも驚いたように凍りつく。

　目の前に立つルべウス・コールの口から、人間の声とは思えないほど耳みみ障ざわりな、金属がこすれ合うような音が聞こえたからだ。

「もうあなたも俺達もいらないそうなんですよ。あなたのおかげでリト・クローウェルはパンディアの結界を破ってくれた。絶ぜつ好こうの機会が訪れました。あとは私達もあなたも死ねばいいそうです」

　突っ立ったままのルべウス・コールの身体が、仰のけ反ぞるようにぐらりと傾かしぐ。

　驚いたエリルが腰を浮かせた瞬間。

　音を立てて彼の背を黒い何かが突き破った。

　それは地から生えた槍やりのようにルべウス・コールを串くし刺ざしにし、脳のう天てんを突き抜け、同時に背から飛び出していく。黒い液体と肉にく片へんを撒まき散らせながら頭ず蓋がいが嫌な音を立てて変形し、背から蝙こう蝠もりのような六枚の巨大な翼が次々と姿を現す。

「ヒッ…………！」

　さらに側にいたヒューグの肉体が泥どろのように溶とけ崩くずれ、フィロは痙けい攣れんしながら後ずさる。

　エリルとフィロの眼がん前ぜんで一人の人間であったヒューグは消しよう滅めつし、ルべウス・コールは全く未み知ちの生物へと変化していった。

　竜りゆうのような硬かたい鱗うろこに覆われた頭蓋には濁にごった紅い瞳が光り、背に六枚の黒い翼を持ったその姿にフィロの歯がガチガチと音を鳴らす。

　六枚の翼を羽ばたかせ咆ほう哮こうを上げた魔物と同時に、フィロは絶ぜつ叫きようしていた。




「異い種しゆだ──────────────────ッ!!」

（フィロ先生!!）

　怖いだとか逃げなければと思う以前に身体からだが動いていた。

　立ち上がったエリルは眼下に向けてありったけの声で叫ぶ。

「汝なんじ　災さい厄やくを遠ざけ　大地空界を鎮しずめませ！」

　フィロめがけ襲いかかる異種を弾はじくように、エリルの祝しゆく詩しは盾たてのような結界を出現させる。

　通常の連れん禱とうすら効きかない異種をどれだけ抑おさえることができるのか。

　予想どおり異種と激げき突とつして砕くだけた光の盾たてに、エリルは悲鳴のように叫んだ。

「先生、逃げて！」

「ヒィッ!!」

　エリルに指示されるまでもなく、フィロは四よつん這ばいのまま岩場を登っていく。

　大声に反応したのか、異種は攻こう撃げき対象をフィロからエリルへと変更した。ルべウス・コールの姿であったときは完全に人間の思考を持っていたのに、今はまるで違う。野生の獣けもののように直ちよく情じよう的てきで本ほん能のうに即そくした動きだった。

（クローウェル君が聞いた話は噓じゃなかった──！）

　フィロから遠ざかるように岩場を逃げ、エリルは懸けん命めいに異種の攻撃から身を躱かわす。

　リトが聞いたというコールの弟の話は本当だった。ルべウス・コールは確かに死んでおり、なんらかの力で奇き怪かいな化け物へと変えられてしまったのだ。

　エリルは結界を張り、息を切らせて岩場を走るが、翼を持つ者から逃げ切れるはずもない。

（もう無理──────！）

　鎌かまのように湾わん曲きよくした鋭するどい腕が皮ひ膚ふを掠かすめ、限界を悟さとったエリルは最後の手しゆ段だんとして目指していた場所へ滑すべり込こんだ。

　それは自然が造り出した、天然の洞どう穴けつだった。開かい口こう部ぶは狭く、エリルが通れるか通れないかほどの隙すき間ましかない。

　エリルが穴の中に身を押し込むや否いなや、凄すさまじい衝撃が岩場全体を揺らした。

　背筋に震えが走るような不快な咆哮が響き渡り、二度、三度とあたりが激げき震しんする。悲鳴より先にエリルの口を突いて出たのは結界の祝詩だった。死ぬわけにはいかないという執しゆう念ねんが勝った。

　すでに岩に囲まれているため、守ることのできる範囲はエリルの身体だけだ。

　結界を張ったとはいえ、崩れ落ちる岩が容よう赦しやなく頭上に降ふり注そそぎ周囲を埋めていく。揺れる足元に立っていることもできず、エリルは悲鳴を上げて岩肌にしがみついた。

　断だん続ぞく的てきに襲いかかってくる激しい振しん動どうは、とても一体の魔物だけのものとは思えない。

（意識を失ったら死ぬ！）

　歯を食いしばり、エリルは懸命に結界維い持じに努つとめる。

　その一心で恐怖に耐たえていたが、ふいに、ぴたりと揺れが収まった。

　聞こえていた咆哮も消え、あたりは不ぶ気き味みなほど静まり返っている。耳を澄ませたが、荒あれ狂くるう自分の心臓の音しか聞こえない。

　もう異種はあきらめたのだろうか。

　おそるおそるきつく閉ざしていた目を開いたエリルは愕がく然ぜんとした。

　目を開いたはずなのに、周囲は変わらず暗闇だったからだ。

「噓……ッ……！」

　冷や汗が噴き出し手を伸ばそうとしたが、肘ひじを伸ばしきるまでもなく岩にぶつかる。

　前も、後ろも、右も左も、上さえも。

　押しても叩いても一人では動かせない、と気づいた瞬間全身からざっと血ちの気けが引いた。

「閉じ込められた…………！」

　異種の攻撃からは逃のがれられたが、出ることができない。

　一ひと筋すじの光も入らない暗闇の中で、エリルは震えを堪えきれず悲鳴を上げた。
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　それを最初に見つけたのは、パンディアの村の子供達だった。




　山や羊ぎを裾すそ野のに放ほう牧ぼくし、一緒に遊んでいた子供達は遠くの空を見上げ指を指す。

　数日前、大人達が破れた割れたと大騒ぎしていた東の空から、黒い何かが次々と入り込んできたのだ。

　それは空を飛んでいるが、羽ばたきも滑かつ空くうもしない。

　鳥ではない証しよう拠こに、翼はなかった。

　胴どうから突き出るのは黒くろ鋼がねのような短い鰭ひれであり、尾をくねらせて空をゆったりと遊泳する姿はまるで古代魚である。

　硬い突とつ起きに覆われた醜みにくい頭部は一ひと抱かかえもあり、落ち窪くぼんだ暗い瞳で獲え物ものを探す怪かい魚ぎよの前には異形の魔物がいた。先せん導どうするように六枚の翼を羽ばたかせ旋せん回かいするそれは、遠目には人間のように見える。

　二本足で立つことを前ぜん提ていにした骨こつ格かくは、全てが黒い。極端に曲がった背骨からは蝙蝠に似た翼が突き出し、だらりと下げられた両手は鎌かまのように湾曲している。

　精霊王の結界内を飛び回る六ろく翼よくの魔物に合わせ、二体、三体、と増えていく大きな魚ぎよ影えいをパンディアの子供達はただ目を丸くして眺めていた。




　呼び寄せられるように増えていく、初めて目にする異種の群れを。
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　けたたましく精せい霊れい庁ちよう主しゆ塔とうの鐘かねが鳴り、寮りように帰っていた学生達が悲鳴を上げながら中央棟とうへ駆かけ込こんでいく。

　パンディア上空に現れた異い種しゆは動く影を見つけたのか、真っ先に人の多く集まる寮棟を狙ねらってきた。

　鋭するどい牙きばと学園の石壁も砕くだく尾で次々と寮を破は壊かいし、餌えさ箱ばこに首を突っ込むがごとく黒い頭部をねじ入れてくる。誰もが逃げまどい、転がるように寮を飛び出していくが、敵は三体だ。

　実戦経験のある専せん攻こう科か生せいや寮を守る数人の教師が応おう戦せんしたが、通常の精せい霊れい術じゆつが効ききにくい上に治ち癒ゆが異常なほど速い。怪かい魚ぎよに傷きずをつけることもできず、逃げる生徒が喰くわれないよう注意を逸そらすのが精一杯だった。

「中央棟へ行け！」

「急げ、守しゆ護ご者しやが結界を張っている！」

　休む間もなく波のように連れん禱とうを浴びせながら、下級生を守る専攻科生や教師達は口々に叫さけんだ。

　縁よすがとなるものが堅けん固ごであればあるほど、空間を守る結界は効こう力りよくを増す。

　生徒達は壊された寮を捨て、すでに魔物を防ぐ結界の張られた中央棟を目指して走った。

　寮に残っていても喰い殺されるだけだ。

　中央棟へ、を合言葉に下級生達は決けつ死しの思いで異種の攻こう撃げきを搔かいくぐり、教師や専攻科生に守られながらひたすらに駆けた。
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　結果的に、最後に逃げてきたのは一番東にある女子寮の生徒達だった。

　比較的早く避ひ難なんし、大だい講こう堂どうで点てん呼こを手伝っていたユークはじりじりと焦あせる気持ちを抑おさえ、駆け込んでくる生徒達の氏名を照しよう合ごうしていた。

　男子寮はすでに退たい避ひがすんでいるので、現在大講堂に入ってくるのはほとんどが女子生徒である。

（あいつ、なんで避難してないんだ!?）

　西せい翼よく東とう翼よく、男子寮はもう無人のはずなのにリトがいないのだ。

　今日は一足先に資料室を出たエリルを追って、図書室に行った。邪じや魔ましないでやろうと一人で行かせたのだが、下校時刻を過ぎても寮に帰ってこない。エリルと話し込んでいるのかとも考えたが、寮の門もん限げんを過すぎるまではないだろう。

（どこ行きやがったんだ、あいつ！）

　舌した打うちし、最後の避難者と思われる女子寮の学生が見えたときユークはあっと反応した。

　専攻科の生徒達と一緒に講堂へ入ってきたのは、エリルの親友ターニア・イムセントだ。

　長い黒髪は乱れ、何かに引っかけたのか制服もところどころ切きり裂さかれている。さすがは天才と呼ばれた少女だ、専攻科生や教師に交まじって最後まで寮に残って戦っていたのだろう。

　まだ基き礎そ科か生であっても自分の能力を熟じゆく知ちし、責せき務むを投げ出さないターニアに感心してユークは駆け寄った。

「ターニア先輩！」

「眼鏡めがね！」

　こんなときにもその綽あだ名なかと緊きん迫ぱく感かんが途と切ぎれそうになったが、そんな場合ではない。

「先輩、エリル先輩は？　ご一緒では？」

　戦えないエリルが最後まで寮に残るのは不自然だったが、念のため聞いてみると案あんの定じようターニアはさっと顔色を変えた。

「──！　噓うそ……、あの子避難してないの？　寮には帰ってなかったから、絶対ここにいると思ってたのに……！」

「とりあえず、今の時点では来ていません。さっき医い務む室しつも確認しましたが、姿はありませんでした。ついでにリトを見ませんでしたか？」

「駄だ犬けんなんて知らな……、っ！　まさかエリルと一緒にいるんじゃ!?」

「いえ、それはありえません」

　ユークは即そく座ざに否定した。

「もし一緒ならさっさと先輩を避難させてるし、リトが自分で戦うかしているでしょう」

　側にいれば全力でエリルを守るはずだ。絶対に安全な中央棟を目指す。

（それにリトとエリル先輩は連禱ができる。精霊王の結界を壊すほどなら、確実に異種相手でも戦えるはずだ）

　そう考えれば、むしろ一緒にいてくれた方がよかったのだが。

「そんな……！　駄犬とも別々だなんて……」

　珍しく泣きそうな顔をしているターニアを落ち着かせるように、ユークは冷静な口調で告つげた。

「でも合流する可能性はあります。エリル先輩のいる場所に心当たりはありませんか？　リトがそっちに向かうかもしれない」

「そんな、分からない……エリルが行きそうな場所なんて──……」

　涙を浮かべながら首を横に振るターニアの顔は、血ちの気けが引いて紙のように白い。いつもの気き丈じようさは微み塵じんもなく、細い身体からだは小刻みに震ふるえていた。

「あの子がよく一人でいなくなるのは知ってたけど、あたし、聞いちゃいけないと思って……。だって、あたし……！」

「そりゃそうだ。親友だからってなんでもかんでも打ち明けると思ったら大間違いですからね。ターニア先輩はいい友人です」

　ターニアは、自分が泣いていることにも気づいていなかったのだろう。

　よろめいた身体をユークに支えられ、その涙を指で拭ぬぐわれようやく我われに返ったらしい。

　白い頰ほおに血色が戻り、力強く手を叩たたき落とされる。

「勝手に触さわらないで！」

「元気が出たようで何よりです」

　ニッと笑えばとてつもなく悔くやしそうな目で睨にらまれてしまった。

（まあ、泣かれるより楽だな）

　これがエリルならいくらでも優しく慰なぐさめられるが、ターニアでは調子が狂くるう。

　泣いていても始まらないと気づいたのか、ターニアはぐいっと目め許もとを拭った。

「ぼけっとしてる場合じゃないわ、早く捜さがしに行かないと！」

「ちょっと待った、俺達が中央棟から出るのはまずいのでまずは先生に相談を」

「まどろっこしいわね！」

　文もん句くを言いながらも、エリルの行き先が分からない以上闇やみ雲くもに出るのが危険なことは分かっているらしい。

　その程度の理性は残っていたかとユークがほっとしたとき。

　盛せい大だいな悲鳴を上げながら、遅れてきた避難者が大講堂に飛び込んできた。

　全生徒の視線を一いつ身しんに集め、その人物は講堂に入るなり神しん経けいの糸が切れたかのようにごろごろと床に転がる。

　それは生徒ではなく、黒いケープを羽は織おった学園の教師だった。

　見知った顔にターニアは眉まゆをひそめる。

「フィロじゃない。何やってんの、アイツ」

　教師はすでに招しよう集しゆうをかけられ、学園に残っていた者も精せい霊れい庁ちように帰っていた者も教員室に集まっているはずだ。

　呆あきれ声を上げたターニアに、ユークもうなずく。

「精霊庁に帰ってなかったみたいですね。まったくどこに行ってたんだか」

「外に出てたんじゃないの？　こんなところに今ごろ逃げて来るなんて」

　なんとなく二人して眺ながめていると、切れ切れに悲鳴のような叫び声が聞こえてきた。

　東の岩場……異種が出て……私は戦ったんだ！　……あの落ちこぼれがああぁ……。

「………………」

「……………………」

「………………あのさ、眼鏡」

　長い沈黙ののち、ターニアは「念のため」と言わんばかりの表情でユークを見上げた。

「あんた、駄犬とエリルを襲った奴らの黒くろ幕まく誰だと思ってるの？」

「……まあ、ターニア先輩がハイヤーン先生から何か聞いていれば同じ人物だと思いますが」

「別に何も聞いてないわよ。どうせ駄犬かオルティスに恨うらみがある奴やつだと思ったけど？」

「あー、じゃあどのみち同じ人物ですねぇ……」

　ユークの返事をみなまで聞かず、ターニアは黒い髪をなびかせ歩きだした。

「ちょっ、ちょっと待ったターニア先輩っ！」

　遅まきながら、ユークは失しつ言げんを悟さとった。

　慌てて引き止めようとしたユークの手を振り払い、ターニアはずんずんと大講堂を突っ切っていく。

　その迷いのない歩調は周囲に怖おそれを抱いだかせ、集まっていた生徒達に自おのずと道を開かせるほどだ。

　フィロを囲む集団へと辿たどりつき、ターニアは傲ごう然ぜんと顎あごを上げた。

「どきなさい」

　専攻科の上級生もいるというのに、女王のごとき口調で命令する。

　円えん陣じんが素早く割れ、汗と涙にまみれひぃひぃと情けない息をもらすフィロの前でターニアは足を止めた。

「先生、このあたしが介かい抱ほうしてあげるわ」

　怯おびえながら顔を上げたフィロを見下ろし、底冷えのするような目で微笑ほほえんだ。
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　中央棟二階。

　学長室と続きになった一室では、基礎科の主しゆ任にんと専攻科の副主任が二人してじっと息を詰めていた。

　窓も調度品も何もない白い空間で、唯ゆい一いつ色を持つのは床に描えがかれた大きな青い六ろく芒ぼう星せい。

　二重円で囲まれたそのパンディアの象しよう徴ちよう紋もんが黄おう金ごんの光を放ち、やがて魔ま法ほう陣じんの中に一人の女が現れた。

「副学長！」

　緊きん急きゆう用ようの移動手段で学園に戻ったメリン・ベネット副学長は、険けわしい表情のまま光を失うしなった魔法陣を出て歩きだす。青いケープを翻ひるがえし、足早に歩を進める姿は殺さつ気き立っていた。

「副学長、精霊庁と村は……！」

「どちらも蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやが結界を張り終えました。生徒達の避ひ難なんは？」

「まだ点てん呼こ途中ですが、行方ゆくえ不明者が数人います。うち一人はリト・クローウェルです」

　副学長はその返事に唇を嚙かんだ。

　ありえないことが起こっている。

　現在の精霊王が聖せい山ざんに入って三百年。それより遙はるかに古い、それこそ何千年という長い間一度も魔物の侵しん入にゆうを許さなかったパンディアに、未み知ちの異い形ぎようが入り込んだのだ。

　険しい表情で学長室を出て、副学長は同じ階にある教員室を目指す。

　そこにはすでに教師達が集まっているはずだ。皆、副学長の報告を待ちわびているだろう。

　案の定、教員室の扉を開いたとたん中にいた人々が彼女のもとへ走り寄ってきた。

「副学長！」

　部屋にいたのは、行方不明のフィロを除のぞくパンディア国立連れん術じゆつ士し学園の全教員だ。

　総そう勢ぜい三十人ほどで、皆一様に不安そうな顔で副学長を取り囲む。

「副学長、長ちよう老ろう様はなんと仰おつしやっていましたか？　学園長のお帰りはいつに……!?」

「あれがオルティスに現れたという異種なのですか？　我々の精霊術が効きかないなら、いったいどう応おう戦せんすれば……！」

「蒼穹の守護者でも戦えないとはどういうことなのだ!?　なら奴やつらは何のためにいる！　早くしなければ我々は異種の餌え食じきではないか！」

　悲鳴のような声は高くなるばかりだ。

　恐きよう慌こうをきたしそうな教師達を片手を挙あげて制せいし、ベネット副学長は重おも々おもしく一同を見渡した。

「蒼穹の守護者は戦えないわけではありません。ただ、圧あつ倒とう的てきに数が少ないのです」

　現在パンディアに留とどまっている守護者はたったの三人。

「二人を村へ派は遣けんし、一人は精霊庁で結界を張っています。戦いに出すことはできません」

　学園に派遣されなかったのは、守護者と実力の伯はく仲ちゆうする教師が在ざい籍せきしていたからだ。それらを戦いに回し結界を弱め、生徒や村人など多くの人命を危険に曝さらすことはできない。

「副学長、我々全員で打って出ることはできないのですか!?　連術士の数だけは揃そろっているはずです！」

　若い教師達の血けつ気き盛さかんな訴うつたえに、だが、副学長は首を横に振ることで答えた。

「相手は私達の結界を壊すことができる異種です。精霊術にも耐たい性せいがある。ろくに傷を負おわせることもできないのに、守りのない状態で戦いに出るなど無む謀ぼうすぎます。私達がすべきことは無駄な犠ぎ牲せいを出さず、他国に散っている守護者の帰りを待つことでしょう」

　相手が従じゆう来らいの魔物、異種にしても一体であれば長老は全員で総そう攻こう撃げきを命めいじただろう。

　だが今はそうすべき時ではない。

　守りを固めるのが一番だと諭さとされ、沈黙した教師達に向けて副学長は表情を引きしめた。

「侵しん入にゆうしてきた魔物は四体。一体は六枚の翼を持つ人と翼よく手しゆ類るいの混こん合ごう型がた、あとの三体は魚ぎよ形けいです。一番力を持つ魔物が六ろく翼よくで、これが先日補ほ修しゆうした精霊王様の結界を内側から破り怪かい魚ぎよ達を招き入れたようです」

「──内側から……!?」

　上がりかかった甲かん高だかい悲鳴を制し、副学長は強引に続けた。

「学園長の帰き還かんは早くとも三日後。そのときには各地の守護者を連れて戻られるでしょう。それまで結界を保たもたせ続けることが重要で」

「帰りを待っている場合かッ!!」

　猛たけ々だけしい声で怒ど鳴なりつけ、年老いた教師は全身を大きく震わせた。

「内側から結界が壊されただと!?　では六翼の異種はすでに精霊王の結界を抜けていたことになるではないか！」

「破られたのなら守護者の結界など意味がない！　精霊庁は何を吞のん気きにかまえている！　起こっていることの意味が分かっているのか!?」

「学園長を今すぐ戻せ！　異種に襲われ全ぜん滅めつでもしてみろ、パンディアの権けん威いは失しつ墜ついするぞ!?」

「魔物を倒せないパンディアにどの国が従うものか────！」

　爆発するような怒ど号ごうが乱れ飛び、不安と恐怖を巻き込んで膨ふくれ上がる。

　だが、それらが弾はじけ飛ぶ寸すん前ぜんで一人の男が声を上げた。

「皆さん、どうかお静まりを」

　その低く落ち着いた声に、騒さわいでいた教師達がハッと口をつぐむ。

　副学長に詰め寄っていた皆が道を空あけ、輪から離れて立っていた一年生の実じつ技ぎ指導長官、アラン・ロッシが進み出た。

「今は国の名めい誉よを心配しているときではないでしょう。私達には生徒を守り、救きゆう援えんが来るまで生いき延のびさせる義ぎ務むがある」

　赤あか錆さび色いろの鋭するどい瞳ひとみに見み据すえられ、取り乱した年配の教師達はばつが悪そうに面おもてを伏せる。

　ロッシはこの中央棟を守る結界を張った人物であり、この中では一番能力が高い。若い上に守しゆ備びに貢こう献けんしている彼に諫いさめられれば、教師としての本分を忘れた者は黙るしかなかった。

　静まった教員室で、ロッシはその鋭い視線を副学長に向ける。

「幸いにして、怪魚は守護者の結界を破ることはできないようです。六翼が襲ってきたときのことを決めておくべきでしょう。あれがどうやってパンディアに侵入できたのかは分かりませんが、こうなった以上──」

「どうやってだか、あたしが教えてあげるわよ！」




　突然、激はげしい音を立てて教員室の扉が開かれた。




　油ゆ断だんしていた教師達は揃って飛び上がり、勢いよく振り返る。

　そして、戸口に立つ黒髪の美少女に息を吞のんだ。

「イムセントさん……！」

　教員室に乗り込んできたのは、三年生のターニア・イムセントだった。

　しかも一人ではない。

　ターニアは切れ長の瞳で会議中の教師達を睥へい睨げいし、乱暴に右手に摑つかんでいたものを室内に放り投げた。

「ひいいいぃぃ……！」

　情けない悲鳴を上げて床に転がったのは、専攻科主任のセルマン・フィロだ。

　襟えり首くびを持って引きずられてきたのか、詰つまった襟が伸びて口元まで上がっている。

「六翼がどうやってパンディアに入ったか教えてあげるわ。あれは人間に寄き生せい、もしくは人間に化けて結界をすり抜けてきたのよ。さあ、思う存分釈しやく明めいするといいわ！　あいつらを使ってリト・クローウェルを襲わせたセルマン・フィロ!!」

「ひいっ！」

　その場にいた全員が、うずくまるフィロに音がしそうな速さで目を向けた。

　いくつもの驚きよう愕がくと不ふ審しんの視線を全身に浴あび、フィロは怯おびえた顔で懸けん命めいに首を振る。

「ち、違う、私が異種を手引きしたわけではないッ！　あれは最初からパンディアにいたのだ！　本当だ、噓うそではない！」

「黙りなさい、この下げ種すが！　あんたがそんなものに頼ろうとするからこうなったのよ！」

　しゃべらせたくせに黙らせたターニアの一いつ喝かつに、背後から慌てたように手が伸びた。

「落ち着いてください、ターニア先輩。それじゃあフィロ先生がしゃべれないでしょうが」

　フィロを引きずったまま疾しつ走そうするターニアを追ってきたのか、汗を拭ぬぐったユークは立ち尽くす教師達に向き直る。

「フィロ先生が言うには、六翼の異種は去年の卒業生、すでに死亡しているルべウス・コールという人物に化けてパンディアに入り込んでいたそうです。リトとエリル先輩を襲ったのはそいつと、五年前の卒業生ルーシ・ヒューグでこちらも記き録ろくでは死亡しています。オルティスの協会長を降ろされたフィロ先生はそいつらに唆そそのかされ、リトを連れん禱とうで襲う計画を立てた。でも二人がすでに死んでいることをあとになって知り、東の岩場へ会いに行ったところ、話の途中で異種へと変化したそうです」

　ユークの説明もそこそこに、ターニアは黒髪を逆立てる勢いでフィロに迫った。

「エリルをどこにやったの!?　いい加か減げん吐はきなさい！　あんた落ちこぼれがどうのって言ってたわよね!?」

「し、知らん、私はそんなことは一言も言っていない！」

『待った』

　独どく特とくの声がターニアの怒りを遮さえぎった。

　教師達の輪を割って出てきたのは、エリルの担当であるグレイ・ハイヤーンだ。

　ハイヤーンは丸くなった水色の瞳で興奮しきったターニアを見つめる。

『レヴィスさんはまだ避ひ難なんしてないの？　それは本当？　イムセントさん』

「本当よ！　こいつが行方を知ってるはずなの！」

　指先を突きつけられ、フィロは床に尻しり餅もちをついたまま後ずさる。

　ハイヤーンは物静かな動きでフィロに視線を巡めぐらせた。

『本当ですか、フィロ先生？　レヴィスさんと会ったんですか？』

「会っていない！　私は落ちこぼれがどうなったかなど何も知らんッ」

『どうなったかじゃなくてどこに行ったかが聞きたいんですけど、状態についてなら何か知ってることでもあるんですか』

「し、知ら……、ヒィッ!!」

　鋭く空くうを切る音が響き、フィロが喉のどを反そらせて仰あお向むけに床に倒れ込んだ。

　目にもとまらぬ速さで放たれたハイヤーンの蹴けりが、フィロの喉を突ついたからだ。

　強く蹴ったわけではない。喉のど仏ぼとけに触れるか触れないかという一瞬で足は引かれたが、衝しよう撃げきは十分だった。

　恐怖と驚愕に起き上がることができないフィロに、ハイヤーンは無表情のままゆっくりと距離を詰める。

『知ってるなら早く吐はいてもらえますか？　でないと何しでかすか自分でもよく分からない』

「やめろ、グレイ！　乱暴はするな！」

　旧きゆう知ちの仲であるロッシは、ハイヤーンの様子に血けつ相そうを変えて取りすがった。

「これ以上近づくな！　レヴィスの行方は私が聞く！」

『アラン、ちょっとどいてくれる？　フィロ先生には僕が聞くから』

　ハイヤーンは難なんなくロッシを押しのけ、片手でフィロの襟首を摑んで無理やり立ち上がらせた。

　すでに半分力の抜けた男を、腕一本で持ち上げたのだ。

　細く、ともすれば優ゆう美びに見える青年とは思えない恐るべき腕わん力りよくだった。

　正面からハイヤーンと向き合うことになったフィロは、怯えたようにがくがくと激しく首を左右に振る。

「わ、私が悪いんじゃない、岩場にいたから、だから……！」

『異種が？　レヴィスさんが？』

「あ、ああ、あの落ちこぼれだ……！　異種が出たら、頼んでもないのにあの娘が現れて……！　わた、私は……！」

『うん、現れてどうなったの？』

「け、結界を……！」

『ああ、結界を張ってくれた。あの子がやりそうなことだ。で？』

「知らん！　結界を張って、そのあとは知らんのだ！」

『なんで？』

　自然な問いかけに、フィロはお前は馬鹿かと言わんばかりにカッと目を見開いた。

「私はすぐ逃げたのにそんなもの知るはずがないだろう!?」

　見守っていた教師達が同時に悲鳴のような息を吞んだ。誰もが一いち様ように青ざめ、ユークは前方にたたずむターニアの全身から怒りが噴き出すのを感じた。

『……お前の話を総そう合ごうすると』

　心を静めるように、ハイヤーンは一つ息を吞む。

『お前は異種が化けた人間を使ってリト・クローウェルを陥おとしいれ、相手が普通じゃないと気づき、確かめるためにこっそりと岩場で会った。するとそれが正体を現し襲ってきて、見ていたレヴィスさんが結界を張って庇かばってくれたのを置いて一人で逃げた』

　もはや誰も言葉を発しない。

　耳の痛くなるような沈黙が教員室を支配し、ロッシも副学長も紙のように白くなった顔で二人を見つめている。

『それで間違いないか？』

　凍いてつくような声に、逃げ切れないと悟さとったのかフィロは突然哄こう笑しようするように叫んだ。

「……ま、間違っているものかッ！　私は間違っていない！　間違っているというなら他にどうすればよかったのだ!?」

　唾を飛ばし、狂くるったように暴れながら喚わめく。

「た、た、戦ったって敵かなうわけがない……ッ！　相手は精霊王の結界を抜けるような異種だぞ!?　あの落ちこぼれは連禱すらできないのに、私にいったいどうしろというのだ!?」

　正当性を主しゆ張ちようするフィロに、ハイヤーンが大きく息を吸い込んだ。




『──ッ!!』

「汝なんじ　疾しつ風ぷうを率ひきいて　大地空界を────!!」




　ハイヤーンが拳こぶしを繰くり出だすのと、ターニアが祝詩を叫さけぶのが同時だった。

「！　やめろ、ターニア先輩！」

　ずっとターニアに注意を払っていたユークは成功したが、ロッシはハイヤーンを止めることができなかった。

　ターニアの口を塞ふさいだユークの目の前で、殴なぐり飛とばされたフィロが壁まで吹き飛んだ。

　壁に激げき突とつして白目を剝むいたが、ハイヤーンはさらに攻撃を加えるべく獣のような身のこなしでフィロに迫る。あわや惨さん事じになるかと思われたが、寸前で間に入ったロッシが体当たりでハイヤーンを押さえつけた。

「やめろ、グレイ！　こいつにかまっている場合ではない！」

『離せッ！』

　殺さつ気き立だつハイヤーンをロッシは正気に返らせるように怒ど鳴なりつけた。

「精霊庁に行け！　長老にエリル・レヴィスが東の岩場で襲われたことを話すんだ！」

『──！』

　効こう果かはてきめんだった。確かにフィロにかまうどころではないと気づいたのか、ハイヤーンの水色の瞳に急速に理性の色が戻る。

「早く行け！　私もすぐに行く！」

　フィロは一いち撃げきで失しつ神しんしており、これ以上ハイヤーンが制せい裁さいを加えるべきではない。処しよ分ぶんはのちほど精霊庁が決めることだ。

　ロッシに懸けん命めいに説得され、ハイヤーンは転がったフィロを見ることもなく副学長を振り返った。別人のように落ち着いた所しよ作さで一礼する。

『副学長、魔法陣を借ります』

「え、ええ！」

　ハイヤーンが風のように教員室を去るなり、ロッシは未だ激しくもがいているターニアに鋭い視線を向けた。

「キアン、イムセントを連れて講堂に戻れ！」

「はい！」

　まずはフィロから引き離すべきだろう。

　ユークは命令のままに、ターニアの口を塞ぎつつ教員室を辞じした。二人が出ると即そく座ざに錠じようが下ろされたが、ユークは油ゆ断だんせず一階に下りるまでターニアの口を塞ぎ続ける。ターニアならドアごと精霊術で吹き飛ばす可か能のう性せいもあったからだ。

　教員室から十分に離れ、ターニアの身体から強こわ張ばりが解とけたのを確認したユークは、階段を背に立って手を離した。

「何を考えているんですか、あんなところで精霊術を使ったらエリル先輩を助けるどころじゃないでしょうが！」

　叱しかり飛ばしたがターニアは無む視しだ。

　フィロをぶっ飛ばすことはあきらめたのか、さっさと背を向けて無人の廊下を走りだす。

「ターニア先輩、ちょっと話を……」

　奔ほん放ぽうぶりに呆れて細い背を追いかけたが、すぐさま言葉を切った。

　方向がまるで違う。ターニアは大講堂とは反対の方角へ走っている。

（……まさか）

　嫌な予感にユークは足を速め、ターニアの隣に並んだ。

「先輩、つかぬことをお伺うかがいしますが、いったいどちらへ？」

　まっすぐ前を向くターニアは反応もしない。予想はしていたが、ユークのことは完全に空気扱あつかいだ。

　ターニアは黙々と走り続け、中央棟と東翼を分ける歩ほ廊ろうへと差しかかる。

　なんのためらいもなく結界の外へ出ようとしたターニアに、ユークはぎょっとして細い腕を摑つかんだ。

「待て待て待て！　どこ行く気だ!?　講堂に戻れって言われただろうが！」

　うっかり先輩への礼れい儀ぎをかなぐり捨ててしまったが、ターニアはユークの手を振り払おうともがく。

「放しなさいよ！」

「エリル先輩を捜しにいくつもりですか？　東は最初に襲われた場所だし岩が崩れた音は聞いたでしょう!?　行くにしても先生か守護者達と一緒じゃないと連禱が……！」

「邪じや魔まよ。だいたい来てくれる人なんていない。あたし一人でかまわないわ」

「そういうわけにもいかないんですよ！　人の命が懸かかってるんだ！」

「あの子の命がね」

「あのな……！」

　聞き分けのないターニアに、我が慢まんの限界が来たユークは声を荒あららげた。

「じっとしてろ！　異種の強さを知らないのか!?　いくらあんたが天才でも一人で戦えるわけがないだろ！」

「やってみないと分からない！　ぼーっと待っててあの子が死んだらどうするの!?」

「エリル先輩が危ないっていうのは分かってる！　だがあんたが出ていくのは間違ってるっつってんだよ！　余計に面めん倒どうなことになるぞ!?」

「かまわないわッ！　あの子が死んだら、あたしの生きている意味がない!!」

「え、そこまッッ！　ッ!?」

　そこまでの友情なのか────!?

　という疑問は、途中でぶっ飛ばされた。

　突とつ如じよとしてユークの左頰に衝撃が走り、音を立てて、眼鏡が廊下の床に転がる。

　痛む左頰を手で押さえ、たたらを踏ふんだユークは呆然とした。

「な……っ」

（な────ッ!?）

　ターニアに、拳こぶしで、頰を殴られたのだ。
















　華きや奢しやな少女とは思えない重みのある拳に頰がズキズキしたが、いかんせん衝撃の方が強かった。

　ユークが真っ白になって固まる間に、ターニアは歩廊の扉を開き、恐れる様子もなく学舎の外へと飛び出していく。

「お、おいこらッ！」

（どうする!?）

　ユークはとっさに思考を巡らせた。

　教師に知らせるべきだが、教員室に戻っていてはターニアを見失う。彼女の生せい存ぞん率りつを上げるなら、一人で行かせず自分が側にいるべきなのだ。

　あんなに興奮していては、異種に見つかるのもおかまいなしに最短距離を突っ走るだろう。せめて学舎の中で身を隠しながら岩場まで誘ゆう導どうしなければ──。

（ああくそっ！）

　躊ちゆう躇ちよは一瞬だった。

「待て！　俺を連れて行け！」

　覚悟を決め、ユークは無む鉄てつ砲ぽうな天才少女のあとを追って講堂を飛び出した。
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　広い訓練場を突っ切り、ようやく岩場が見えたリトは木の柵の前でぎくりと足を止めた。

　眼下に見下ろす風景が、以前のものと様さま変がわりしていたからだ。

　綺き麗れいな段をなしていた岩場はほとんどが崩れ、落石の山と化している。その向こうに広がる森は、巨大な何かが低てい空くう飛ひ行こうしたかのように広こう範はん囲いにわたって木々がなぎ倒され、黒い煙けむりを上げていた。

　訓練場の端にいたリトにすら聞こえた轟ごう音おんと上がった土つち煙けむりで覚悟はしていたが、想像以上の壊かい滅めつ状態だ。

　────こんなところに生きた人間がいるのか？

　不吉な予感が脳のう裏りをよぎったが、リトは考えを振り払い叫さけんだ。

「エリル先輩！」

　大声を出すのは危険だと分かっていたがそうするしかなく、柵を越えて岩場に足を踏み入れた。

　いつもエリルがいるはずの、岩場の上部へと焦あせりながらも慎重に岩を登っていく。

（俺のせいだ……！）

　ここ数日一緒に帰り、エリルが女子寮に入るまで見送るのがリトの常つねだった。

　エリルはそんなリトに気づいて、別れたあとに石畳の道でもう一度振り返ってくれる。それが嬉しくて嬉しくていつも見送っていたのだ。

　それは言い争いをした今日だって変わらなかった。

　当然エリルは振り返ってくれなかったが、リトは見送り続け、そしてエリルが寮へ帰らず訓練場へ向かうのを見たのだ。

　──岩場に行くつもりだ。

　直前に起こったことを考えれば、行き先など一つしかない。

　追いかけようかと思ったが、あそこでエリルが何をしているかを知っていたため行くことはできなかった。

　きっと、エリルだって来られたくないだろう。

　それでも謝ることに時間を置きたくなくて、リトは訓練場の入り口でずっとエリルを待っていたのだ。

　そして聞こえた岩の崩れる轟音と、噴ふん煙えんのように上がった土煙。

　東の岩場で何かがあったのだ。そう悟って走りだしたリトの頭上を、何体かの巨大な影が横切って行った。

　影の正体を思い出したリトは身を震わせる。

（普通の魔物じゃない。あれは異種だ）

　六枚の翼や、空を飛ぶ魚が自然に近い姿を持つ従来の魔物であるはずがない。

　あのあと遠くから聞こえた建けん造ぞう物ぶつの崩れる音や悲鳴、怒号を聞く限り異種は寮へ向かったのだろう。

　この時間なら戦える人間が揃っているはずだが、死者を出さずにいられるだろうか。

　寮に戻るべきか迷ったが、いまさら戻ったところで間に合わない。

　それに、加か勢せいに入ったところでリトは長時間戦うことができない。

「エリル先輩！　どこですか！」

　自分が結界を破ったせいで異種が入って来たというなら、エリルを見つけること──。

　彼女と連禱することこそが、リトが責任を取れる唯一の方法だった。

「エリル先輩ッ!!」

　エリルが以前にいた最上部は魔物の攻撃を免まぬかれたようだが、無人だ。

　焦る気持ちをなだめ、もう一度崩れた岩場を下っていく。

　どこか違う場所へ逃げてくれたのだろうか。それならいい。そうであってほしい。そうに決まっている。

　だが、良い方向へ言い聞かせるよりも強く、考えてはいけないことばかりが容よう赦しやなく襲いかかってくる。

　森に落ちたのかもしれない。意識のないまま、この落石の下に埋もれたのかもしれない。

　すでに異種に喰くわれたかもしれない──────。

「エリル先輩ッ!!　いたら返事をしてください!!」

（生きていてくれるだけでいい）

　生きていてくれさえすれば、今度こそエリルに全てを打ち明けよう。

　家族から逃げ、国から逃げ、逃げたまま人生を終わらせようかとも考えた臆おく病びような自分のことを。

「エリル先輩!!」

　崩ほう壊かいした岩場で、リトは何度も大声で叫び続けた。
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　暗闇の中で岩肌に身を預けたたまま、エリルは泣き叫び疲れてうなだれた。

　身動きも取れない狭さで、腰を下ろすことはおろか体の向きを変えることすらできない。

　あたりは不ぶ気き味みなほど静かで、襲ってきたはずの異種が暴れる音も聞こえなかった。戦う音も何も聞こえない。完全な無音だ。

（空気って、どのくらいもつのかしら……）

　自分が目を開いているのか閉じているのかも分からない。ぼんやりと岩肌の冷たさに寄りかかりながら、そんなことを考えていた。

　どこかに風穴はあるのだろうか。全く光が見えないことを考えれば、ないのかもしれない。

　自分は、本当に死ぬのかもしれない。

　そう思うと涙と一緒に笑いが込み上げ、エリルは肩を揺らせて笑った。

（私、死ぬためにパンディアに来たのかしら）

　こんな場所で誰にも知られずに死ぬのかと思うと、情けなくて悲しくてどうしようもない。

　本当の寿じゆ命みようは八年前に尽つきていたのだろうか。精霊術士として力を与えられたのに、こんな岩場から出ることもできない。火の術も水の術も、風も土も。岩は一いつ所しよを崩すことはおろか、傷がついた様子もなかった。

　どんな精霊もエリルの祝詩には耳を貸してくれない。

（私、精霊王様を信じているつもりで、全然信じていなかったのかな……）

　力をもらったことを悔くやんだことはなかった。

　微び々びたる力でも、自分は確かに喜んでいたはずなのだ。

　だがそれは自分を偽いつわっていただけなのだろうか。

　半はん端ぱな力を与えられた。蔑さげすまれ、嘲あざ笑わらわれるような目に遭あわされたと、心の奥底では恨うらんでいたのかもしれない。だから精霊達は何も応こたえてくれないのだ────。

　エリルは静かに頭を岩肌にもたれかけさせた。

（クローウェル君と、喧けん嘩かして終わっちゃった）

　あきらめないでと言ってくれた人に、冷たい言葉で答えてしまった。

　今となっては後こう悔かいしか浮かばない。もしもまた会えるのなら謝りたい。

（ひどいことを言ってごめんなさい、って────）

　眠りにつくように、意識が徐じよ々じよに閉じていく。

　そのとき、ふいに誰かの声が聞こえた気がした。

（…………クローウェル君……？）

　リトが、自分の名を呼んだ気がしたのだ。

（空そら耳みみ……？）

　ふと薄うすれていた意識が戻り、胸を押さえ耳を澄すませるが声など何も聞こえない。

　助かりたいという自分の希望が聞かせた幻げん聴ちようだろうか。それとも、後悔の念が声なき声となって聞こえただけかもしれない。

　そう思い、再びうつむいたとき。

「エリル先輩！」

　先ほどよりも大きく声が聞こえ、頭の中の靄もやが吹き飛んだエリルは弾かれたように顔を上げた。

「エリル先輩！　エリル先輩────！」

　幻聴かと思ったが違う。声はこもって遠いが、どんどん近づいてくるのが分かる。

「エリル先輩、どこですか!?」

　はっきりと言葉が聞き取れ、エリルは一気に意識が覚かく醒せいするのを感じた。

「クローウェル君!!」

　腹の底から叫んだ。自分が出せる以上の声で呼んだ。

「クローウェル君！　クローウェル君！」

　岩を叩いて必死で呼びかければ、夢でも幻聴でもなく応こたえが返ってきた。

「エリル先輩、そこにいるんですね!?」

「ええ……！　すぐ、裏に……！」

　ちゃんと会話が成り立ったことに、安堵のあまり涙が溢あふれる。

　助かるのだ、と思うと声が震え、エリルは嗚お咽えつを堪こらえながら必死に声を出した。

「動けなくて……！」

「中で結界張ってください、岩をぶっ飛ばします！　力を加か減げんしますから、先輩の結界なら絶対大丈夫だ！」

　リトの力を知っているエリルは一瞬ひやりとしたが、すぐに考えを振り払った。

（──いいえ、ここで待ってたって死ぬだけよ……！）

　多少怪我してでも脱だつ出しゆつできる方がいいに決まっている。

　自分の結界なら大丈夫。それに、リトなら絶対にエリルを傷つけたりしない。

（大丈夫、クローウェル君と私の結界を信じて！）

「──分かったわ。お願いします！」

「はい！」

「汝　災さい厄やくを遠ざけ　大地空界を鎮しずめませ！」

　エリルは祈いのるように両指を組み、ありったけの力を込めて祝詩を紡つむいだ。

　自分の周囲、振り返ることもできない狭い空間だけがエリルの声に応じ、ぴったりと完全に閉ざされる。

　結界が自分を包つつみ込んだことを感じた瞬間、いきます！　という声が響いた。

「汝　光こう輪りんを率ひきいて　大地空界を砕さい破はせよ！」

　掌てのひらに炎ほのおを出現させるだけの初級術のはずが、リトが詠えい唱しようするだけで格かく段だんに違う力を帯おびる。結界を張っていても辺りの温度が一気に上がり、爆ばく風ふうを伴ともなって岩を砕くだいていく。

　目を瞑つむっていても目ま蓋ぶたの裏が赤く染まり、エリルの心身が凍こおりついたが、やがて射さし込こんだ光に血が戻った。

　風が頰に触れ、耳に音が戻ってくる。

　目の前に青空が広がり、エリルは自分が閉じ込められていたのは短い時間だったことを知った。

「エリル先輩！」

　砕くだけた岩を蹴り飛ばし、乱れた髪のリトが手を差し伸べる。

　名を呼びたかったのに、声が出ない。

　ただ震える腕を伸ばすしかできなかったエリルをすくい上げるように、リトは抱きかかえて岩の間から外へと出してくれた。

　足にも手にも力が入らない。地に下ろされ倒れかけたが、その前にしっかりした腕に抱きとめられていた。

「クローウェル君……！」

「よかった、無事で……！」

　リトはそのままエリルを胸に抱き寄せ、泣きだしそうな声でささやく。

　壊れてしまいそうなほどの力だったが、エリルにはそれが嬉しかった。

　ぎゅっと抱き合えば、止めようもなく涙が零こぼれてくる。

（温かい……！）

　冷え切り、凍りついていた全身が溶とかされていくようだ。止まっていた血が流れだすかのように身体中が熱を帯び、堪えきれなくなったエリルはリトの胸に顔を埋うずめ、声を上げて泣いた。

「怖かった！　このまま閉じ込められて死ぬのかと思って……！」

　広い背に腕を回し必死に縋りつけば、応えるように腕の力が強くなる。

「よかった……！　先輩が岩場へ行くのが分かったから、訓練場の前で待ってたんです」

「ごめんなさい……！」

　岩場など行くべきではなかったのに入ってしまったこと。

　そして、リトに冷たい言葉を浴びせたのにこうして助けに来てくれたこと。

　エリルの謝罪にリトは目を瞬またたいたが、すぐにそれどころではないと言うように空を見上げた。

「先輩、とにかくここを出ましょう。異種の群れが現れたんです」

「──異種！」

　とたんに、エリルは現実に立ち返った。災さい難なんに遭う前の様々なことが脳裏に甦よみがえる。

（そうだわ、フィロ先生は……!?）

「クローウェル君、フィロ先生には会った？　あの黒い翼の異種は私達を襲ったルべウス・コールで──！」

「会いましたけど話が要よう領りようを得ないので放しました。たぶん俺としゃべってるってことも分かってなかったと思います。詳くわしい話はあとで。行きましょう」

　今のところ東の空に異種の姿は見えないが、先ほど精霊術を使ったので音に惹ひかれて寄ってくるかもしれない。

　こんな足場の悪いところで異種に襲われればおしまいだ。おとなしく口をつぐんだエリルの涙を指で拭い、リトは安心させるようにもう一度抱きしめてくれた。

「みんなもう避ひ難なんしていると思います。とにかく先生達のところに戻りましょう」

　言うなり、まだ動けないエリルを自身の左腕に座らせるような形で抱き上げる。

　とっさにリトの首に腕を回してしまったものの、エリルは慌てて声を上げた。

「待って、自分で歩くわ。下ろして」

「立てますか？　足が動かなさそうだったから」

「でも、迷惑はかけられないもの」

　確かに足が萎なえたのか、うまく力が入らない。だがリトまで怪我をしては大変だ。

　しかしリトはエリルを離す様子はなく、にっこりと笑顔を向ける。

「俺、男ですよ？　先輩軽いし大丈夫です」

　なんと返事をすべきか言葉にできない間に、リトは右手で手がかりになる岩を探りながら器用に岩場を下りていく。

　まったく重さを感じさせないその動きに、エリルの全身から力が抜けた。

　リトに身を預けたまま、エリルは静かに肩を震わせる。

「先輩？」

「ごめんなさい」

　堪えきれずに流れた涙を拭い、しゃくり上げた。

「悔くやしいの……。精霊術士なのに、何もできなくて……！」

　命の危険に曝さらされたというのに、自分の身を守ることもできない。

　惨みじめだった。

　だが、小さなささやきがエリルに答えた。

「──俺もです」

「え？」

　聞き返したが、それは空から響いた獣のような声に搔き消される。

　岩場から脱出し、木の柵を越えた二人の目に遙か西の空を泳ぐ魚影が見えた。

　長い尾をくねらせて遊泳する奇怪な姿にエリルは短い悲鳴を上げる。

「なに、あれは……！」

「六翼の異種が俺達の破った結界の穴をまた開け、呼び込んだ仲間達です」

「なんですって!?」

　入り込んだ異種は六翼だけではなかったと知り驚きよう愕がくしたが、リトは冷静に訓練場脇わきの木こ陰かげに身を隠す。エリルを腕の中に囲い、険しい瞳で空を見上げた。

「俺とエリル先輩の連禱なら倒せるはずです。できますか、先輩？」

「私と!?」

　仰ぎよう天てんして、エリルはうろたえる。

「ま、待って、異種を倒すならロッシ先生とかそれこそターニアとの方が！」

「無理です。力が弱くなるだけだ」

　馬鹿なことを言うリトに、エリルは叱しかり飛ばすように顔を上げた。

「何言ってるの！　連禱するなら強い人と組んだ方がいいに決まって──！」

「俺はその二人と連禱できないからです」

（────え？）

　聞き返したつもりだった。

　だが、声は全く出ていなかった。

　唇をかすかに開いたまま沈黙したエリルに、リトはゆっくりと抱きしめていた腕を解とく。

　エリルと向かい合い、そして、はっきりとした口調で言った。




「俺は、誰とも連禱ができないからです」
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　意外にも、その言葉はすんなりと口から出た。




　呆ぼう然ぜんとしたエリルを見下ろし、リトは静かに大きな息を吐はく。

　エリルに軽けい蔑べつされるのではないかという恐怖はあった。

　だがそれ以上に、ようやく伝えられたという気持ちの方が強かった。

（ちゃんと、言えた）

　もっと苦しいかと思った。葛かつ藤とうし、どうしても言えないかもと思っていたのに。

「うそ……」

　エリルの丸くなった空色の瞳ひとみに、綺き麗れいだなんて場違いな感想を浮かべ、リトは笑った。

「噓うそじゃないです。今まで相手を上回る力を出して、ごまかしてきたんです」

　もう、全て言ってしまおう。

　エリルに罵ののしられても怒ど鳴なられても仕方ない。何もかも、自分の意い気く地じなさが招まねいた結果なのだ。

「だから、初めて先輩のことを知ったとき、ものすごい衝しよう撃げきを受けました」




　────あの先輩は、誰とも連れん禱とうすることができないんだよ！




　同級生の放った叫さけびは、呼吸を忘れさせるほどの力を持ってリトの心臓を撃うち抜ぬいた。

　自分以外にも連禱のできない人間がいる。

　大きな驚きと安あん堵ど。そして、喜びにリトは呆ぼう然ぜん自じ失しつの体ていでエリル・レヴィスという名だけを記き憶おくに刻きざみ込こんだ。

　自分一人ではなかった。

　他にも連禱できない精せい霊れい術じゆつ士しがいた。

（俺一人じゃなかったんだ────！）

　まさに天てん啓けいを受けたような心地ここちだった。

　それを知ってから、リトは常つねにエリルのことを考え続けた。エリルの情報を集め、姿を見られる機会は逃のがさず見つめ続けた。

　いつか話をしてみたい。近くへ行ってみたい。だが、連禱ができないことを隠したままの自分では、きっと前に立つことすらできないだろう。

　もしかするとエリルとは連禱できるのかもしれない。

　だが失敗したときのことを考えれば、言い出すことなどとてもできなかった。

　エリルを馬ば鹿かにする人々を憎にくみ、侮あなどる人を嫌けん悪おし、嘲ちよう笑しようする人をリトの力を見せつけることでねじ伏ふせた。

　そんなことをしてもエリルに何も届かないのは分かっている。

　届くのは、自分の「俺も連禱ができないんです」という言葉だけだと理解していたが、打ち明けることだけはどうしてもできなかった。

「俺が力に目覚めたのは去年の春で、ちょうどパンディアの入学式が終わったあとでした」

　実質、一年の入学準備期間があったことになる。

「俺の親は連れん術じゆつ士し協会に顔が利きく立場だったから、入学前からオルティスの連術士が指導してくれました。俺はパンディアに行く前からすでに能力が高かったし、連禱もできるんじゃないかと言われてやらされて……。そのときに、気づいたんです」

　口をつぐんだまま、一言も発しないエリルにリトははっきりと告げた。

「俺が、連禱ができないということに」

　初めて連禱詠えい唱しようしたときに、組んでくれた連術士が首を傾かしげた。

　何回か繰くり返かえし行い、とても不思議そうな、訝いぶかしむような顔をして言った。




　────おかしいな。術が弱くなる。




　一人なら十分な力が出るのに、連禱すると弱くなる。

　あのとき、真っ先に「無ぶ礼れいな」と叫さけんだのは兄だった。

　その声を皮切りに見守っていた人々がざわめきだし、リトは父に促うながされもう一度連禱をさせられた。

　連術士の言葉は、兄を憤ふん慨がいさせるようなものなのだ。父の顔を険しくさせ、母を不安そうに震ふるえさせることなのだ。

　それは困る、と単純に力を込めた。

　術に〝強くなれ〟と願い、自分の中を巡めぐる気力を一点に集めて放ほう出しゆつするように。

　先ほどとは段だん違ちがいに威い力りよくを増した連禱に、兄や父、母の表情が一転して明るくなったことだけは覚えている。連術士はまだ入学前のリトが出した力に驚きよう嘆たんし、とんでもない才能の持もち主ぬしだと褒ほめ称たたえてくれた。

（なんだ、これでいいのか）

　ぐったりと疲れ、目の前がくらくらするほどだったが安堵することはできた。

　組んだ連術士が「やはり精霊王様のお側に行くまでは力が安定しないのでしょう」と結論づけたため、兄や父は大いに納得していた。

　よかった、間違っていなかった。精霊達に願い、力を込めればいいんだ。これでオルティスのクローウェル家の息子むすことして相応ふさわしいことができる。

　十五歳の自分にとって大切なのは、何よりも家か名めいを汚けがさないことだった。

　父や兄の評価が世界の全てだったし、期待を裏切るなどあってはならない。

　だから、誰にも何も言わずにその場を凌しのいだ。

　漠ばく然ぜんと、連禱とは本当にこのようなものなのだろうか──と感じたことは言わず。




「自分の連禱がおかしい。そう気づいたのは、入学式の半年前にユークを紹介されたときでした」

　隣国アントワルドの学者の息子で、リトと同級生になる。

　仲良くしておきなさいと父から紹介され、彼と連禱練習をさせられたのだ。

「俺が連禱は疲れるって言ったら、あいつはこう答えたんです」




　連禱が疲れる？　単独で祝詩を使うよりも楽だろう？　半分の力で倍の威い力りよくが出せるんだから。




　そのときの衝しよう撃げきを何に例えればよかったのだろう。

　半分の力で倍の威力が出せる？　一人で使うよりも楽？

　周りの連術士達が同じ認識を持っていると知り、リトはさらに驚きよう愕がくした。

　では今まで自分がしてきたことは？

　自分が力を込めない限り弱くなるのなら、連禱はできていないことになるのでは？

　混乱を抱かかえたままパンディア国立連術士学園に入学すれば、言われていたとおりリトの力は飛ひ躍やく的てきに伸びた。それこそ基き礎その祝しゆく詩しで連禱並みの術が出せるほど。

　体力の消しよう耗もうは軽けい減げんしたが、やはり皆がするような連禱はできなかった。

　だから普段は力を抑おさえ、連禱のときだけ強く出すという方法を採とった。

　入学した当初はばれやしないかびくびくしていたが、日常は呆あつ気けなく平へい穏おんに過ぎていく。

　こちらが驚くほど皆は簡単に騙だまされ、全く気づかれるそぶりもない。

　────連禱とは、なんなのだろう。

　力と力が混ざり合って相そう乗じよう効こう果かを生むのに、誰も混ざり合わない力に気づかない。

　心の結びつきや絆きずなを感じることもなく、連禱できたかどうかはただ放たれた術の強さで決まるだけ。

　だんだんと連禱とはこんなものかと侮あなどるようになり、威力が増した術に馬鹿みたいに喜ぶ同級生にうんざりした。「君と連禱するととんでもない力が出るよ！」と喜ばれ、それはほとんど俺の力だと言ってやろうかと思った。

　だが、言えなかった。

「──俺も、連禱ができない自分が特とく殊しゆだと分かっていたから」

　リトは自じ嘲ちようし、うつむく。

「入学前に、ちゃんと家族に隠さず言っていれば俺の人生も変わったと思います。こんな背せ負おえないほどの期待をかけられることもなく、最初から先輩の味方として入学できた」

　親はがっかりし、リトの将来をあきらめただろう。連禱ができない精霊術士として、クローウェル家の面つら汚よごしになったかもしれない。

　だが、今思えばその方がよかったのだ。

「他の奴やつらは力を出さなくても、体力を消耗しなくても、まるで呼吸するみたいに簡単に連禱していく。俺みたいに授業が終わるたびに疲れたりしない」

　実技はリトにとって一番厄やつ介かいな授業だった。なるべく負ふ担たんを減らそうと手を抜くが、あまりに抜きすぎると感づかれるのではという不安が頭をもたげる。結果的に、体力も気力もすり減らし、終われば誰とも話したくないほどぐったりした。

「この先学年が上がれば実技の授業が増えるどころか、実戦だって加わってくる。そうなれば俺はどう戦えばいいのか。疲れたって魔物は待ってくれないし、命にだって関わってくる」

　危険はリトだけでなく、連禱を組む相手にも降りかかってくるだろう。

（早く言ってしまった方がいい）

　学園の中にいられる今なら間に合う。まだ一年生だ。言うなら早い方がいい。このまま不安を抱えて上級生になるより、噓うそを打ち明けてしまった方が絶対に楽だ。

「早く皆に真実を言わないといけない。そう頭では理解していたのに、どうしても言い出すことができませんでした」

　リトを見上げるエリルは瞬まばたきもしない。

　まだ驚きの中にいるだろうが、やがてその表情は怒りに変わるだろう。そのときを思いリトは目を閉じた。

「エリル先輩と連禱したときも、まだ騙すつもりでした」

　上位の術であっても、自分が本気で全力を出せばなんとか相そう殺さいできる。

　エリルは連禱ができないと知っていたが、リトが単独で全力を出せば力が大きすぎて騒ぎになってしまう。連禱という隠かくれ蓑みのを使い、なんとかしてごまかさなければならない。

　それに、自分と連禱ができたと噂されるのはエリルにとって悪いことではないだろう。

　そう思い、連禱の形を整えて全力を出した。

　あのときのことを思い出し、リトは自分の掌てのひらを見下ろした。

「それなのに、先輩とだけはできたんです。間違いじゃない。これが連禱だって分かったんです」

「──ええ」

　ずっと黙って聞いていたエリルは、ゆっくりとうなずいた。




　エリルも同じだったからだ。

　あのときの、魂たましいが混ざり合って一つになるような奇き妙みような昂こう揚よう感かんと浮ふ遊ゆう感かん。

「私も、あれが連禱だって分かったわ。経験したことがなくても」

　初めてだったが、疑う余よ地ちはない。

　話に答えたエリルにほっとしたのか、リトは瞳に力を込めた。

「俺、エリル先輩に憧あこがれてました。誰に何を言われても怯ひるまない、うつむいたりしない。どれだけ連禱ができなくてもあきらめたりせず、堂々としている」

「──私は」

　そんなんじゃない、と遮さえぎろうとしたエリルを、リトは制せいした。

「知ってます。それは俺が勝手に理想として見ていただけだ。本当の先輩は岩場で精霊王に向かって文もん句くを叫ぶような、すごく人間らしい人だった」

「うっ！」

　握られた弱みをつつかれ呻うめくと、リトはかすかに表情を和やわらげる。

「高こう尚しような人間ではないし、人並みに傷つき打ちのめされる。だからこそ──。先輩がそんな人だからこそ、俺は自分のことを打ち明けるべきだと思えたんです」

　リトの、吸い込まれそうなほど美しい紺こん碧ぺきの瞳がまっすぐエリルに向いた。

「精霊王の結界を破ったのは俺一人の力じゃない。先輩の力が加わったからなんです」

　エリルがいたから。

　リトは静かに頭を下げた。

「ずっと、黙っていてすみませんでした。もう一度、俺と連禱してください。俺は軽蔑されても仕方がないけど、異種を倒すために──。俺一人じゃ、絶対に敵かなわないから」

　エリルは何を言うべきか分からず、無言のまま立たち尽つくしていた。

　正直なところ、まだ心の整理がつかない。リトの連禱ができないという話は信じがたかったが、こんな状況で噓をつくとも思えず、また噓ではないという不思議な確信もあった。

　それに、一つだけ確かなことがある。

　息を整え、エリルはゆっくりとリトを見上げた。

「……クローウェル君は、私とは連禱ができるのね？」

　他の誰でもない。この学園でたった一人。

「はい。エリル先輩だけです」

　力強い返事に、エリルはそっと手を差し出した。

「本当に？」

「本当です」




　じゃあ────。




　と言った言葉は続かなかった。

「──！　エリル先輩ッ！」

　突然、リトがエリルの手を引いて横ざまに飛とび退すさったからだ。

　それとほぼ同時に黒い影が矢のように落ちてきて、先ほどまで二人が立っていた場所に激しい落らつ下か音おんを響ひびかせ突つき刺ささる。一本の太い槍やりと見えたそれが一瞬にして容よう積せきを増し、背に隠れていた六枚の黒い翼つばさが音を立てて開かれる。

　上空から二人を見つけ襲いかかってきたのは、ルべウス・コールを騙かたっていたあの六ろく翼よくの異種だった。

　いきなり手を引かれたエリルは体たい勢せいを崩したが、それを受け止めたリトも訓練場の硬かたい砂地に転がる。

　二人がすぐさま起き上がろうと手をついたときには、すでに黒い鎌かまのような腕が目の前まで迫せまっていた。

　間に合わない────！

　とっさにエリルが目を瞑つぶった瞬間、高く澄すんだ声と力強い声が同時にこだました。

「汝なんじ　蒼そう穹きゆうに遍あまねく咆ほう哮こう者しやよ！　御み力ちから示しめし　天地一いつ切さいをひれ伏ふさしめよ！」

「其そは無形にして自在！　比ひ類るいなき生命の王よ　奔ほん流りゆうを導き貫つらぬけ！」

　風と水。

　二つの祝詩が広大な訓練場に響き渡り、突とつ如じよとしてエリルとリトの周囲を突風が吹き荒れた。

　鋭い刃やいばのような水流が襲いかかろうとしていた六枚の翼を貫く。嵐のような風に煽あおられ六翼の異種が空へと吹き飛ばされ、その悲鳴を耳にしたエリルは驚いて目を見開いた。

「ターニア！　キアン君!?」

　時間を考こう慮りよして連禱ではなかったが、天才と呼ばれるターニア、そして十分な実力を持つユークの術は高い効こう力りよくを発した。

　もちろん単独の術では異種を倒すことなどできない。翼についた傷はすぐに塞がり、異種は奇き声せいを発しながら空へ逃げたが牽けん制せいとしては十分だった。

「ユーク!?　なんでここに……！」

　呆然としたリトの質問に答える暇ひまはないらしく、二人のもとへ飛び込んだユークは空を見み据すえ手を掲かかげる。

「話はあとだ！　お前はエリル先輩と連禱しろ！」

　その側で、ターニアが黒い瞳を煌きらめかせ挑ちよう戦せん的てきに笑った。

「ちょうどいいじゃない！　全部来るわよ！」

　六枚の翼を羽ばたかせ、遙はるか空を旋回する黒い異種。

　そして、三方向からエリル達のもとへ集まりくる、巨大な怪魚達。

（私が、今から連禱を……!?）

　まずは学舎に戻ると考えていたので焦あせりを隠せない。

　失敗すれば死ぬかもしれない。リトだけでなく、ターニアやユークまで巻き込んでしまうかもしれない。

（────いいえ）

　そんな悪い予感を心の奥底に押し込め、エリルは大きく深呼吸した。

（大丈夫、怖がらないで。私はクローウェル君となら連禱できる──！）

　今やろうがあとでやろうが同じことだ。

　不安を覚える必要などない。

　気持ちを察さつしてくれたのか、リトがエリルの手を取る。あのときと同じ、大きな掌から熱が伝わった。

　同じように、リトにも自分から何かが伝わっているのだろうか。

　リトと共に立ち上がり、覚悟を決めたエリルはまっすぐに空を見上げた。

「ごめんなさい。私、倒れてしまうかもしれないわ」

「いいですよ。俺が支えますから」

　冗じよう談だんぽくも頼もしい言葉に、エリルは笑った。

「気を失うの覚悟で思いきりやってみてもいい？」

「もちろんです。俺も、やってみたい」

　そう言ったリトの顔は、これまで見たことないほどの自信に輝かがやき、不ふ敵てきで、だがたとえようもなく魅み力りよく的てきだった。

　自分に、どれだけのことができるのか。

　どこまで力を出すことができるのか。

　二人は微笑み、繫つないだ手を掲げ、同時に空を見上げた。




「誰ともできなかった、〝連禱〟っていうものを────！」




「リト！　エリル先輩！」

　ユークの声が聞こえる。

　ターニアが吼ほえた。

「思いっきりやりなさい────!!」

　失敗したってかまわない。

　あきらめたことも、悔くやし涙も、怒りを覚えたことも。

（────全部全部これに込めてやれ──────！）

　主しゆ導どう者しやであるリトが叫ぶ。

「連禱三百十二番！」

　精霊が応えなかったらどうしよう。力量的にまだ使えないだろう────。

　そういったことを一切何も考えなかった。

　火の最上位連禱を詠唱するのに、失敗の文字は頭の片かた隅すみにも浮かばなかったのだ。

「太陽は何処いずこに在ありか　中ちゆう天てんの空を仰あおぎ見つ！」

　リトが声を張り上げ、エリルは滑なめらかに追うように連禱に加わった。

「実げに　彼らは全てを吞のみ込こみ　光によりて暗闇を駆く逐ちくする！」

「蒼穹を渡る　生死の具現よ！」

　ターニアとユークが巧みに術を使って六翼を逃がさないよう引きつけ、攻撃からリトとエリルを守る。

　派は手でな戦いに吸すい寄よせられるように、怪魚達が訓練場の上空へと集まりくる。

　それらも見えなくなるほどの集中力で、リトとエリルは自分達の声だけに全てを傾かたむけた。

「来ませ　暁あかつき　輝く君よ！」

「祭さい祀しの御み旗はたを掲げ　来ませ君よ！」

　連禱は成功する。そんな、不確かなのに絶対の自信────！

　二人はぴたりと声を重ね合わせ、世界に響き渡れとばかりに全身全ぜん霊れいで叫んだ。




「────　来ませ光よ　我らを護り　かつ祝福せよ　────!!」
















　二人の連禱によって現れたそれは、炎ではなかった。




　形など伴ともなわない、真っ白な光。

　通常であれば激しい紅ぐ蓮れんの炎として現れるはずの連禱三百十二番は、パンディアの上空に全く別の形で顕けん現げんしたのだ。

　精霊術において火の力を司つかさどる源みなもとは太陽。

　世界の熱ねつ源げんの全てであり、燃もえ盛さかるものではなく、放出される白はく熱ねつの光。

　火の最上位連禱はその祝詩が示すとおり、擬ぎ似じ的てきな太陽を空間内に降こう臨りんさせる術だった。




　二人が連禱を完成させるや否いなや、祝詩が讃たたえる句くそのもののように、パンディアの空を真っ白な閃せん光こうが包つつみ込こんだ。

　まるで本物の太陽が現れ出たかのように世界は眩まばゆい光に満ち、それは空を泳ぐ怪魚達を一瞬にして焼き尽くす。まるで影が光に覆い隠されるかのように音もなく、おそらく魔物達にとっても何が起こったのか分からないうちに、その姿は粒りゆう子しとなって搔かき消えてしまった。

　三体の怪魚、六翼の黒い異種を吞み込み、白い光は空へと突き抜けていく。

　聖山を越えて、精霊王の張った結界を粉こな々ごなに打ち砕き、世界中を白く染めながら凄すさまじい速さで消えていった。




　呆然と空を見上げるエリルの上に、硝子ガラスの破は片へんのような輝かがやく透とう明めいの欠片かけらが降ふり注そそいでくる。

　全身の力が抜け落ちても、意識ははっきりとしていた。

　真白い閃光が消えたあと、世界にはいつもの優しい太陽の光が戻りつつあった。

　動くものなど何もない。

　時間が止まったかのような、一いつ切さいの生物が幸福の中に息いき絶たえたかのような穏おだやかな静けさの中で、ただ、結界の欠片だけが太陽の光を反はん射しやして煌きらめいていた。

　かすかな音を立てて降り注ぐそれを浴びるように、エリルは天を仰あおいだ。

（できた……！）

　体中から気力が流れ出ていく。

　立っていられなくなったエリルを、力強い腕が抱きとめる。それでもエリルは空から目を外はずさなかった。

　夢じゃない。

　自分はリトと連禱し、異種の魔物を消し去ったのだ。

「私、戦ったんだ……！」

　リトの腕の中に倒れ込み、エリルは泣いた。

　いつも岩場から見上げていた空は綺き麗れいで、結界が張られているなんて意識したこともなかった。

　それなのに、いま目に映るそれはまるで違って見えたのだ。

　驚くほど高く、果てがない。こんなに高ければ、どこまでも行けるのではないかと思うほどだった。

「先輩！　エリル先輩、大丈夫ですか！」

「エリル！」

「エリル先輩！」

　リトやターニア、ユークが駆け寄り、懸けん命めいに声をかけてくる。視線を戻せば必死にエリルを覗のぞき込こむリトがいた。

　力を使い果たしたエリルとは逆に、全く疲れた様子はない。

　遠くから声が聞こえ、見れば訓練場の入り口からハイヤーンとロッシが駆け寄ってくる。

　ああもう大丈夫だと実じつ感かんでき、エリルは倒れながらリトへ語りかけた。

「ごめんなさい」

「先輩、しっかりし……！」

「ひどいことを言って、ごめんなさい」

　リトの声を遮さえぎるように謝罪すれば、紺碧の瞳が驚いたように見開かれる。

　この世には夢を叶かなえられない人間がたくさんいる。何かになりたいと思って努力しても、絶対に叶わないものがある。

　連禱のできないエリルが守護者を目指していたように。

　ありえないような力に恵まれたリトが、その力を放ほう棄きしたがったように。

「あなたの気持ちも考えずに……！」

　旗き手しゆになりたくないと吐と露ろしたリトに、エリルは軽々しく「そんなことを言わないで」と叱しかってしまった。

　素晴らしい力を与えられたのに、彼はそれを無む駄だにしようとしていると思い、自分は確かに怒りと妬ねたみを感じたのだ。

（クローウェル君がどんな不安の中にいたのか知りもせずに────！）

　連禱できないにしても、エリルのように力がない方がましだっただろう。

　なまじ力があるために、リトは誰にも打ち明けられず、隠さざるをえなくなったのだ。

　リトは何も言わずエリルを見下ろしていたが、やがて泣き笑いのように顔を歪ゆがませた。

「先輩が謝ることなんて何もありません。俺が苦しかったのは、全部俺自身がしてきたことの結果だ。────だから、先輩も言ってください」

　え、と声のない声をもらしたエリルに、リトは真剣な顔をした。

　懇こん願がんするように、エリルを抱く腕に力を込める。

「もう一度言ってください、俺に。今度は絶対に逃げない。絶対先輩に答えます。あと一回でいい。逃げてしまった俺に、もう一度だけ答える機会を与えてください──！」

「──！」

　もういい。

　また沈黙されて傷つくのはたくさんだ。

　だが、言おうとした言葉は全て声にならず、エリルはただただリトの瞳を見つめ返した。

「……噓」

　もういい────と、答えようとした唇くちびるは別の言葉を紡つむいだ。

「……叶わないからあきらめるなんて、噓」

　抱きとめてくれる腕に縋すがりつけば、涙が頰を滑すべり落ちる。

　何もかも見み透すかすような紺碧の瞳を前に、エリルはゆるやかに頭を振った。

「全部、全部噓よ。あきらめてるなんて噓」

　リトと連禱できたと知ったとき、本当は嬉しかった。夜も眠れないほど嬉しかったのだ。

　リト以外の人とは連禱できないから、どうせ叶わない。リトとは身分違いだから、あきらめないといけない。

　そう言葉にして自分に言い聞かせても、全然抑おさえられなかった。

　連禱ができないからあきらめるのかと自らに問えば、「いいや、あきらめたくない」の繰り返しで。

「本当は全然あきらめられない……！　退学なんてしたくない！　私、連術士になりたいの、戦いたい！」

　戦いたくないリトを戦いに引きずり込むと分かっていても、言わずにはいられなかった。

「お願い、私と一緒にいて────！　私と一緒に戦って！」

　リト以外にいない。

　エリルと一緒に戦えるのは、リトしかいないのだ。

「私と、ずっと、ずっと一緒にいて……！」

　自分の声が消えていく。

　涙のせいだろうか、目の前がかすむ。

　激しい疲ひ労ろう感かんに襲われだんだんと意識が沈むように遠ざかり、周りの音も聞こえなくなっていった。

　リトが、何かを言っている。それは分かるのに声が聞こえない。

　────返事を聞きたい。

　だが自分が上う手まく話せているのかどうかも分からず、リトの声も顔も曖あい昧まいになって、エリルはゆっくりと意識を失った。
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　異い種しゆが最初に現れたのが学園の東だったこともあり、蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやが守った村と精せい霊れい庁ちようは全くの無む傷きずだった。

　異種に集中攻こう撃げきを浴あびた学園の寮りようは半はん壊かいしたが、幸いなことに死者はいない。負ふ傷しよう者しやは多かったが、戦える者が寮に揃そろっていたことが決め手だったのだろう。

　崩れた寮の後片付けや、住めなくなった部屋の住人達の移動などで忙しく、授業が再開されたのは事件から八日後のことだった。




　あの日避ひ難なん所じよとして使われた大だい講こう堂どうに、再びパンディア国立連れん術じゆつ士し学園の全校生徒が集つどう。

　怪け我がのため精霊庁の医い師しのもとにいる者を除のぞき、午前中の全校集会には動ける生徒と教員のほぼ全員が顔を揃えていた。

　壇だん上じようの卓の前に立つのは背が高くがっしりとした体格に、穏おん和わそうな茶色の瞳と豊かな口くち髭ひげを持つ初しよ老ろうの紳しん士し。

　オルティスから帰国した学園長、パヴァル・イムセントだ。

　学園長は聞きき惚ほれるような低い声で八日前に起こったこと、精霊王の結界が全て壊こわれ、蒼穹の守護者が張り直したこと、精霊庁が決定した当面の授業時間の変更などを全校生徒に説明していた。

　多少口くち裏うらを合わせ、齟そ齬ごがないよう作られた説明にエリルは小さくため息をつく。

「結局、結界は綺き麗れいに全ぜん壊かいしちゃったのよね……」

　やろうと思ってやったことではないのだが、「精霊王の結界が壊れ……」のくだりで全校生徒の間にざわめきが起こってしまい、申し訳なさに身を縮ちぢこまらせた。

　異種によって壊されたと学園長は説明しているが、実際にやったのはエリルとリトである。

「あんたが気にすることじゃないわよ。だいたい精霊王の結界があろうがなかろうが一緒よ」

　隣となりにいたターニアはその先を言わなかったが、エリルも小さくうなずいた。

　すでに精霊王の結界を越える異種が現れている。蒼穹の守護者の結界があれば従じゆう来らいの魔物は防ふせげるし、弱い異種にも有ゆう効こうだ。もはや精霊王の結界にこだわる必要はないだろう。

「結界が壊れようがなんだろうが、異種を倒せる力があるならその方が大事だもの。あんたの退学も撤てつ回かいされたし、あっちの旗き手しゆ交代も取り消されるんじゃないの？　わざわざ壇上に呼ばれてるんだし」

　あの事件以来「駄だ犬けん」と呼ばなくなったターニアに微笑み、エリルは視線を前方へ移した。

　壇上には数人の教師が並び、その列に一人だけ基き礎そ科かの学生が交まじっている。

　堂どう々どうと姿勢を正して立つのは、黒い髪にはっきりとした紺こん碧ぺきの瞳ひとみの少年だ。

　あれから八日。

　エリルはその間、リトと一度も会わなかった。

　連れん禱とうのあと気を失うしない、そのままエリルは二日間目が覚めなかったからだ。長々と眠り続け、このまま目が覚めないのではないかとターニアは気が気ではなかったらしい。三日目に普通に起きたときはめちゃくちゃに怒られ、枕まで投げつけられた。理り不ふ尽じんだ……と思ったが、ずいぶんと心配させてしまったようなので甘あまんじて受け止めておいた。

　昏こん睡すいの理由は不明で、リトとの連禱後に起こることから「リト・クローウェルの力が強すぎて引きずられたのではないか」というのが医師の所しよ見けんだった。

（クローウェル君につられて、自分が持つ以上の力を出してしまったってことよね）

　ありえないことではない。リトと連禱するとき、自分はいつだって何もかもを懸かけてきたのだから。

　目が覚めたあとは壊れた女子寮のことに忙ぼう殺さつされ、使用不可能になった部屋の住人を受け入れて、と大変だったのだ。とてもじゃないが、同じように忙しいだろう男子寮を訪ねることはできなかった。

　エリル達の部屋にも後輩二人が加わり、四人部屋となったのでターニアの機き嫌げんの悪さも最さい高こう潮ちようだ。上う手まくなだめつつ後輩を庇かばいつつ、と暮らしているうちに授業が始まってしまった。

（今日会ったら、あのときの返事はしなくていいって言わないと……）

　戦いのあとは勢いきおいに任まかせ懇こん願がんしてしまったが、これはリトの将来を左右する重大な問題だ。

　すぐに答えが出せるわけもなく、逆に出されても困る。返事はリトが卒業するときでもかまわないと考えていた。

（私自身の心は決まったけど、それにクローウェル君を巻き込むべきじゃないもの）

　エリルはもう迷わない。

　一度は自分の心に反してあきらめようとした夢だが、リトのおかげでやはり無理だったと気づけた。

（私は蒼穹の守護者目指して頑がん張ばろう。きっと他にも連禱できる人がいると信じて──）

　リトの答えがどうであれ、この先自分の夢を捨てることはないだろう。

　そう決心して壇上のリトを見れば、単純に会えるのが嬉うれしいような気がした。

　妙みように胸が高鳴り、エリルは途と惑まどいながら何度もリトを見直す。

（……何かしら。クローウェル君、格好かつこよくなってない？　八日間会わないだけで急に大人になった気がするんだけど……）

　自分の目がおかしいのだろうか。もちろんもともと外見はよかったし、誰も文もん句くのつけようがない貴き公こう子し然ぜんとした少年だった。でも、何かが違う。

（顔つき？　姿勢？　髪形……は別に変わってないし）

　落ち着かない気持ちで瞬まばたきも忘れ見つめていたが、視線に気づいたのか、リトがこちらを向いたのでドキリとした。

　心臓が口から出そうになり、とっさに吞のみ込んだエリルに向けリトがぱっと顔を輝かがやかせる。

　その唇くちびるが「エリル先輩！」と動きそうになるのを見て、エリルは慌あわてて自身の唇に人差し指を当てた。

　──静かに。

　壇上のリトを制せいするように、密ひそやかにうなずく。







　エリルの指が可か愛わいい唇から離れ、空色の瞳が静かに伏ふせられる。

　とたんに、呪じゆ縛ばくから解とかれたようにリトの体内のあちこちが騒さわがしく動きだした。

（び、びっくりした…………っ!!）

　心臓がばくばく跳はねて、全身が炙あぶられたみたいに熱くなる。

　あれは自分に向けたものだ、と思うとおかしくなったんじゃないかと思うほどどきどきした。

「どうした、クローウェル？」

「な、なな、なんでもない、れす……」

　舌したのもつれたリトに、隣に立つロッシが「緊きん張ちようしたのか？」などと的まと外はずれな心配をしてくれる。確かに緊張していたが、先ほどのエリルの仕し草ぐさで吹き飛んでしまったぐらいだ。

　多大な期待を込めて再びエリルに視線を送ったが、彼女はもうリトの方を見てくれなかった。

（ううっ！）

　残念すぎて床に倒れ込みたい。だが、また目が合ったりしたらきっとじっとしていられないだろう。大声で叫んでエリルのところまで走ってしまう。だからこれでいいのだ。

（エリル先輩、ちょっと会わないうちに綺き麗れいになった気がする……）

　たった八日間で何があったのだろう。一いつ切さいこちらを見てくれない想い人を未み練れんたらしく凝ぎよう視ししていると、別方向から視線を感じた。何事かと目を向ければ一年生の列からユークがリトを見つめている。

　げんなりした顔にはありありと「何やってんのお前」と書かれてあり、リトは慌あわてて姿勢と表情を整えた。

「──であり、今後パンディアは厳しい状況に立たされるだろう。だが大陸の人民を守るという精霊術士の本分を忘れず、各おの々おのが力を尽くして学業に励はげんでほしい。──それでは」

　話を終え、学園長は大きな手をリトへと向けた。

「最後に、危険を顧かえりみずパンディアのために戦ってくれた精霊術士──、一年生のリト・クローウェル君から言葉を」

　わっと歓かん声せいが上がり、リトは大きく息を吸すい込んだ。

　期待に満ちた生徒達が見守る前で、ゆっくりと卓の前へ進む。

　講堂に集まった百五十人ほどの学生と、教師達。壇上に立てばよく見える皆の顔へ視線を巡めぐらせ、深く一礼する。

「おはようございます。基き礎そ科か一年のリト・クローウェルです」

　深呼吸し、よく通る声で話しだした。

「今日は皆さんにお話ししたいことがあって、この場を借りて告白させてもらうことにしました。すでに学園長や他の先生方にはお伝えしましたが、まず、今年の精霊祭の旗手は辞じ退たいさせていただきます」

　特に「内定していた」などと説明する必要はない。

　全校生徒が今年はリトであると確信していたため、講堂内は大きなざわめきに包つつまれた。

「理由は精霊庁の長ちよう老ろう様にもお話しして、ちゃんと納得してもらいました。────なぜなら俺は……」

　リトはいったん言葉を止め────。




「──俺は、誰とも連れん禱とうができないからです」




　はっきりとした口調で告つげた。

　講堂内に響ひびいた言葉に、誰もが息を吞むのが分かった。

　何を言われたのか理解できない、というような空気が流れ、皆が途と惑まどったように目配せを交わし合う。

「俺は天才でもなんでもありません。真っ赤な噓うそだ。ずっと連禱ができるかのように見せかけ、皆を騙だましてきたんです」

　ざわりと空気が動き、どこからか声こわ高だかに騒さわぐ声が聞こえた。

　リトは顔を伏せることなく、言葉を続ける。

「連禱は術と術を掛け合わせ、相そう乗じようにより力を増すもの。俺は術を混ぜ合わせることができないから、普段は力を抑おさえ、連禱のときには力を解放するという手しゆ段だんを取ってきました」

　掛け合わせるのではなく、単純に力を上うわ乗のせするだけ。

「身体からだも精神こころも消しよう耗もうして、辛つらくて……。連続して連禱なんてとてもできない。でも誰にも見破られなかった。誰も俺が連禱ができないなんて気づかない。だから黙っておけばいい。そう思っていました。──連禱ができないことは怖かったけど、気づかない奴やつらも馬ば鹿かだと心の中で嘲あざ笑わらっていた」

　一年生の列から鋭するどい視線が飛ぶ。話を理解したのか、級友の幾いく人にんかが激しくリトを睨にらんだが、怒りを向けられるのは当然のことだった。

　リトに目を逸そらす権利はない。

「自分一人で力を上乗せしながら魔物と戦うなんて、無理がありすぎる。でも言いだすことはできませんでした。家族だけじゃない、オルティスの国民や国王陛へい下か、精霊庁で俺に期待をかけてくれている人達──。皆に本当のことを言う勇気がなくて、このまま一生黙っていればいい、とても辛いけど、やってやれないことはない。どうせ誰も気づかないんだから、と考えていました。────でも──」

　リトは壇上からぴたりと視線を合わせた。

　こんな場で打ち明けるとは思っていなかったのだろう、心配そうに、息を詰めて一心にリトを見つめる空色の瞳に。

「たった一人。エリル・レヴィス先輩とだけは、呼吸するように連禱することができたんです。誰とも組めないと思っていた俺と、エリル先輩だけが────」

　あのときの喜びを、リトは生しよう涯がい忘れないだろう。

　自分は一人ではなかった。誰かと繫つながることができた。

　もう、連禱ができないという息苦しさに耐えなくてもいい。

「そして、エリル先輩と親しくさせてもらって、俺は自分がとても恥ずかしく、醜みにくいことをしていると気づきました」

　目の前で、連禱ができないがために軽かろんじられ退学を申し渡された人がいるのに、同じ立場である自分は学園に残るのだ。変わらず、類たぐい稀まれな精霊術士として。

「エリル先輩は連禱ができないことを真っ向から受け止め堂どう々どうとしている。それなのに俺がこそこそ隠れて、しかも天才だ、素晴らしい精霊術士だと崇あがめ奉たてまつられるなんておかしすぎる。──確かに、俺には一人で戦える力があって、エリル先輩にはない。だから扱あつかいが違って当然だと自分に言い訳することもあった。──でもそうじゃない」

　そんなことではない。

　リトは力を込めて顔を上げた。

「それならなおさら、俺は自分が連禱できないことを打ち明けるべきなんだ」

　強い力を持つというなら、正当な評価を受けなければいけない。

　できもしないことで分ぶん不ふ相そう応おうな称しよう賛さんを得てはいけない。

「そうしないと、いつか俺自身が潰つぶれるだけじゃなくて、きっと取り返しのつかない重大な結果を招く。だから、そうなる前にこうして皆に俺の噓を告白することに決めました」

　リトは言葉を切り、深く、深く腰を折った。

「ずっと、噓をついていてごめんなさい。俺は、天才でもなんでもありません」

　パンディア中から音が消えたのではないかと思うほど、辺りは静せい寂じやくに包つつまれていた。

「俺が連禱できるのはエリル・レヴィス先輩ただ一人。エリル先輩だけが、俺と連禱できるんです。異種の魔物を倒したのも俺だけの力じゃない。エリル先輩がいて、初めて俺はあそこまでの力が出せる」

　エリルは落ちこぼれなどではない。

　きっとリトと同じ、他の誰とも違う力を授さずけられているのだ。

「だから、エリル先輩がすごい力を持っていること。そして、俺が噓つきで天才じゃないということだけ皆に知ってもらいたかったんです」

　一言も発しない全校生徒の前で、一歩下がったリトは一礼した。

「────最後まで聴きいてくれて、ありがとうございました」

　しんと静まった大講堂でリトは下げていた頭を戻す。

　そして、無言のまま歩きだした。

　背後の教師達の列に戻るかと思われたが、それらを無視して壇上脇わきの階段を下りて全校生徒の列へと分け入ってくる。

　誰もが驚いて道を空ける中を、リトはまっすぐに堂々と進んだ。

　三年生の列の中央。たたずむ小柄な少女のもとへ。




「エリル先輩」




　目の前まで来たリトに返事をすることもできず、エリルは立たち尽つくしていた。

　まったく意いに介かいさないターニアを残して皆は円形に広がり、リトとエリルを取り囲む。

　言葉を発することができないエリルに向け、リトは深く身を折った。

「ずっと、黙っていて本当にすみませんでした。エリル先輩の存在を知ったとき、すぐに言いだすべきだったのに、それができなかった。周りからどんな目で見られるかと思うと怖くて。先輩を馬鹿にする奴らを憎にくんでたのに……、俺も同じことをしてたんだ」

　連禱ができないということで、奇き異いの目で見られることを怖れた。そうして黙ってやり過ごすことは、エリルを蔑さげすんでいるのと同じことだ。

（クローウェル君……）

　リトは頭を上げようとしない。

（…………────そうね）

　周囲の人々が固かた唾ずを吞んで見守る中、どう答えるべきか考えたエリルは、極きわめて平静を装よそおって答えた。

「クローウェル君は〝ずっと黙ってて〟って謝るけど────」

「──！」

　不安そうな顔を上げたリトに、エリルは心を込めて笑った。

「あなたが入学してまだ四カ月くらいよ？　ずいぶんと早く打ち明けてくれた方じゃない？　これが私の卒業式ならかなり複雑な気分になったでしょうけど」

　そのときには「なぜ黙ってた！」と怒って罵ののしるかもしれない。

　だが今はたったの四カ月。しかもそれまでろくに話をしたこともない。

　リトとエリルは出逢ったばかりのようなものなのだ。

「あなたも自分で言ってたけど、一人で戦う力があるんだからすごいことだわ。そんなあなたと連禱できるなんて本当に嬉しい。あなたが入学してくれて、一番喜んでいるのは私だってことを知っていてね」

　誰とも繫がれない自分が、初めて力を合わせることができた。

　その喜びを忘れはしない。

「エリル先輩……！」

　リトは泣くのを我が慢まんするような顔をし、すぐにぐいと腕で目め許もとを拭ぬぐう。

　きりりと表情を改め、エリルに向き直った。

「エリル先輩。俺、連術士になんてなりたくなかったです。親や国の皆は俺がすごい連術士になってオルティスを守るって信じてるけど、そんなことはありえない。俺自身が連禱できないっていう不安を抱かかえているのに、誰かのために命を懸かけて戦うなんて絶対にできないと思っていました」

　エリルは無言でうなずく。

　これまでリトを見てきて、その気持ちはよく分かっていた。

「でも、先輩と連禱できて初めて、戦うってこういうことなんだって分かったんです。俺、先輩を守るためなら連術士になりたい」

　リトは息を吸い込み、はっきりと言った。

「だから、俺とずっと一緒にいてください。先輩となら異種だって倒せる。卒業してもオルティスには戻りません。パンディアに残って蒼穹の守護者を目指します」

「────！」

　とっさに声が出なかった。

　エリルだけではない。ターニアも、駆け寄ってきたユークも、ハイヤーンも、ロッシも。

　誰もが足を止め、リトの出した答えの衝しよう撃げきに打たれていた。

「ちょ……、ちょっと待って!?」

　一生を左右するような選択を簡単に決めたリトに、エリルの方がうろたえ、動どう揺ようしてしまった。

「あの、クローウェル君！　返事は今すぐじゃなくていいのよ!?　もう少し考えて……そうよ、お家うちの人とも話し合わないと──！」

「親や国は反対します。だからそれはいいです、話し合わなくたって分かる」

「い、いやいやいや、なおさらちょっと待って……！」

　自然に手を取られ、エリルは混乱する頭で必死に首を振る。そんなエリルにリトは不思議そうに首を傾げた。

「駄だ目めですか？　先輩は喜んでくれると思ったんですけど」

「う、嬉しいわよ!?　でもちょっと返事が早すぎて……！」

「迷うことなんかないです。俺はエリル先輩のことが好きだから」

「は……」

　エリルだけではない。

　成り行きを見守っていた全校生徒と教師陣、その全てが石化したように固まった。

　緊張に静まった大講堂で、リトは堂々と告白した。

「俺はエリル先輩のことが好きです。一人の女の人として。だからずっと一緒にいます」

「はあああああああッッ────────ッッ!?」

　絶ぜつ叫きようしたのはエリルではない。

　握り合っていた手をべりっと剝はがし、赤くなったターニアは慌あわててエリルを背中に庇かばう。

「こ、この駄犬っ！　時と場所ぐらい考えなさいよ!?　あんたがエリルのこと好きだってのは分かってたけどっ！」

「あ、はい。ターニア先輩は分かってくれているだろうと思ってました。俺がどれだけ本気かってことも」

（な……──っ!?）

　ようやく話を吞み込んだエリルだが、逃げ出す前にリトに手を摑つかまれていた。

　優しいが有う無むを言わせぬ力で、ターニアの背中から引きずり出される。

　問もん答どう無む用ようで向かい合うように立たされ、エリルは必死でリトから距離を取った。

「ず、ずずずっと一緒にいるって、仕事のことよ!?　そ、それとこれとは別よ!?」

「はい。俺もすぐに返事がもらえるとは思ってません。振り向いてもらえるよう頑張りますから」

「!?」

　何やら予想外の言葉が耳を通り抜けた。

　慄おののきながら瞳を上げれば、リトはにこっと明るく無む邪じや気きに笑う。

「いろんなことが吹っ切れたんです。先輩は俺のことを恋愛対象として見てないと思うので、これから見てもらえるように努力します。先輩に俺のことを好きになってもらいたい。もうあきらめろって言われてもあきらめられないから」

「な、なな、な……！」

　もはや絶ぜつ句くして腰の引けたエリルの両手を取り、リトはぴたりと紺碧の瞳を合わせる。

　熱のこもった眼まな差ざしで見つめ、真剣な声でささやいた。

「────俺、絶対頑張ります」
















　講堂内に凄まじい嬌きよう声せいと歓かん声せいが響き渡り、集まった全校生徒がわっと盛大にどよめく。

　すぐ隣から青あお筋すじを浮かべたハイヤーンの『クローウェル君、あとで教員室に来てくれるかな……!?』という低い声やロッシが慌あわてて制する声、ユークの「すみません、先輩。こいつ言っても聞かないんで」という申し訳なさそうな声が聞こえたが、返事をするどころではない。

　瞬きもせず一心に見つめてくるリトから目を逸らすこともできず、エリルは泣きそうになった。

　エリルがリトを恋愛対象として見ていない────、だって？

（そんな馬鹿な……！）

　今だってどうやって目を逸らせばいいか分からない。呼吸が困こん難なんなほど鼓こ動どうが脈みやく打うっているというのに？

　ずっと一緒にいるといってもそれは仕事上のこと。リトの家や将来を考えれば、そう簡単に「嬉しい、ありがとう！」などと言うわけにもいかない。

（私……これ……！）

　ぐるぐると熱ねつ烈れつな告白の言葉ばかりが脳内を巡り、沸ふつ騰とうしそうだ。

（クローウェル君のこと好きにならずにいられるの────!?）

　混乱のあまり遠ざかりかけた意識の外で、ターニアの「あんた絶対ほだされるわ……」という脱だつ力りよくしきった声が聞こえた気がした。
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　こんにちは、小お椋ぐら春はる歌かです。このたびは本作をお手に取って頂き、誠にありがとうございます！

　と、いうわけで念ねん願がんかなって年下ヒーローです。

　少女小説カテゴリーでは本当に数が少ないですよね。ヒロインと思いっきり年の離れたヒーローはあるんですが、二、三歳差となると極きよく端たんに少なくなる。ウケが悪いのだろうかと思いつつ、じゃあ書くのをやめるのかと問えば「やめない！」と内なる自分が言うので書きました。個人的には満足です。

　前作のヒーローが私の中ではネコ科の肉にく食しよく獣じゆう（虎とら）だったので、今回はイヌ科にしてみました。台詞せりふを全部「わんわんわん！」に変へん換かんしても読めるようなヒーローを目指しましたが、大事な話もしてるのでそうもいかない。でも概おおむねできたんじゃないかと思います。明るく素直に、強く可か愛わいらしく一生懸けん命めいで一いち途ずな頑がん張ばり屋さんという、ものすごい正せい統とう派はなヒーローになりました。逆に怖い。

　それではそろそろ謝しや辞じを。

　イラストのホームラン・拳けん様。素敵な表紙とイラストに加え、大爆笑のカバー裏まで本当にありがとうございました！　カバー裏が本編です（笑）。

　校正様。スカッと爽そう快かい明めい快かい、素晴らしいツッコミに大感謝です。担当して頂けてよかった！　ありがとうございました！

　担当Ｉ様。著者校正の字の酷ひどさには反省するところがなきにしもあらずだけど、毎度毎度頑張って読んでくれるあなた様にはとても感謝しています。もはや解かい読どくの域いき。

　その他、デザイナー様、印刷所様、編集部営業部の皆様、本作の出版に関わってくださった方々に深く御礼申し上げます。ありがとうございました！

　そして、最後に読者の皆様へ。

　新作だろうが続きだろうが、常に前作を越えることを心がけて書いていますが、今回も全力出して頑張りました。そのときに自分ができることを全てつぎ込むのが私のやり方ですが、いつも私の作品を読んでくれる方、初めて読むという方にも楽しんで頂ければ幸いです。

　またお会いできることを祈りつつ、これからも努力していきたいと思います。

　それでは、最後までお読み頂き本当にありがとうございました！


小椋春歌
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12月30日生まれ。山羊座。Ｏ型。

数年前から年下ヒーローを書きたいと思いつつ、その時々で書きたいものが違って結局書かずじまいでした。やっと順番が来たようで、ちゃんと書けて満足です。

今回のヒーローはかなりの正統派。

どうぞよろしくお願いします！
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キャラクターにそれぞれ特色があり、楽しく描かせていただきました！　作中のリトくんの挙動が個人的にとてもツボでによによしながらペンを走らせたものです。

ちょっとしたおまけもありますので探してみてくださいね。
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